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強引な副社長の婚前指南～偽りの極甘同居が始まります～










嘘と後悔




「港区まで、お願いします」

　タクシーの運転手に行き先を告げると、後部座席の窓から憂ゆう鬱うつな気持ちで空を見上げた。

　今日は朝からよく晴れていて。梅雨に入ったというのに雨が降らないからか湿度も低く、カラッとしていて過ごしやすかった一日も、私の心だけどんより曇り空だ。

　――とんでもないことをしてしまった。まさか自分が、あんな大嘘をついてしまうなんて……。

　今さら悔やんでも仕方ないことを悔やみ、ひとり頭を抱える。

　今日は家に帰りたくない。静かなところでひとりになりたい――。

　店主と顔馴染みのバーへ向かう中、漏れそうになるため息を吸い込み、今は何も考えたくないとゆっくり目を閉じた。

　どうしてこんなことになったのかと言うと……。




　遡さかのぼること、数時間前――。

　梅うめ岡おか芳かん奈な、二十三歳。年齢＝彼氏いない歴の純情乙女。いや、純情は少し言い過ぎだけど、世間知らずの箱入り娘と言えばわかりやすいだろうか。

　身長は百五十五センチと小柄だが、ヤル気だけは誰にも負けないと自負している。

　そんな私が今日は、朝から忙しくしているのはわけがある。

　二週間ほど前に購入したピンクのラグジュアリードレスに、バックスタイルをキュートに見せてくれるリボンの付いたパンプス。肩まで伸びた髪はハーフアップにまとめ、首元には真珠のネックレスと揃いのイヤリング。普段ほとんどしないお洒落をしてキメてきたのは、他でもない今日の主役のため。

　都内の一等地に立つフェリスホテル三十階、大宴会場の入口には【梅うめ岡おか秀しゅう治じ郎ろう社長の還暦を祝う会】と書かれたボードがあって、それを横目で見ながらその場を足早に駆け抜けた。

　梅岡秀治郎は何を隠そう私の父であり、国内最大手『四よつ星ぼし百貨店』社長。今日の還暦祝いの主役その人だ。

　還暦を祝う会を知らされたのは、ちょうど一ヶ月前。父の秘書である永なが田たさんが私の部屋にやってきて、一通の封筒を差し出すとともに『強制参加でございます』と不穏な言葉を発した。

「な、何よ、強制参加って！」

　そう叫んでも彼は表情ひとつ変えず、メガネのフレームをクイッと上げて無言で去っていった。

　そのあと封筒を眺め、部屋でひとり途方に暮れたのを今でもはっきりと覚えている。

　できれば父と、顔を合わせたくないんだけれど……。

　父のことが嫌いなわけではない。何不自由なく大切に育ててもらったことには感謝もしているし、人生の節目である還暦を祝うのは娘として当然のことだと思っている。

　でもいかんせん顔を合わせる度に、『いつまで他の会社で働いてるんだ。金が必要なら小遣いを増やしてやってもいい。どうせ働くなら四星で働けばいいじゃないか』と言われてしまい不快な気持ちを抱いてしまう。そんな自分が嫌で、一緒に暮らしていてもなるべく顔を合わさないようにやり過ごしていた。

　他人から見れば、お嬢様のわがままかもしれない。けれど私はこの先、父が敷いたレールの上を歩みたくないと思っている。いつまでも干渉しないで、ちゃんと自立したひとりの女性として扱ってほしい。そう思って自分で会社を探し面接を受け、やっとの思いで仕事を見つけたというのに……。

　足を止め、窓の外の景色に目を向けた。日が暮れかけた空の色が綺き麗れいで、ため息が漏れる。いや、憂鬱のため息だろうか。

「どっちでも、いいんだけどね……」

　ひとりメランコリックにつぶやくと気持ちを切り替え、今日の主役が待つ控室へ向かった。




「おお、芳奈！　待っていたよ。お前の顔を見るのは何週間ぶりだ？」

　そう言いながら、抱きしめてくれと言わんばかりに大きく腕を広げる父を見て苦笑を漏らす。

　何週間ぶりって、まだたったの一週間なんですけど……。

　それでも還暦の父を喜ばせたくて、仕方なく近寄ると大きな身体を抱きしめた。

「お父さん。六十歳のお誕生日、おめでとう」

「ありがとう、芳奈。お前がこうやって抱きしめてくれるのが、最高のプレゼントだ」

「何言ってるの。ほんと、お父さんってオーバーなんだから。ちゃんとプレゼントも用意してるのよ。うちに帰ってから渡すわね」

　頬にチュッと口付けて、父の横に腰を下ろす。

「あなた、芳奈はもう二十三歳よ。いつまで甘やかすおつもり？」

　満足そうに微笑む父を見て、母の操みさおも呆あきれ顔だ。

「いつまでだと？　そんなこと聞くまでもない、永遠だ」

　永遠……。その言葉に、クラッと目眩がする。これは早いうちに、家も出たほうがいいのかもしれない。

　やれやれと肩を落とし、ソファに深く座り込んだ。

「ところで芳奈。今日はお前にも、いい知らせがあるぞ」

「いい知らせ？」

　はて？　今日の還暦祝いの他に、何があるというのだろうか。見当もつかなくて母に視線を送る。でも父の行動には一切口出ししない、男性の半歩後ろを歩くような女性の母は、ただあやふやに微笑みを返すだけ。

　なんだろう、何故かとても嫌な予感がする。一時、避難したほうがよさそうだ。

　すっくと立ち上がりこの場から離れようとしたが、私の腕を父ががっちりと掴んでしまった。六十歳になっても普段から鍛えている父の力は、まだまだ衰えていない。

　これは、いよいよヤバい感じ？　なんとも言えない緊張感が、身体中に充満する。

「今日の祝いの場で、お前の見合い相手を紹介する。と言ってもお見合いは建前で、近々お前の夫になる男だ」

「は、はあ!?　見合いとか夫とか、お父さん何言ってるの！　正気？」

　突然降って湧いた話に驚くほかない。というより、驚きを飛び越えて怒りすら芽生え始める。

「正気も何も、芳奈のためを思ってのことだ。相手は、あの『lunaルナ caldoカルド』の社長の息子だぞ」

「ルナ・カルド!?」

　ルナ・カルドといえば誰もが知っているコーヒーショップで、私も昨日飲んだばかり。季節ごとに新しい商品を生み出していて、今若者に大人気の店だ。確か社長は〝コーヒー王〟なんて呼ばれていて、ロゴマークも王様をかたどっている。

　そう言えば、四星百貨店にも店舗展開していたはずだけど……。

　って今は、そんなことどうでもいい。相手がコーヒー王の息子だろうがなんだろうが、私には全く関係ない。

　私ももう二十三歳。十分……とは言えないけれど、それなりに大人だ。結婚の相手くらい自分で決める。

　なんて偉そうに言ってはいるが、二十三年間彼氏がいたことはない。それでも結婚は女にとって一大イベント。そんなことまで親に決められては、たまったもんじゃない。でも頑固な父のことだ、このままいくと強制的にお見合いさせられてしまうのは目に見えている。

「どうだ、すごいだろう。芳奈の夫として、文句のつけようのない男だ。この結婚が決まれば、お前も心置きなく仕事を辞められるしな」

　やっぱり……。そこが狙いなのね。

　ガハハと笑う父を見て、情けなくなってきた。仕事を辞めたいなんて、一度だって言ったことがないのに……。

　私がどんな思いで、今の仕事に就いたと思っているのだろうか。

「お見合いは……しない」

　怒りが頂点に達し、その思いが私の口を勝手に動かす。

「芳奈？」

　父の顔から笑みが消えた。でもここで怯むわけにはいかない。

「ちゃんと自分が好きになった人と結婚したい」

「そんな相手でもいるというのか？」

　この手のことに関して父は私のことをよくわかっていて、突っ込みどころも的確だ。もうこうなったら、私だって引き下がれない。

「……結婚、したいと思ってる人がいます」

「なんだと。もういっぺん言ってみろ」

　そう言う声に怒りが混じり、恐怖から身体がすくむ。怒ったときの父は、地獄の閻えん魔ま大王のようだ。緊張から唇が震える。

「す、好きな人がいるって言ってるの！　だからお父さんが何人お見合い相手を連れてきたとしても、私は誰とも結婚しない！」

　なんとか思っていることを全部ぶちまけると、心の中がスッと軽くなる。嘘をついたことへの罪悪感は多少残るけれど、こうでも言わなきゃお見合いだけじゃなく結婚まで決まってしまう。それだけは、絶対に阻止しなきゃいけない。

　これでどうだ！と言わんばかりに、父を見据えた。

「相手はどこの誰だ？　会社のやつなのか？　なあ、どうなんだ！」

「え？　あ、うーん。まあ、そんなところ」

　畳み掛けるように聞かれて、嘘をついている私は答えがしどろもどろになってしまう。

「そいつはルナ・カルドのご子息より、いい男なのか？」

「も、もちろんよ。私が選んだ人なのよ、ルナ・カルドの息子なんか足元にも及ばないわ！」

　売り言葉に買い言葉、負けず嫌いの性格も影響して大きなことを言ってしまう。ルナ・カルドの社長の息子に会ったことがないから、相手がどんな人なのか全くわからないけれど、大袈裟なくらいに言っておかないと父のことは誤魔化せない。

　さあ、どう出る？

　父の反応を待っていると、ソファに座っていた父がおもむろに立ち上がった。何ごとだと、身構える。

「ルナ・カルドのご子息は専務……その男の、足元にも及ばないということなんだな？」

「そ、そうだけど」

　うまく誤魔化せたのだろうか。父の表情が、少し緩んだような気がする。

　よし。このままお見合いはなかったことに――そう思って胸をなでおろしかけた、そのとき。

「クリキホールディングスの役員でまだ結婚してないのは確か……副社長と常務くらいなものだろう。だとすれば芳奈、お前まさか副社長と付き合っているのか？」

　え、そうなの？　お二方とも、知らないんですけど……。

　思ってもみなかった方向へ話がそれてしまい、考えが追いつかない。

「え、えっと、それは……」

　どうして急に、副社長が出てくるのよ。そうなると、話がややこしくなるじゃない！

「お、お父さん、ちょっと……」

「芳奈、でかした！　それなら話が早い。今回の見合いの話は、なかったことにする」

　父は満足げにそう言うと私の話も聞かず、高笑いしながら控室から出ていってしまった。

　ど、どうしよう。軽い気持ちでついた嘘が、なんだか想像もつかない方向へ進みそうな予感がするんだけど……。

　今更しても遅い後悔をすると、頭を抱えてソファへと倒れ込んだ。










偶然と出会い




「恒つねさん、今日はおまかせで」

　三年前に偶然見つけた隠れ家的バー『ＢＢＬＡＣＫ＆ＲＲＥＤ』のカウンターに座り、頬杖をつき嘆息を漏らす。

　バーはお酒はもちろんのこと〝空間も楽しむ場所〟というように、少し照明を落とした木目調で落ち着いた雰囲気の店内はいつ来ても心地いい。でも今日は、少し気分が違った。

「どうしたの、芳奈ちゃん。今日は元気ないね。何かあった？」

　そう話しかけてくれるのは、この店のオーナー大おお場ば恒つね芳よしさん。通称恒さん。

　バックバーに手を伸ばした恒さんは、カンパリリキュールを手に取る。背格好から見て、歳は三十歳半ばくらいだろうか。いつも人懐っこい笑顔を見せてくれる素敵なマスターだ。

　でも今の私には、恒さんの呼びかけや笑顔にも、いつものように明るい表情を返すことができなかった。

「取り返しのつかない嘘をついちゃった……」

　もう一度深いため息をつき、カウンターテーブルに突っ伏す。

　咄嗟のこととは言え、どうしてあんな嘘をついてしまったのか。適当に誤魔化せばあの場はうまく収まる――そう思っていたのに。まさか私が、クリキホールディングスの副社長と付き合っていると勘違いされてしまうなんて……。

　クリキホールディングスは菓子業界のトップに君臨する、老若男女誰もが知っている超大手菓子メーカー。チョコレート菓子が主力商品で、その中でも棒状のプレッツェルにチョコレートがコーティングされた『ポキット』は大ヒットのお菓子だ。

　私はそこの商品企画部に所属していて、〝お客様にどのような価値を提供するか？〟ということを日々考えている。アイデアを考え企画としてコンセプトに落とし込み、企画書を作ってプレゼンテーションを行う。それだけが仕事ではないし、自分の企画が通らないことも多い。それでも企画の仕事はやりがいがあって、ものづくりの醍醐味を味わうことができる素敵な職場だ。

　そんなクリキホールディングスの副社長といえば、一社員として働いている私なんかが個人的に会えるはずのない雲の上の人。入社式のときにチラッと姿を見たような気はするけど、面識はないに等しい。最近副社長に就任したらしく、女性社員が若くてイケメンだと騒いでいたが、今は恋より仕事を頑張りたい私は、全くもって興味なし。

　そんな人が私の想い人なんて……。

　ちょっと考えればわかりそうなものを、父はすっかり信用してしまったみたいだ。今更『冗談でした！』と言える雰囲気でもないし、言ったら言ったでそら見たことかと見合い相手との縁談が進んでいってしまうだろう。だからと言って今すぐ代わりの男性を探すことも不可能だし、このままじゃどうにもならない八方塞がりだ。

「今日の芳奈ちゃんは、お疲れのようだから。はい、これ」

　まだ頭が上げられない私の目の前に恒さんが出してくれたのは、赤い色が魅力的なカンパリソーダ。カンパリは疲れたときに身体に効くリキュールだと、前に恒さんから聞いたことがある。カンパリ自体は苦味のあるリキュールだけど、ソーダで割ってロングカクテルにすると苦味も薄まり飲みやすくなるそうだ。

　今日はトコトン飲んでやる！

　カンパリソーダをイッキ飲みすると、グラスをテーブルに置いた。

　普段は、こんな飲み方はしない。落ち着いた温かい雰囲気のカウンターで、恒さんとの会話を楽しむ――それを楽しみにここへ来ているというのに、飲まなきゃやってられない。今日のことは全部忘れてしまいたいと、呷あおるように飲み続けた。

「芳奈ちゃん、まだ飲むのかい？　これで最後にしたほうが……」

「いいの。恒さん、今日は放っておいて」

　恒さんの言葉を遮り、グラスを奪い取る。でも酔っているせいか、その手が滑ってしまい、あっ！と思う間もなくグラスが傾き始めた。

　せっかく恒さんが作ってくれたカクテルが……。

　慌てて手を伸ばすが、ふいに視線が遮断されカクテルグラスが見えなくなってしまった。

「おっと、危ない！」

　突然頭上から声が聞こえて、誰？と顔を上げる。そこには私のカクテルグラスを持った男性が立っていて、ニヤリとイジワルな顔で微笑んでいた。

「な、何？　あなた、誰？」

　カクテルがこぼれずに済んだのはこの男性のおかげだ。そうわかっているのに、無神経な笑顔を向けられて、思わずぶっきらぼうな声が出る。

「ねえ君さ。人に名前を聞くときは、まず自分から名乗るのが礼儀じゃない？」

　そう言いながらストンと私の隣に腰を下ろし、またもや不ぶ躾しつけな視線を送ってきた。

　なんだぁ、コイツ。

　飲みすぎているからか、少々口が悪くなる。と言っても声に出しているわけじゃないから、そんなこと気にしない。

　別に名前なんて、聞いても聞かなくてもどっちでもよかった。ただちょっと、上から目線の偉そうな態度が気に入らなかっただけ。それだけのことに、目くじらを立てたって仕方がない。

　ここはカクテルグラスを倒さなくて済んだことの礼を言って、速やかにここから立ち去っていただこう。

　顔に笑顔という仮面を貼り付け、クルッと男性に向き直る。

「あなたのおかげでグラスを倒さずに済みました。ありがとうございます」

　それだけ言って顔を元の位置に戻し、男性には見えないようにペロッと舌を出す。

　もうこれで用はない。ひとりで飲みたいんだから、さっさとどこかに行っちゃってよ。

　そっぽを向いて知らんぷりを決め込み、カウンターテーブルに置かれたグラスに手を伸ばす。

「ダメだ。これはちょっとお預け」

　掴みかけたグラスをひょいと取り上げられ、怒りとともに息を吐く。

「ちょっと、何するのよ！」

「なんかワケありって感じだけど、何があったのか俺に話してみない？」

　いたずらっ子のような茶目っ気いっぱいの瞳で顔を覗のぞき込まれ、急なことに思わずたじろぐ。いきなり数センチまで顔が近づき、心臓が大きく跳ねた。慣れない状況に驚きすぎて、動くことすらできない。

　それにしても、なんて綺き麗れいな顔をしているの。綺麗なんて男性に使うのはどうかと思うけれど、それ以外に形容し難いからしょうがない。

　奥二重の目は切れ長で、真っ直ぐな鼻び梁りょうは高貴な王子様を思わせる。顎あごのラインもシャープだし、芸能人顔負けのカッコよさだ。

　……なんて、感心している場合じゃない。正気に戻り動くようになった腕を上げ、男性の体を押しのける。それを見ていた恒さんが、彼の肩に手を乗せた。

「おい、八や雲くも。芳奈ちゃんはうちのお得意様だからな、ちょっかいを出すなよ」

　恒さん、ナイス！　やっぱり恒さんは紳士だわ。それに引き換え、この男は……。

　軽蔑の目を向けるが、そんな私の視線を気に留めるどころか笑ってる？

「ちょっかい？　マスター、それは人聞きが悪い。俺は彼女の悩みを聞いてあげようと思っただけ、下心があるわけじゃないよ」

　当たり前だ。下心なんて持たれてもこっちが困る。それよりも、この今にも唇が触れそうな息もできない顔と顔の距離をどうにかしてもらいたい。

　恒さんに不安げな目線を送ると、その男性を私から引き離してくれた。

「芳奈ちゃん、ごめん。八雲とは歳は少し離れてるけど、大学のときの先輩後輩の仲で腐れ縁ってやつでね。悪いやつじゃないから、大目に見てやって」

「恒さんがそう言うのなら……」

　とはいえすぐには不信感は拭ぬぐえず、不満げに唇を尖とがらせた。

「可愛い顔して、俺を誘ってるの？」

「はぁ!?」

　ニヤリと笑う顔に、そんなわけあるか！と言い返したいのに、酔いが回ってきたのか急に頭の回転が鈍くなってしまう。

　なんだか相手にしてるのが、面倒くさくなってきた。何でもかんでも上から目線で気に入らないけど、退屈しのぎにはちょうどいいかも。

　どうせ見ず知らずの男だ。何を話したところで、ここでおさらばな関係。問題解決にはならないけれど、愚痴を聞くだけ聞いてもらって少しでも心の重荷を軽くしたい。

「恒さん。新しいのを一杯ちょうだい。あと、この人にも何か作ってあげて」

　これは話を聞いてもらうお礼だと、横を向き視線を投げかける。私の視線に何かを感じたのか、男はふっと笑いわかったというように小さく頷うなずいた。




「四星百貨店の社長の一人娘ってことは、君ってお嬢様なんだ。へぇ……」

　ことのあらましを話し始めると男は信じられないと言うような顔で、私の頭の天てっ辺ぺんから足元までゆっくりと視線を落として品定めをし始めた。

　どうせ、お嬢様にはほど遠いとでも思っているのだろう。

　でも、あながち間違いじゃない。子供の頃は綺麗な服を買い与えられ、どこから見ても上品なお嬢様そのものだった。でも今は自分の給料でやりくりしているから高い服は着ないし、外にいれば世間一般どこにでもいる普通の二十三歳の女だ。

「お嬢様なんて言わないで。それに私は君じゃなくて、芳奈って名前がちゃんとあるんだから」

「はいはい、わかった。じゃあ芳奈、ひとつ聞く。さっき『嘘をついた』って言ってたけど、誰にどんな嘘をついたんだ？」

「人の話、盗み聞きしてたの？　それに、いきなり呼び捨てって……」

　友達はみんなそう呼ぶし、芳奈と呼ばれることが嫌なわけじゃない。でも男の人から呼ばれた経験がほとんどなくて、どう反応したらいいのか少々戸惑う。

「盗み聞きしたんじゃない、芳奈の声が大きいから聞こえてきたんだ」

「そ、そうなんだ……。それは失礼しました」

　大きな声を出したのは悪かったけれど、女性に向かってズケズケ物を言うのはどうかと思うんですけど。しかも、呼び捨てのことはスルーですか？　まあ、どうでもいいんだけど。

　小さく肩を落とし、諦めの息を吐く。

「今日いきなり、父親にお見合いの話をされてね。しかもまだその相手に会ってもいないのに、夫になる人だって言われて。頭にきたから咄嗟に『結婚したい人がいる！』って嘘ついちゃって」

「まあ、その場しのぎの嘘だな。でもそれはそれで、いいんじゃないのか？」

「私のそのつもりだったんだけど……」

　世の中そんな、都合よく動いてくれない。

「私、クリキホールディングスって会社で働いてて」

「クリキホールディングス？」

「な、何よ、そんなに驚いて」

　クリキホールディングスといえば、誰もが知っている大企業だ。私がそんなところで働いているなんて、思ってもみなかったんだろう。

「いや、別になんでもない。それで？」

「父に相手は誰なんだ？とか問い詰められてるうちに、話の流れがおかしくなって。最終的にはクリキホールディングスの副社長と付き合っていると、勘違いされてしまって……」

「そうか、クリキホールディングスの副社長とね……。それはまた、とんだ勘違いをされたな」

　ほんと、とんだ勘違いだ。どうしたものかと男に目を向ける。でも彼は何が可笑しいのか、肩を震わせて笑っていた。

「笑うなんてヒドい。他人事だと思って……」

「悪い。かなり面白い話だと思って。で、どうするつもりなんだ？」

「それがわかっていたら、こんなに飲んでないでしょ。もうどうしていいのか、見当もつかないわよ……」

　なんで、こんなことになってしまったのか。あの父のことだ、すぐに副社長を連れてこいと言い出すに決まっている。代役を頼む人もいないし、そんなことをしたって無駄だってこともわかっているから余計に頭が痛い。

「ホント、どうしたらいいのよぉ……」

　自分で自分に問いただし、カウンターテーブルに肘をついて頭を抱える。いっそこのまま消えてしまいたい――そう思ったとき、天から声が落ちてきた。

「芳奈。俺がお前の恋人になってやる」

　耳を疑うような言葉に顔を上げる。

　今この人、私の恋人になってくれるって言ったよね？　それって本気で言ってる？　もしそうだとしたら、そんなありがたいことはないけれど……。

　一応確認しようと口を開くが、思うように動かない。ん？　何かおかしい？

　と次の瞬間。目の前にいる男性の顔がぼやけ始め、あっという間に意識が途絶えた。










副社長と記憶




　普段感じたことのない、体の重さに目が覚める。

　どうしてひとりで寝てるのに、こんなに重いわけ？　それに私の枕って、こんなに硬かった？

　首の辺りの違和感に寝返りを打ち、ゆっくり目を開ける。すると目の前に、見知らぬ男性の寝顔が。世の中に眠ってる顔がこんなに素敵な人がいるんだ――しばらく見惚れる。でも時間が経つにつれ寝ぼけていた頭が正常に働きだすと、突如恐怖におののいた。

「っ!!」

　なんで!?　そう飛び起きようとした身体は、男性の腕と脚ががっちり絡まっていて身動きひとつできない。触れ合っている肌が、やけに熱く感じる。

　――って、肌っ!?

　パッと目線を下げる。すぐに下着しかつけていない自分の身体が目に飛び込んできて、愕がく然ぜんと目を閉じた。

　でも、よかった。お気に入りの下着つけてて……。

　……って違ーう！　気にするの、そこじゃないでしょ！　一体全体、どうしてこんなことになってるの？

　心臓が激しく鼓動を打つのを、なんとか必死に抑える。まずは落ち着けと自分に言い聞かせて、深呼吸を繰り返した。

　一度、頭の中を整理したほうがよさそうだ。

　目の前で小さく寝息を立てている、この人のことは覚えている。昨晩Ｂ＆Ｒへ飲みに行き、そこで私に声をかけてきた男性だ。でもなんで、その男性と一緒にベッドに入ってるわけ？　いやその前に、一体ここはどこ？　どうやってここまで来たの？　なんで私は下着姿のままで、昨日知り合ったばかりの男性に抱かれているの？

　乙女の純潔は好きな人に捧げる――そう心に決めて、二十三年間ずっと大切に守ってきたというのに。誰にも触れられていない清らかな身体が、どこの馬の骨ともわからない高飛車な男に汚されてしまったなんて……。

　梅岡芳奈、人生最大の汚点。

　それにしても、この人もこの人だ。酔った私をお持ち帰りして、意識も同意もないまま行為に及ぶとは不届き千万。これってもしかして犯罪なんじゃないの？　いや、もしかしなくても犯罪行為、こやつめ成敗してやる！

　沸々と怒りが湧き、男性を睨にらみつける。どうしてくれようと思案していると、突然目を大きく開いた男性と目線がぶつかる。色素が薄そうな少し茶色い瞳に見つめられ、心臓がトクンと疼うずく。その瞳に惹きつけられそうになるのを寸前のところで自分を取り戻し、頭を振って真顔に戻す。

「芳奈、おはよう」

「お、おはよう……って、そうじゃないわよ。ねえ、ここはどこよ？　それと、この身体に巻き付いてる手と脚、どうにかしてもらいたいんですけど！」

「芳奈は朝から質問が多いね。ここは俺んち。手と脚は、抱き心地がいいから離せないなあ」

　あまりにも純粋で綺麗な目をしてそう言うから見惚れてしまい、危うくその瞳に吸い込まれるところだった。どうにも身体が密着している、この距離がいけない。まずは男性から離れて服を着る。話を続けるのはそれからだ。

　身体をこれでもかと派手に動かし、腕からの脱出を試みる。

「夜はあんなに甘えて俺から離れたくないなんて駄々こねてたくせに、そういうことするんだな」

　耳を疑うような言葉に、身体の動きを止めた。

「う、うう、嘘、でしょ……」

　私が甘えて駄々をこねた？　そんなこと、あるわけない。それにこんないい加減なことをする人の言葉なんて、信じられるわけがないでしょ！

　だってそうじゃない。恒さんの店で飲みすぎて意識をなくしてからの記憶が、私にはこれっぽっちも残ってないのだ。それなのにあーだこーだ言われて、『はいそうですか』なんて納得する人がいると思う？　私だって、あんたの話を鵜呑みにするほどバカじゃないんだから！

「嘘つき」

　我ながら、幼稚な反論の仕方に呆れる。けれど他に言葉が見つからない。それに下着姿のまま男性の腕に抱かれていては説得力がないことに気づき、そのあとの言葉が続かない。

　ダメだ。初めての状況に頭の中が混乱して、どうしていいのかわからない。いくら酔っていたとは言え、自分がこんな破は廉れん恥ちなことをする女だったとは……。

　古風だと言われるかもしれないが、男の人と一線を越えるのは結婚してからと思っていた。生涯たったひとりの人だけに、この身を捧げる――そう思っていたのに。

　悔しくて呆れて悲しくて、涙がホロリと溢あふれ出る。

　結婚はしてなくても、せめてこれが好きな人だったら。こんな思いはしなくて済んだのに……。

　大きなため息とともに、もう一筋涙が頬をつたう。

「俺の腕の中にいるのが、泣くほど嬉しいのか？」

　目の前の形のいい唇が、意味のわからない言葉を紡ぐ。そんなわけあるかっ！と言い返してやりたいのに、彼の綺麗な指先が頬に触れ優しく涙を掬すくい取ると、私から敵てき愾がい心を奪っていった。

「……なんで私が、ここにいるのよ」

　上目遣いに見上げると、唇を尖らせる。

「おいおい。バーで酔いつぶれたお前を、ここまでおぶってきてやったのは俺だぞ。感謝されることはあっても、文句言われる筋合いはない」

「そ、そうだったんだ。じゃあ、その件に関してはお礼を言う、ありがとう。でもなんで、こんなことになってるの？　私は……私は……」

　乙女の純潔を奪われた怒りと悲しみが、ワナワナと身体を震わせる。

「知ってる、処女なんだろ？」

「しょ、しょしょしょ処女って……な、なな、なんであなたが、そのことを知ってるのよっ！」

「だってお前、寝言でずっと『初めてだから、初めてだから』ってつぶやいて俺に抱きついて……」

「わかった！　ホントにわかったから、もう、それ以上は何も言わないで……」

　穴があったら入りたい――そんな気持ちで顔を両手で覆い隠すと、この世の終わりかのように項うな垂だれた。

「そんな恥ずかしがることないだろ。俺とお前は、付き合うことになったんだし」

「それとこれとは話が別……ん？　今、なんて言った？」

　ゆっくりと顔を上げる。

「は？　なんてって、恥ずかしがる」

「違う。そのあと」

「俺とお前は、付き合うことになったってやつか？」

　男性は実に爽やかな口調でそう言うと、私の前髪をかき分けておでこに唇を押し当てた。おでことは言え、男性からの初めてのキスに一瞬息が止まる。いろんなことが一度に起きて、私の幼稚な頭ではうまく処理しきれない。

　ん？　でもチョット待って。私と目の前のこの人が昨晩身体を重ねたのならば、ファーストキスはもうとっくに終わってる？　意識の全くないときに、そんな大切なシーンを済ませていたなんて……。

　……って、そこも違ーう！　そんなこと……いや、そんなことで済む話ではないけれど、ややこしくなるから今はちょっと横に置いといて。なんで付き合うことになっているのか、思い出すのが先決だ。

　すっかり酔いも覚め頭も順調に動き出し、昨日の記憶が徐々に蘇よみがえる。

　昼間にあったことを話し、どうしたらいいのかわからなくなっていた私に、確かこの人が『俺がお前の恋人になってやる』とか、そんなようなことを言った気がする。薄れていく記憶の中、かすかに覚えている残響だ。

「酔っ払って困ってる私が可哀想で、恋人になってやるとか言っただけでしょ？　そんなノリで付き合うなんて、冗談にもほどがあるわよ。これは遊びじゃないの。本当に困ってるっていうのに……」

「でも芳奈は、クリキホールディングスの副社長と付き合わなきゃならないんだよな？」

「付き合うとかどうとか、もうそんな次元の話じゃないの。相手は副社長だよ？　私みたいな下っ端の社員が、会えるような人じゃないんだから」

　いくら親が四星百貨店の社長でも、勤める会社ではただの従業員のひとり。役職も何もない一般社員の私には、副社長は遠い存在の人。

「でも今、会ってるじゃないか」

「はあ？　何言ってるの？　意味わかんないんだけど」

　もうホント、ふざけるのも大概にしてほしい。こんなところでこの人と、無駄な時間を過ごしている暇はない。

　もう一度、ベッドから抜け出そうと試みる。でもやっぱり失敗に終わり、逆に強く抱きしめられてしまって、仕方なく身体の力を抜いた。

「もう、なんなのよ」

「逃げようとする、お前が悪い。なあ、いいこと教えてやる。俺の名前、知りたくないか？」

「名前？」

　そう言えば私は名乗ったのに、この人の名前は聞いてなかった。きっともう会うこともないのだから、今更聞く必要もない。でも自分だけ知られているなんて癪しゃくに障るから、一応聞いておこう。

「そんなに名乗りたいのなら、聞いてあげてもいいけど？」

　なんて、ちょっと上から目線で言ってみたりして。

「なんだよ、その偉そうな言い方は。聞いて後悔するなよ。俺の名前は栗くり城き八雲。どこかで聞いたことないか？」

「栗城八雲……」

　確かに、どこかで聞いたことがあるような……。芸能人？　作家？　それともスポーツ選手？　あれこれと考えてみるが、なかなか思い出せない。

「そう、いい名前じゃない。で？」

　なんて。またもや上から目線でそう答えると、八雲と名乗った男性は呆れたように息を吐いた。

「で？って。芳奈お前、自分が働く会社の副社長の名前も知らないのか？」

「し、失礼ね。それくらい知ってるわよ。いい？　社長が栗城大たい雅がで、副社長は栗城八雲……栗城、八雲？」

　ま、まさかね。同姓同名、その両方が一致するのはかなりの低確率だけど、世の中にひとりもいないわけじゃない。たまたま偶然同じ名前の人がＢ＆Ｒに飲みに来て、これまた偶然声をかけてきただけ。

　違う、絶対に違う！　この人は副社長と同姓同名の他人。副社長だなんてあるわけない。そう思うのに、身体が小刻みに震えだす。

「はい、これ」

　そう言って手渡されたのは、クリキホールディングスの会社案内パンフレット。

「三ページ目を見てみろ」

　言われるままに表紙を開き、一枚めくる。二ページ目の左側には顔写真付きで社長の紹介が、三ページ目の右側には……こちらもご丁寧に顔写真付きで副社長の紹介がされている。

　栗城八雲、三十三歳――。

　目の前にいる男性と、パンフレットに載っている顔写真の男性を交互に見比べる。何度見直しても間違いない、同姓同名の同じ人物、クリキホールディングスの副社長だ。

　絶対的な証拠を挙げられて、自分の運の悪さに感嘆の吐息を漏らす。とんでもないことをしでかしてしまった……と嘆いても後の祭り、居ても立ってもいられない。

　さっきまでにっちもさっちもいかなかった男性の腕の中から、嘘みたいにスルリと抜け出す。まさに火事場の馬鹿力。掛け布団を引っ張り身体を覆い隠すと、深く頭を下げた。

「こ、こここんな格好で申し訳ありませんが、今までの暴虐非道の数々、どうかお許しください」

　本当ならばここは、正座をして謝るべきところだろうけれど。いかんせん、今はまだ下着姿のままだ。

　こんなことになるなら、もっとダイエットしてスタイル抜群にしておけばよかった――なんて頭の中がパニックを起こし、意味不明なことを考え始める。人は最大のピンチを迎えると、思考回路が本線から脱線するらしい。

「暴虐非道の数々って、芳奈はホント面白いのな」

「面白いなんて、滅相もございません。副社長とはつゆしらず、偉そうな口を叩いてしまい申し訳ございませんでした。それでは、私はこの辺で……」

　相手が副社長とわかったら、こんなところに長居は無用。さっさと退散しなくては。

　ベッドから下りようと、布団を巻き付けたままズリズリ身体を動かす。床に自分の着ていた服が見えてホッとしたのもつかの間。副社長に背中を向け無防備だった身体が後ろから抱きしめられ、え？っと思う間もなく引き戻されて強引に押し倒された。

「捕獲。何、俺から逃げ出せるとでも思った？」

　言っていることは俺様発言なのに、ひどく甘い口調に脳が混乱する。組み敷かれ妖艶な瞳に見下ろされると、身体の力が抜けてしまった。こんなことをして、副社長はどういうつもりなのか。今現在、自分が置かれている状況がうまく飲み込めない。

　副社長は女性の扱いに慣れていて、こんなシーン珍しくもないと思うけれど、私にとっては何もかもが初体験。ちょっとした暇つぶしで遊んでいるだけなら、一刻も早く解放してほしい。

　そう思うと、考えるよりも先に口が動き出す。

「副社長、からかうのもいい加減にしてください。付き合うことになったとか勝手なことをおっしゃっていますが、世の中には言っていい冗談と言ってはいけない冗談があります」

「そうだな」

「そうだなって……」

　副社長の余裕綽しゃく々しゃくと言わんばかりの笑顔に、呆れて目を伏せる。

　この人は私の話を、ちゃんと理解してるのだろうか。

　私と副社長が付き合うなんて、そんなことできるわけない、どうかしてる。百歩譲って恋人のフリだけだとしても、ありがた迷惑としか言いようがない。

　仮にこれが、四星百貨店の社長の一人娘とクリキホールディングスの御曹司との、明るい未来への前向きな結婚、あるいは政略結婚なら話はわかる。

　けれど今副社長が言っているのは、そういったたぐいのものではない。私がついたくだらない嘘に、副社長が付き合う必要は全くないのだから。

「ホントにもう、勘弁してください。副社長の手を、わずらわすわけにはいきません」

「そう言われてもなぁ。俺、芳奈と一晩過ごしちゃったし、大人として責任とらないといけないからなぁ」

　右の口角を上げてニヤリと笑う顔がグイッと近づく。さあどうする？と、彼の目がそう語っている。

　そうか。私は昨晩、副社長に抱かれたんだっけ。その事実を知る記憶は何ひとつ残ってないけれど、状況が状況なだけに納得するしかない。でもだからといって、じゃあ責任とってくださいと言うには、私たちの関係はあまりにも曖昧だ。

「副社長に私の初めてを奪われた件なら大丈夫です。絶対に訴えたりしませんから、安心してください」

　とんだ、口からでまかせ。今言ったことは本心ではないし、もちろん本望なはずもない。しかも記憶がないなんて、お恥ずかしい限りである。相手は我が社の副社長、本当に訴えることもできないし、ああ言うしか他にいい言葉が浮かんでこないのだからやむを得ない。

　副社長を見上げれば、クククッと声を圧し殺し、肩を小刻みに震わせて笑っているから驚くばかり。一体この状況のどこが、そんなに面白いというのだろうか。

「ふ、副社長？」

　不思議に思い、問いかける。

「ああ、悪い。芳奈が『絶対に訴えたりしませんから』とか言うからさ。しかも俺に処女を奪われて大丈夫とか、ホントに夜の記憶が無いんだな」

　無いから困ってるんじゃないっ！

　なんて、副社長に言えるわけもなく。無駄な口を叩かないようグッと堪えると、深呼吸をして気持ちを落ち着かせた。

「とにかくです。二十三にもなって恥ずかしいんですけど、なんの連絡もせず無断外泊したので両親も心配していると思うんです。だからそろそろ……」

「そうだな。じゃあ芳奈を送るついでに、ご両親に挨拶するか」

「は、はあ!?　挨拶って……」

　副社長、何言ってるの？

　私を送るって。いやいや、子供じゃあるまいし、送ってもらわなくてもひとりで帰れます。って言うか、逆に送ってほしくないんですけど！

　両親に挨拶する？　なんで副社長が私の両親に挨拶するわけ？　本当の彼氏でもないのにあの父に会ってしまったら、そのあとどうなるかわかって言ってる？

　でも副社長は送る気満々な様子で。私の身体の拘束を簡単に解くと、ウォークインクローゼットの中へ消えていってしまった。

　身体は軽くなったけれど、気持ちはズンと重たい。

　もうホント、頭が痛い。副社長には何を言っても無駄なような気がしてきた。

　理解しがたい発言に、返す言葉も見つからない。副社長の呆れるばかりの言動に、なんだかもう何もかもがどうでもよくなってきてしまう。

　もうこうなったら副社長の言う通り、付き合うことにしちゃう？

　だってそうでしょ。その話に乗っかれば一石二鳥、彼氏もできるし父のこともうまく誤魔化せる。本意ではないけれど今さえうまく乗り切れば、そのあとのことはまたその都度考えればいいだけの話。

『芳奈。俺がお前の恋人になってやる』なんて恒さんのお店で言ってたけれど、きっと副社長も酔った勢いに任せて口から出てしまっただけのこと。それを今更取り消せなくて、ムキになっているだけ。でもそれってよく考えてみたら、私にとってチャンスなんじゃない？

　副社長の意図は計りかねるけれど、クリキホールディングスの副社長本人が恋人になってくれるなら、こんなに好都合なことはない。

　とりあえず恋人だという話を引き延ばして、そのうち切りのいいところでフェードアウト。自然消滅的に別れれば、後腐れなくていい。

　同じ会社とは言え、相手は副社長。社内で個人的に顔を合わせることもほとんどないだろうし、仕事に差し支えることもない。

　おお、私ってなんて頭がいいの。少しだけ先が見え始めて、心がウキウキ弾みだす。

　恋人になってやる、付き合うことになったと言ったのは彼のほう。私には何ひとつ記憶がない。だったら副社長には申し訳ないけれど、ここはひとつ役に立っていただくとしようじゃない。

　そうと決まれば、準備、準備。

　慌てて床に散らばっていた服をかき集めると、急いで帰り支度を始めた。










ファーストキスと憶測




　副社長が住んでいたのは、都心に近い超高級マンション。もしかしたら億ション？と思うほどの豪華なエントランスを抜け、副社長のあとについて駐車場に向かう。そこにはズラリと高級車が並んでいて、その中でもひときわ輝く車がカチャッと音を立てた。緊張の面持ちで車に乗るとウッディな香りが鼻をかすめ、ホッと息をつく。

「四星百貨店のお嬢様なら、家には高級車が何台もあるんだろう。出勤のときは、お抱え運転手にでも送ってもらってるのか？」

　まただ――。

　私はこの手の偏見には、幼い頃から言われ続けていて慣れている。慣れてはいるけれど、やっぱり直接言われるのは気持ちのいいものじゃない。

　小学生のころ。父が学園に多額の寄付金をしているのを知った友達から『だから梅岡さんは先生にひいきされてるんだ』と嫌味を言われた。その後もあることないこと噂され、学校を休んだのも一度や二度のことではない。

　四星百貨店の社長の娘なんかに生まれてこなければよかった――。

　何度そう思ったことか。でも生まれてきた事実は今更変えられない。だったら自分が変わるしかないと、両親に内緒で就職先を決めた。もう誰の力も借りない、自分のことは自分でやる、そう思ってバスと電車を乗り継いで出勤している。

　なのに、やっぱり私が四星百貨店の娘だと知れば、お嬢様扱いされてしまう。悔しいけれど、同じ境遇の副社長には言われたくなかった。

　仕方なく濃いブルーのスポーツカーの助手席に乗り込むと、下唇を噛んで両手をグッと握る。いつしかこうやって、悲しみや悔しさを我慢するすべを身につけていた。

「どうした？」

　俯うつむき加減にしていた顔を、副社長が覗き込む。慌てて副社長から離れ、顔を無理やり笑顔に戻した。

「どうもしません。あ、まずは副社長の質問に答えないといけないですよね。出勤はバスと電車を使っています。うちは交通費全額支給なので、本当に助かります」

　聞かれたことに答えただけ。当たり障りなく言ったつもりだったのに、副社長は何故か不機嫌そうにムッとして怒っているご様子で。

　面倒くさい人――。

　心の中でつぶやいて、当の本人には笑顔を送る。

「副社長？」

「俺の名前は副社長じゃない。これからは八雲と呼ぶこと。それと、言いたいことがあるなら我慢せずに言え。下唇から血が出てるぞ」

「嘘……」

　左手で唇を拭うと、手の甲に血がにじむ。気づかぬうちに、強く噛んでいたみたいだ。

「ほら、早くこれで拭ふけ」

　ポケットからハンカチを取り出した副社長は、それを私に手渡した。見れば誰でも知っている高級ブランドのハンカチで、慌ててそれを突き返す。

「こんな高そうなハンカチ使えません」

「高かろうがそうでなかろうが、ハンカチは使うためにあるんだ。早く使え」

「それでも結構です」

「強情なやつだな。だったら俺が拭いてやる」

　副社長は私の手からハンカチを奪い取り、グッと顔を近づける。突然のことに驚いて硬直している私の口にハンカチを当て、優しい手付きで唇を拭い始めた。もう片方の手は逃げられないように、私の頬を優しく包み込んでいる。

　な、なんなのよこれ。触れられている頬が、すごく熱い……。

　くすぐったいような痺しびれるような、初めて経験する不思議な感覚に鼓動は速まるばかり。間近にある副社長の目に捕らわれて、一ミリも離すことができない。

「どうした？　そんなに見つめられたら、顔に穴が開きそうだな」

「っ!?」

　副社長が私の耳みみ朶たぶに触れながら甘くささやくと、背筋に電流のようなものが走る。思わず首をすくめ、慌てて副社長から離れた。

「ふ、副社長、もう大丈夫ですから」

「八雲」

「え？」

「何度言ったらわかるんだよ、芳奈って本当にバカなの？　八雲って呼ばなきゃ、もう一回拭くけどいい？」

　ハンカチを持った手を伸ばし意地の悪い顔でニヤリと笑う副社長を見て、諦めにも似た息を漏らす。どっちも嫌だけど、強いて選ぶのならば……。

「八雲……さん。もう大丈夫です」

　なんでこんなことになっているのか。自分が働く会社の副社長を、何が悲しくて名前で呼ばなきゃいけないんだろう。付き合うと言ったって一時的なもの。名前で呼ぶのは、父の前だけでいいんじゃない？

　でも呼んでおかないと、あとが厄介なことになりそうで。別に何かが減るわけでもないし、名前を呼ぶくらいどうってことないと頭では理解してるんだけど……。

「なあ、〝さん〟はいらないし敬語も好きじゃない。俺が副社長とわかるまでは、普通に話してたじゃないか。会社じゃないんだ、ふたりのときは気にせず話せばいい。わかったか？」

　そう言って、八雲さんは私の顔を覗き込む。

　わかったか？なんて子供っぽい表情を見せる八雲さんに、頭の中でごちゃごちゃ考えているのがバカバカしくなってきた。本人がいいって言ってるんだから、そうさせてもらえばいいじゃない――もうひとりの私が耳元でつぶやく。

　でも……。

「無理です。お断りします」

　やっぱり、そこだけは譲れない。さっき見せてもらった今年の会社のパンフレットに、三十三歳と書いてあった。私より十歳も年上の大人の男性を、いいと言われたからといって呼び捨てにはできない。

　敬語も同じ。会社じゃないといったって、私にとっては副社長なのは変わりない。まだ知り合ったばかりなのに普通に話すとか、さすがの私もそこまで図々しくない。

「頑固だな。でもわかった、じゃあそこは譲歩するとして。芳奈、これから俺の彼女としてよろしく」

「それはこっちのセリフです。しばらくの間、彼氏としてよろしくお願いします」

　先に出されていた八雲さんの右手に、自分の右手を重ねる。握手を交わしホッと肩の力を抜いたのを見計らってか、彼が腕を引き私を抱き寄せた。

「な、何を急に……ぶふっ」

　喋りかけた途端、頭を包むように強く抱きしめられて、彼の胸に顔が押し付けられる。

「今は恋人なんだから、こういうことにも慣れておかないと。だろ？」

「だろ？って言われても、なんかピンとこないと言うか、なんというか……」

　フリをしているだけなのに、心臓がバクバクするのはどうして？

　彼の鼓動までもが聞こえちゃうほど、ピッタリくっついているからなのか。それとも、私の後ろに回されている手が背中を優しく撫なでているからか。

　兎にも角にも。八雲さんに抱かれているこの状態が理解不能で、こんな経験のない私は何をどうしていいのかわからない。

　この宙に浮いている手は、どうするべき？

　上げたり下ろしたりを、わけもわからず繰り返す。やっぱりここは、八雲さんの背中に回すのが正解なのだろうか。

　そろりそろりと腕を伸ばし、八雲さんの背中へと腕を動かす。途端、彼の身体が震えだし、何？と伸ばしていた腕が止まる。

「ご、ごめん、なんか芳奈が面白くて。ホント、こういうことに慣れてないんだな」

「わ、悪かったですね、慣れてなくて……」

　今どきの二十三歳なら、恋愛経験くらい一度や二度あるのが普通なのかもしれない。でも私は世で言う〝箱入り娘〟というやつで。小中学校は私立の共学に通っていたものの、恋に興味を持ち始めた高校から短大までは女子だけの中で生活し、どこへ行くにも送迎付きだった私は自由に恋愛をすることができなかった。

　そんな私が父に反乱を起こしたのは三年前。

　短大を卒業後は就職せず家でのんびり過ごせばいいと言った父に従いたくなくて、勝手に就職活動をしてクリキホールディングスに入社。それを知った父に激怒されたものの、一度入社してしまえばこっちのものだと開き直り。商品企画部の仕事は思っていた以上に楽しく、やりがいのある仕事に恋をするのを忘れてしまっていた。

　と言っても、恋愛に興味がないわけじゃない。もちろん結婚だって……。

　でも父が決めた人と結婚なんてしたら元もとの木もく阿あ弥み、また自由のない自分に戻る。それだけは絶対にイヤ、今までの苦労が全部水の泡になってしまう。

　そんなこんなで。頑張りすぎて女らしい部分が欠如しているけれど、恋に慣れていなくても生きていける。でも今だけ、少しの間だけ恋人を演じなければ、この先生きにくくなってしまう。

　だからこれも生きていくために必要なこと――そう自分に言い聞かせ、八雲さんの背中に腕を回し込んだ。

「そう。そのままギュッと俺を抱きしめて」

　八雲さんに言われるがままに、彼の身体を強く抱いた。違和感なくすんなりできて、驚くばかりだ。しかもさっきまで慌ただしく音を立てていた心臓が大人しく鳴りを潜めているから、これは何効果なのと首を傾かしげた。

　なんか落ち着く……。

　ふわりと湧いた気持ちは、私の心を穏やかなものにしてくれて。恋人のフリも悪くないじゃない……とか思う私は、かなり単純みたいだ。

　しばしこの時間を楽しもう――八雲さんに身を預けようとした、そのとき。

　聞き慣れた着信音が車内に流れ、慌てて八雲さんから身体を離すとバッグからスマホを取り出す。もちろん、相手は誰かわかっている。

「八雲さん、電話に出ても？」

「もちろん。ゆっくりどうぞ」

　そう言って笑みを見せると、八雲さんはエンジンを掛け車を発進させた。

「もしもし、お母さん？　うん、何？　そ、そう、わかった。気をつけて行ってきてね」

　普段から天然でおっとりした母は、自分の用件だけを話すと一方的に電話を切った。まあいつものことだと、苦笑が漏れる。

「電話、お母さんから？　なんだって？」

　八雲さんはハンドルを握り、前を向いたまま私に話しかける。

「父と出かけるそうです。さっきメールしたからか、初めて黙って外泊したのにあまり心配されてないみたい」

　二十三にもなって心配してもらいたいわけじゃないけど、こうもあっけらかんとされては拍子抜けだ。

「父親と違って母親なんて、どこもそんなもんじゃないのか？　ということは、今日は挨拶できそうもないね」

「そうですね。すみません、送ってもらうだけになって」

「いいよ。挨拶なんて、いつでもできるし。また会う機会を作ってくれればそれでいい。でも、なるべく早いうちに……な？」

　赤信号で車を止めた八雲さんが、私の頭に手を置きポンポンと撫でた。その仕草がくすぐったくて首をすくめると、それを見た八雲さんが意味深に笑う。

「頭を触ったくらいでこんな反応とか、昨日の夜とは別人だな。可愛すぎてハマる」

「はぁ？　可愛すぎてハマるとか、なんですか？　それに昨日のことは、もう忘れて……」

　自分がどんな様だったのか覚えていないことを言われても、ただただ恥ずかしいだけ。酔って記憶がないなんて、どれだけ飲んだのよ私……。

　前髪をくしゃくしゃと掻き乱し、ため息とともに項垂れる。

「忘れて？　忘れるはずないでしょ、あんな面白いこと」

「……面白い」

　そっか。恋愛に慣れている八雲さんにしたら、私とのエッチなんて娯楽のひとつ。きっと私以外にも遊んでる女性が何人もいて、私はその中のひとりなんだろう。それなのに忘れるはずないと言ってからかうなんて、人が悪いにもほどがある。

　ちょっとショックかも……。ため息が溢こぼれる。

　八雲さんのことなんてなんとも思ってない、彼が何をしていたって私には関係ないのに、胸がギュッと掴まれたように痛む。生まれて始めて感じる胸の痛みがなんなのかわからず、大きく深呼吸してなんとかその痛みを逃した。

　でも狭い車の中、ふたりだけの空間がだんだん息苦しくなってくる。気を紛らわそうにも車の中じゃ、外に目を向けることしかできなくて。

　早く車から降りなくちゃ……。

　しばらく窓の外を見ていると、幸いなことに家の近くだということに気づく。言うなら今しかない。

「八雲さん、この辺りで降ろしていただければ……」

　この状況に耐えられなくなってそう言うと、思わず語尾が小さな声になってしまう。これ以上ふたりっきりなんて無理だし、ここからなら家まではもう目と鼻の先、ひとりでも大丈夫だ。

　でも八雲さんは一向に車を止める気配を見せず、黙々と車を走らせている。

「あ、あの、八雲さん？」

　私の声が聞こえていないのか、八雲さんは黙ったまま。横顔だから彼の表情がはっきり見えるわけではないけれど、機嫌が悪そう？　私何か、彼の気に障ることでもしただろうか。

　んー。特にこれと言って、思い当たらない。

　八雲さんの態度で私が不機嫌になることがあっても、彼が怒ることなんて何もなかったと思うけど。男性とふたりきりでいることなんて初めてで、どう扱っていいものやら。

　この場合、私が謝っておくほうが得策？　ほら、よく言うじゃない『先に謝ったほうが勝ち』って。機嫌が悪い理由はわからないけど、このまま降ろしてもらえないのも困るし息が詰まって仕方ない。

「八雲さん、ごめんなさい」

　謝ったはいいものの、自分が悪いわけじゃないのに謝って腑ふに落ちない気持ちからか、また勝手にため息が出てしまう。

「それ」

「えぇ!?　ど、どれ？」

　ずっと口を開かなかった八雲さんから突然言葉が飛び出し、驚いて身体が大きく跳ねる。「それ」と言われて、周りをきょろきょろ見回した。

「何探してるの？　違うって、今、ため息ついたよね？　さっきも大きなため息ついてたけど、俺と一緒にいるのってそんなに嫌？」

　ハザードを出し路肩に車を止めた八雲さんが、ハンドルを握ったまま顔だけこっちに向けてムッとする。

「え、い、いやぁ……そんな、嫌だなんて思ってないですけど」

「何、俺を怒らせたいの？」

　怒らせたいも何も、もうすでに怒ってるじゃない……とは八雲さん本人に向かって言えず、黙ったまま俯き首だけ横に振った。

「じゃあ、あのため息はなんなの？」

「それは……」

　顔を少しだけ上げ、横目にちらっと八雲さんを見る。真っ直ぐ私を見つめている八雲さんの真剣な眼差しと交わり、それは『ちゃんと本当のことを話せよ』と言われているようで仕方なく重い口を開く。

「な、なんか八雲さんに、からかわれてるなぁと思いまして。まあ私なんて八雲さんみたいに大人でもないし、恋愛もしたことがないから、からかわれても仕方ないんですけどね」

　あははと面白くもないのに笑ってみせると、八雲さんは眉間にシワを寄せ増々機嫌が悪くなる。

　なんで八雲さんが、そんなに怒るの？　惨めで怒りたいのは私のほうなのに……。

「すみませんでした。もう、ここで降ります」

　膝の上に載せていたバッグを、胸の前でぎゅっと抱きしめる。何か言われる前に車を降りようとして、「カチャッ」とドアをロックされた。

「なんで……」

　振り返り、彼の顔を見つめる。

「話はまだ終わってない。勝手に帰るつもり？」

　八雲さんはそう言うけれど、私にはもう何も話すことはない。あるとすれば……。

「恋人のフリの件も、もういいです。父には本当のことを話します。ご迷惑をおかけして、すみませんでした」

「じゃあ芳奈は、ルナ・カルドの御曹司と結婚することになってもいいの？」

　そんなこと、いいわけない。私だって好きな人と恋をして結婚したい。でも……。

「私が誰と結婚しようと、八雲さんには関係ないです」

　こんな嫌みな言い方しかできない自分が情けない。でも最初から、こう言えばよかったんだ。そうしたら、誰も巻き込まずに済んだのに……。

　副社長に恋人になってもらおうなんて虫のいい話、初めからうまくいくはずなかったのよ。しかも副社長は、関係を持ってしまったことへの責任を取ろうとしただけ。私にその記憶がないんだから、責任も何もない。

　これでいい――。

　そう思ってホッとした自分がいる反面、心の隅に何故か悲しくて泣きそうな自分もいることに気づいて胸が強く締め付けられる。

「わけがわかんないよ……」

　ボソッとそうつぶやいたのと同時に、腕を引かれ引き寄せられた身体が抱きしめられた。

　なんで？　もう私のことは放っといてよ……。

　腕の中で小さく丸まっていると、ふっと笑みを漏らした八雲さんが優しい声で話し出す。

「なあ芳奈って、言いたいことを我慢しちゃうタイプ？　さっきも何か言いたいのを我慢して、唇噛んでたよな。今だって何も言わずに帰ろうとした、違うか？」

　八雲さんは私の身体を少し離すと、身を屈かがめて私の顔を覗き込んだ。

「それは……」

「まあ察するに、俺の発言がそうさせたんだと思うけど。憶測で物事を勝手に考えるのは、芳奈の悪い癖だな」

　悪い癖……。

　確かにそうかもしれないけれど。本当の恋人同士じゃないんだから、期待しないに越したことはない。悪いほうに考えるのは、自然の摂理というもの。

　でも今なら、思っていたことを聞いてもいい？　息を少し吐いて、緊張している身体を和ませた。

「八雲さん、昨日の夜こと……面白いって。その言葉を聞いて、ちょっとショックで……」

　そう言いながら、上目遣いで顔の表情を窺うかがう。

　これだから処女は面倒くさい――なんて思われているんじゃないかと、心配でたまらない。でも八雲さんは顔色ひとつ変えず、私のことを優しい目で見つめている。

「ねえ芳奈。恋ってさ、楽しんでするものだと俺は思ってる。しんどい恋は長続きしないからな。そういう意味で、芳奈と過ごす時間は面白いって言ったんだけど。どうやら違う意味で取られてたみたいだな」

「はぁ……」

　八雲さんの言ってることが、わかったような、わからないような。結局それって、どういうこと？　私は遊ばれてなかった……って、そういうことで合ってる？

　八雲さんの顔を見つめたまま、ぼんやり首をひねる。

「何、まだ納得いってないとか？　俺ってそんなに信用ない？　これでも副社長の仕事はしっかりやってるし、信頼も厚い男なんだけどなあ」

「それはもちろん、そう思ってます。そうじゃなきゃ、副社長にはなれませんから。でも、それとこれとは話が別で……」

「俺は芳奈の恋人をやめるつもりないから。俺の言葉にショックを受けたってことは、少なからず俺のことが気になってるってことでしょ？」

　そうなんだろうか……。

　戸惑い下を向く私を落ち着かせるように、八雲さんは優しく私の髪を撫でた。

「よ、よくわかりません。でも……恋人のフリはもういいって言ったのは撤回します」

「うん、わかった。じゃあ芳奈は俺の彼女、俺は芳奈の彼氏ってことで一件落着。もう二度と、私が誰と結婚しようと八雲さんには関係ないですとか言わないように。悲しくなるからさ」

　八雲さんは私が言い放った言葉を身振り手振りで真似しながら、会心の笑みを見せる。その笑顔に見惚れていると、無防備になっていた私の唇に八雲さんの唇が重なった。

「んっ……」

　突然のことに何がなんだかさっぱりわからず、動くこともままならない。身体も抱きすくめられて、さらに身動きが取れなくなってしまった。

　きっと昨晩、何度もしている〝キス〟なんだろうけれど。記憶にない私にとっては、これが正真正銘のファーストキス。そんな大事なキスなのに、目を大きく開けたままなんて。

　可愛らしさも素っ気もないと、落胆してしまう。できれば、もう一度やり直したい……。

「どうしたの？　その顔はもっとキス、してほしいとか？」

「もっとと言うか、目、閉じるのを忘れたから、もう一回いい……ですか？」

　ファーストキスのやり直しなんて前代未聞。聞いたことがないけれど、そこは譲れない。

　真剣な目で八雲さんを見つめる。一瞬驚いたように目を大きく見開いた八雲さんだったが、すぐに目を細め緩やかに笑みを漏らす。

「ああ、いいよ。芳奈のお願いなら、なんだって聞くさ」

　そう言いながら私の左頬に手を当てると、八雲さんはゆっくりと顔を近づける。私のことを甘く見つめる双そう眸ぼうに吸い込まれるよう、そっと目を閉じた。










嘘と嘘




「芳奈、新しい商品のアイデアは考えてきた？　いくつか候補を絞って、企画としてコンセプトに落とし込んどいて」

　千ち登と世せ先輩が、私の席まで来てパソコンを覗き込んだ。

「了解です。ポキットの季節限定商品をメインに、三つくらい企画書を作成しようと思っています」

「いいんじゃない。この前企画した商品も開発部が引き継いでくれてるし、最近の芳奈のセンスはいいと思うよ。その調子で頑張って」

「はい。千登世先輩、ありがとうございます」

　ポンッと私の肩を軽く叩いた千登世先輩は、そのままフロアを出ていった。彼女の背中を見送ると、パソコンに向き直る。

　小こ林ばやし千登世先輩は、私より五つ年上の二十八歳。昨年新入社員として商品企画部へ配属されたときから指導係として私に仕事を教えてくれ、まだまだ頼りない私をいつもフォローしてくれる頼もしい先輩だ。

　千登世先輩に褒められると嬉しくて、ヤル気が出るんだよなぁ……。

　ふんふんと鼻歌交じりに企画書を作ろうとして、ふとデスクの縁にある社内報に書かれた〝栗城八雲〟の文字に手が止まる。

　酔った勢いで一夜の過ちを犯してしまったあの日から、今日で十日。

『また会う機会を作ってくれればそれでいい。でも、なるべく早いうちに……』なんて言われたのに、彼にまだ連絡をしていないどころか父にも八雲さんの話をしていない。

　彼と交換したスマホの番号を見つめては、ため息をつく毎日。心のどこかで、八雲さんとの話がうやむやになってしまえばいいのに……そう思う自分がいた。どうしてそう思うのか、それはよくわからない。

　八雲さんに嘘の恋人を演じてもらうなんて申し訳ないとか、もっと他にいい方法があるんじゃないかとか、思うところはいろいろあるけれど。実際どの気持ちが本当なのか、考えれば考えるほどわからなくなってしまい、結局前に進めないでいる。

『目、閉じるのを忘れたから、もう一回いい……ですか？』

　なんて。あのときの私は、どうかしていた。ファーストキスのやり直しなんて、どうしてあんなこと言ったのか。そっと唇に触れれば、八雲さんの柔らかい唇の感触を思い出して……ってダメでしょ！　今は仕事の最中、余計なことは考えない。

「何してるんだか……」

　誰にも聞こえないように小さな声でつぶやき、熱くなった顔を隠すようにデスクに突っ伏した。

　さあ、仕事仕事。

　のっそりと顔を上げ、仕事を再開しようと手を伸ばした瞬間。

「梅岡！　ちょっとこっちに来い！」

　宮みや下した部長の声がフロアに響き、慌てて立ち上がる。

「は、はぁいっ！」

　突然のことに驚き呼吸が乱れ、おかしな返事をしてしまった。

「す、すみません……すみません……」

　笑っている先輩や同僚たちに、ペコペコ頭を下げながら部長のもとへと進む。椅子に座り腕を組んでいる宮下部長の表情は複雑そうで、何かあったのかと心配になってくる。

「あ、あの、部長？　私、何か良からぬことをしましたでしょうか？」

　商品企画部の宮下部長といえば温和なことで有名でいつも朗らかな表情をしているのに、今日は珍しく眉間にシワが寄っている。

「梅岡は、副社長に直接会ったことがあるのか？」

　え？　何故今ここで、八雲さんの名前が出てくるの？　そりゃあ直接会ったことはあるけれど、そのことは言えない。部長になんて、絶対に言えるはずがない……。

「い、いいえ、ありませんが」

　動揺丸見え。でもなんとか、部長にはバレていないようで。

「だよなぁ。俺にもなんで梅岡が呼ばれたのかわからんのだが」

「はぁ？　私が副社長に呼ばれてるんですか？」

「そう秘書から連絡が来た。理由は特に聞いていない」

「そうですか……」

　仮に理由を聞いたところで、八雲さんが本当のことを言うわけがない。何故なら、それは……。

　父親に会わせる――そのことに決まってる。

「今すぐにとのことだが、梅岡行けるか？」

　行けるかと聞かれれば、行けないこともない。特にすぐやらなきゃいけない案件もないし、誰かに頼まれてる仕事もない。でも私個人の気持ちとしては、会社で副社長となんて会いたくない。できることなら『行けません』と断りたいところだけど。

　ここで断ればどうなるのか……。

　俺様な八雲さんのことだから、罰のひとつやふたつでは済まない気がする。どうせ怒られるのなら、ここは素直に謝るのが一番と思うわけで。

「わかりました。行ってまいります」

　部長にペコリと頭を下げ、自分のデスクへと戻る。同じタイミングで千登世先輩もフロアに戻ってきて、私の席で足を止めた。

「机の上なんて片付けて、どうしたの？」

　不思議そうな顔をする千登世先輩に、苦笑いしてみせた。

「ちょっと、副社長に呼ばれまして」

「はぁ？　なんで芳奈が副部長に呼ばれるのよ？」

　そうですよね。そりゃ誰だって、同じ反応しますよね。

　クリキホールディングスの副社長といえば、私たちがおいそれと会うことができない人。そんな人から直接呼ばれるなんて、通常なら絶対にありえない。

　でも今は、その〝通常〟ではないことが起きているわけで。

「な、なんででしょうね。私にも何がなんだか……」

　千登世先輩、ごめんなさい。芳奈は嘘をつきました……。

　心の中で謝り大きなため息をつくと、がっくり項垂れる。

　でもこればかりは、いくらお世話になっている千登世先輩相手でも絶対に言えない。このことは、誰にも知られてはいけない。

　ホント八雲さんたら、一体何を考えているのやら。こっちの身にもなってほしいものだ。

　一応それらしくファイルにボールペンを持つと、渋々フロアをあとにした。




　クリキホールディングスは、副都心の一等地に十階建ての本社棟とその横に研究棟を連ねている。その周りには工場がいくつか並び、この辺り一帯はクリキホールディングスとその関連会社で占められている。

　私が働いている商品企画部は本社棟の四階、副社長をはじめ重役たちの部屋があるのは最上階の十階。めったにどころかまだ一度も足を踏み入れたことのない場所に行くというのは、こうも恐ろしいことなのか……。

　緊張しすぎて喉はカラッカラだし、手の震えは止まらない。

「やっぱり断ればよかった……」

　つぶやいたのと同時にエレベーターが、「十階です」と到着したのを教えてくれた。

　最近のエレベーターは性能が良くて、あっという間に到着してしまうのね。

　はぁ……と嘆息を漏らし、恐る恐る十階のフロアに足を踏み入れた。そのまま真っ直ぐ進み、一度受付に立ち寄る。

　もちろん一階に通常の受付はあるが、セキュリティ強化のために最上階のフロアにも専用の受付がある。

「すみません。商品企画部の梅岡ですが、副社長に呼ばれまして……」

　歳は私より少し上か、綺麗どころの受付の女性が『なんであんたみたいなチンケな女が副社長に呼ばれるのよ』と言わんばかりの不躾な視線を向ける。頭の先から全身をなめるように見られ、居心地が悪い思いに下唇を噛んだ。

「確認します」

　間違いだとでも言いたいのか、その口調は冷たくて。私だって好きでここに来たわけじゃないんだけどね――と言いたいのをぐっと堪こらえる。

「副社長、受付に商品企画部の梅岡さんが見えていますが……はい、わかりました。お通しいたします」

　八雲さんの返事が気に入らなかったのか、はたまた私が気に入らないのか。受話器を置いた受付の女性が、私のことを疑いの眼差しで睨みつけた。ここで睨み返しては大人げないと、涼し気な笑顔を返す。

「その角を曲がって、ふたつ目のドアが副社長の部屋。さっさと行きなさいよ」

　受付嬢としてあるまじき態度に驚きながらも、触らぬ神に祟りなしとすぐにその場を離れる。

　おー怖い。あの受付の女性は、八雲さんのことを狙っているのだろうか。というより、この会社の女性たちはみんな、若くして副社長になった八雲さんのことを我が物にしようと躍やっ起きになっているに違いない。

　じゃあ芳奈、あなたは――。

　突然どこからかそんな声が聞こえてきて、きょろきょろと辺りを見回す。もちろんどこにも人の姿なんてなくて。

「そんなの、わかるわけないじゃない……」

　吐息混じりに小さな声で答え副社長室の前に立つと、緊張をほぐすために深呼吸をひとつする。でも深呼吸なんかで緊張がほぐれるはずもなく、はぁとため息をこぼした。

　最初の挨拶って、何がベスト？

　そんなことを考えながら、副社長室のドアをノックする。すぐに「どうぞ」と返事がきて、八雲さんの声に緊張がピークに達した。

「う、梅岡です。失礼します」

　ここは会社、普段通りに――。

　そう思えば思うほど、緊張は高まってくる。ドキドキする胸を左手で押さえ右手でドアノブに手をかけた瞬間、まだ力も入れていないのにドアが勝手に開いた。でも手はノブにかけたままで、バランスを崩した私は前のめりで倒れそうになって……。

「お！　いきなり抱きつくなんて、芳奈は大胆だな」

　こともあろうに目の前に立っていた八雲さんにぶつかって、そのまま抱きくるめられてしまった。

「ふ、不可抗力です。私から抱きついたわけじゃありません。副社長、早く離してください」

「嫌だね。それに、なんで副社長って呼んでるの？」

「それはここが副社長室で、あなたが副社長だからです」

　八雲さんも言っていた、『会社じゃないんだ、ふたりのときは気にせず話せばいい』と。でも、ふたりのときは八雲と呼べと言っていたのも本当で。今はどっちもの状況だから、何と呼ぶのが一番いいのか迷ってしまう。

　ひとり頭の中で意見を戦わせていると、ピンとおでこを弾かれる。鈍い痛みに、おでこをさすり無言で耐える。そんな私を見て八雲さんは、声を上げて笑い出した。

「しばらくは誰も来ない、だから八雲でいい。それにしても、芳奈はやっぱり面白いな」

　頭上から聞こえてきた八雲さんの声はやけに楽しそうで、抱きしめたままクルッと身体を反転させて私をドアに押し付けた。

「な、何するんですか!?」

「何するって、わからない？　……なんてな。ねえ、なんで連絡してこないの？　仮にも俺は芳奈の恋人でしょ？　十日は待たせすぎじゃない？」

「それは……」

　私だってわかっている。確かに十日も待たされたらイライラも限界、呼び出されても仕方がない。でも反対に、忘れてくれたらいいと思ったのも本当で……。

　ゆっくり視線を上げ、八雲さんを見つめる。弧を描く甘い瞳が、自信ありげに私を見つめ返した。

「約束を守らない悪い子には、罰を与えないといけないよな？　どんな罰がいい？　痛いの、それとも苦しいの？」

　そう言いながら近づいてくる八雲さんの身体に押さえつけられ、身動きが取れなくなる。顔もわずか数センチまで迫ってきていて、少し動けば唇が触れてしまいそうだ。

　このまま黙っていても埒らちが明かない。どうする？　痛いのも苦しいのも、できればどちらも遠慮したい。

「……ご、ごめんなさい」

　目を逸そらし俯き加減で、正直な気持ちを言葉に表す。この場合はどうしたって私が悪い、謝るのが先決だ。

「つまらないな。そんな可愛く謝られたら、何もできなくなるじゃないか。まあ罰というのは冗談だけど、十日間も俺を待たせた責任は取ってもらう」

「可愛くはないと思いますけど……」

　責任――。

　それはどうやって取るべきなのか、しばし頭の中で考える。でも経験のない私にはすぐに答えを出すことができなくて、もう一度八雲さんに目線を合わせる。すると彼は右の口角を上げ、ニヤリと微笑んだ。

　それと同時に突如副社長室の電話が鳴り響き、八雲さんの表情は一変。さっと私から身体を離し、大きなデスクへと向かう。

「もしもし？　ああ、佐さ久く間まか。どうした？」

　佐久間……。一度か二度ほどしか会ったことはないが、確か秘書課のトップ、佐久間課長のことだろう。

　仕事の話をするのならここにいないほうがいいだろうと部屋から出ていこうとした私に、八雲さんはすかさず手振りで『そこにいろ』と指示する。いつもとは違う真摯な眼差しに、一瞬心を囚われる。

「そうか。予算案の話は、この前決着したと思っていたが……。どうせ社長は渋い顔をしたんだろう？　東とう光こう銀行との打ち合わせは俺が行く。そのあたりのスケジュールは佐久間お前に任せるから、決まったら連絡してくれ。じゃあ、よろしく頼む」

　八雲さんは受話器を置くと、深いため息をついた。今までに見たどの八雲さんとも違う真剣な表情と言動に、彼がクリキホールディングスの副社長なんだと実感する。

「お忙しいみたいですね」

「まあな。副社長なんていうのは、会社の何でも屋だからな。朝から晩まで、こき使われてるよ」

　そうは言っても、副社長なんて誰にでもできるものではない。それなりの知識や行動力も必要で、きっと人より何倍も努力してきたんだろうし、ここにくるまでに大変な思いもしてきたんだと思う。

「あ、でも心配するな。どれだけ忙しくても、芳奈と過ごす時間はちゃんと作る」

　そう言いながら近づいてきた八雲さんが、腰に手をまわし込み私を引き寄せる。その表情はいつもの飄ひょう々ひょうとした八雲さんに戻っていて、さっきまでの副社長の様相は微み塵じんもない。

「私と過ごす時間ですか？」

「そうだ。まず手始めに、今週の土曜日。俺たちの愛を深めるため、デートをする」

「あ、愛!?　八雲さん、私たちは本当の恋人じゃないんです。そんなものを深めるためにデートなんて、必要ありません」

　何を言い出すかと思えば、いきなりデートとか。前から勝手な発言が多いと思っていたけど、もしかして八雲さんってバリバリの俺様気質？

　父の前では恋人のフリをしてもらいたいけれど、それ以外のところではあくまでも副社長と一社員。現に今のこの状況だって、どうかと思っているというのに……。

「そんなこと言っていいのか？　日曜日には四星の社長、芳奈のお父さんに会うっていうのに、付け焼き刃の恋人じゃヤバいと思うけど？」

　え？

「八雲さん、今なんて……」

「だからさ。芳奈が全然連絡してこないから俺が自分で四星に連絡して、芳奈の親父さんと直接話をしたの。そしたら今度の日曜日、芳奈の家に招待された」

「あ、あのぉ、八雲さん？　言っていることの意味がさっぱりなんですけど。え、えっと、お父さんが八雲さんで、四星に直接、招待して……」

　八雲さんの突然の発言に、頭の中が真っ白になる。自分でも何を言っているのかわからなくなって、挙動不審になってしまった。

「芳奈、わかった。わかったから、ちょっと落ち着け」

　私を見て苦笑する八雲さんに肩を揺さぶられ、ハッと我に返る。唐突に父の話が出てきて、プチパニックを起こしたようだ。

「取り乱して、すみませんでした」

「謝るほどのことじゃないけどな。そんなにも俺を、父親に会わせたくないのか？」

「そういうわけではないんですけど……」

　自分勝手な父のことだから、八雲さんに会わせてしまったら話がややこしくなるというか、今よりもっと複雑になりそうな予感がする。

「八雲さんは、父に会ったことありますか？」

「ああ、二度ほど会ったことがある。と言っても挨拶程度で、深く話したことはないけどな。でもあの存在感は人並み外れているというか、俺のような若輩者なんかが敵う相手ではない感じだったな」

　八雲さんの言う通り。存在感と口では、あの人に勝る人はいない。だからといって横暴な感じでもないから、人望は厚いのだけど……。

　いかんせん私のことになると、口うるさいというか自分の思い通りにしたいというか、細かいところまで首を突っ込みたがるから面倒くさい。これが進学や就職のことなら多少の我慢もできたけれど、結婚となれば話は別。一生をともにする人は自分で決めたいし、心から愛した人と結ばれたい。

　それは女性なら誰もが持つ普通の気持ちだと思うのに、父には全く通用しない。私のためだなんて言っていたけど、本当のところはどうなのかわかったものじゃない。

「どうして、こんなことに……って私が悪いんですよね。わかりました。申し訳ありませんが、日曜日はよろしくお願いします。でも土曜日のデートは……」

　そこまで付き合ってもらうわけにはいかない。というより、副社長の八雲さんとデートだなんて、経験のない私には荷が重すぎる。日曜日も数時間のこと、口裏を合わせておけばなんとかならない？

「勝手に連絡したのは悪かった。でもお前は父親に『結婚したい人がいる』って言ったんだよな？　だったら、昨日今日付き合い始めたってわけにはいかないだろう。それなりに恋人の雰囲気ってやつが出てないと、親父さんにすぐバレるぞ」

　確かに。私が言うのもなんだが、父の頭のキレは天下一品。自分の代で四星百貨店を業界トップにまでのし上げた人物だけあって、人を見る目と直観力は並大抵ではない。

　もしもこの話が嘘だとバレてしまえば、私は強制的にルナ・カルドの御曹司と結婚させられることになるだろう。

　それだけは絶対に嫌――。

　突如湧き上がる不安に、身体が小刻みに震えだす。

　まだ一度も恋をしたことがないのに顔も知らない男性と結婚なんて、こんなに悲しくて惨めなことはない。自分がこの世に生まれてきた意味すら、わからなくなってしまう。

「芳奈」

　目線を下げていた私の耳に、今までとは少し違う八雲さんの柔らかい声が届く。名前を呼ばれただけなのに、何故か心地よくなってしまう。

　ゆっくり顔を上げると、八雲さんはふっと笑顔をこぼした。その表情はまるで春の木漏れ日のように私の心を優しく包み、一瞬にして不安を消し去ってくれる。

　どうしてこの人は、こんな温かい眼差しを私に向けてくれるのだろう……。

　感じたことのない不思議な気持ちに、胸の奥がトクンと小さく音を立てた。

　もしかしたら私は、八雲さんのことを勘違いしていたのかもしれない。

「俺がそばにいる、だからお前は何も心配するな。俺の言うことを聞いていれば、全てうまくいく」

「……はい？」

　そ、それって、どういう……。

「ほら芳奈ってバカだから、ぶっつけ本番じゃボロが出るだろう。だから土曜日に一日かけて、デートしながら恋人の特訓をする……というわけだ。芳奈に拒否権はない。俺を十日も待たせた責任は、これでチャラにしてやる」

　八雲さんはどうだと言わんばかりのドヤ顔を見せると、私の顎に人差し指を当て顔をクイッと上げる。意地の悪い笑みを口元に浮かべる表情が小憎らしい。

　私がバカ？　拒否権はない？

　前言撤回！　人のことをバカっていう人は、言った本人もバカなんだから！　私の勘違いなんかじゃなくって、やっぱりこの人は勝手気ままな俺様気質の偉そうな人だった。

　八雲さんなんか嫌い！　嫌い嫌い、大嫌い!!

　負けてたまるかと、ツンと澄まして目線だけそっぽを向く。そんな私の仕草に八雲さんは苦笑して、顔を近づけた。お互いの距離が更に縮まって、不本意ながら鼓動が速くなる。

　うるさい、黙れ心臓！

　なんて命令しても、一度速くなった心臓の鼓動はなかなか治まりを見せず。至近距離に八雲さんの整った顔があっては、どうすることもできない。

「もうわかりましたから、お願いです。離れてください」

「何がわかったんだ？」

「だから。恋人の特訓でも何でもしますから、さっさと離れてって言ってるんです！」

　どうせ嫌だと言っても、また『お前に拒否権はない』とか言って却下されるのが目に見えている。それによくよく考えてみれば、あの父を騙だますにはそれ相応の準備が必要だろう。だから八雲さんの言うことにも一理あって、納得する他にない。

　ただ、バカって言われたのは気に入らないけれど。

「イジワル」

　子供っぽい反論だが、今はそれしか浮かばない。

「誰が？」

「八雲さん」

「心外だな。でも芳奈は怒った顔も可愛いから、今日のところは許す」

「なんですか、それ……」

　全くもって、意味がわかりません。

「土曜日が楽しみだな。詳細は追って連絡する。それまでお利口さんに待ってろよ、俺の可愛い芳奈さん」

　数センチしか離れていなかった八雲さんの顔が一気に近づき、当たり前のように唇が重なる。でもさすがに社内だからか、それはすぐに音もなく離れた。私が来る前に飲んだのか、ほんのりとコーヒーの香りが鼻をかすめた。熱っぽい目に見つめられ、胸がぎゅっと締め付けられる。

「し、失礼します！」

　八雲さんから飛び跳ねるように離れ一礼すると、くるりと反転して副社長室を出た。

　会社でキスするなんて……。顔が熱くて仕方ない。

　今の私の顔は、きっと真っ赤に染まっているだろう。こんな顔をあの受付の女性に見られでもしたら、あとで何を言われるか。

「階段で下りるしかないよね」

　ボソッとつぶやくと踵きびすを返し、小走りに階段のあるほうに向かった。










恋人と定義




　週末の土曜日。天気予報では『全国的に雨模様でしょう』と言っていたのに、部屋のカーテンを開けてみれば雲ひとつない晴天で。それだけで心がそわそわしてしまう。

　八雲さんからデートの詳細のメールが来たのは、彼から呼び出しを受けた日から三日後の木曜日。そこには日時と集合場所が書いてあり、ご丁寧に地図まで添付されていたから、なんて優しいのと思ったのもつかの間。メールの最後に【迷子にだけはなるなよ】と書かれていて、子供扱いされているようで気に入らないというか情けないというか。

　そりゃね、私と彼とは歳が十歳離れている。大人な八雲さんからしてみれば私はまだまだお子様かもしれないけれど、もう少し一人前の女性として扱ってくれてもいいのにと思うのは私のわがままだろうか。

　この一週間デートのことばかり考えていた。とは言え生まれてこの方一度だって彼氏ができたことがない私には、デートなんて未知の世界。そのあたりのことがわかる雑誌なんかも見たことがないから、何をどうすればいいのかわからないことだらけ。

　服装は？　髪型やメークは？

　友達に聞いてみようかと思ったりもしたけれど、二十三にもなって初デートとは言いにくい。しかも本当の彼じゃないのに、そこまで気合を入れるのはいかがなものか。

　だったら自分で決めるしかないと、八雲さんからメールが来たその日から鏡の前でひとりファッションショーを開催。これでもないあれでもないと二日間考えに考え抜いて、淡い黄色のカットソーに水色のギンガムチェックのロングスカート、ベージュのパンプスをチョイス。初夏らしいガーリースタイルに決めてみた。

　理由はどうであれ私にとって今日は大切な一日で、否応なしに力が入ってしまうのは仕方のないこと。八雲さんが相手でも可愛い自分でありたいと思うのは、女心というものだ。

　父と母になんと言って出かけようか悩んでいたけれど、タイミングよく朝からふたり一緒に出かけていて第一関門突破。こんなことなら、家まで迎えに行くと言ってくれた八雲さんの申し出を、父と顔を合わせたら厄介だと断らなければよかった……なんて。

　誰もいない家に「行ってきます」と声をかけると、足取りも軽く最寄りの駅まで歩いて向かった。

　八雲さんとの待ち合わせは、午後一時。駅のロータリーで待ってろと言われている。

　スマホで時間を確認すると、思っていたよりゆっくり歩いていたのか一時まであと五分。もう少し早く着くつもりで家を出たというのに、とんだ計算ミス。小走りにロータリーに向かうと、見覚えのある濃いブルーのスポーティーなセダンが目に入る。一度立ち止まって呼吸を整えようとしたら、突如今まで落ち着いていた心臓が早鐘を打ち始めた。一瞬で緊張はマックスまで達し、手が小刻みに震えだす。

　どうしよう。すぐそこに八雲さんの車があるというのに、足がすくんで動けない。

　しばらく立ったままじっとしていると、そんな私の様子に気づいたのか八雲さんが車から降りてきて心配そうな顔で近づいてきた。

「芳奈？」

　私の名前を呼び腕を伸ばす。首元にするりと手を滑り込ませたと思ったら、そのまま身体を引き寄せられて八雲さんとの距離がぐっと縮まった。

「どうした？　顔色が悪いな」

「す、すみません。デ、デートなんて初めてで、なんか急に緊張してしまって……」

　普段会社にいるときと違った、ラフな髪型の八雲さんに心が高鳴る。それがどうしてなのかわからなくて、慌てて目を伏せた。

「緊張？　何、俺がカッコよすぎてとか？　ねえ芳奈、俺の目を見て答えてよ」

　八雲さんは私の顎に人差し指を当て、顔をクイッと上げる。彼のニヤリと弧を描くふたつの瞳に捕らえられ、瞬きするのも忘れてしまう。

「そ、それは……」

　目にじわりと涙がにじみ、目尻から一粒ぽろっとこぼれ落ちる。これは一体、なんの涙なんだろう。

「悪い。泣かせるつもりはなかったんだけどな。今日の芳奈が可愛すぎて、少し調子に乗った」

　手を引かれ車まで連れて行かれると、助手席に押し込まれる。車の前を回り八雲さんも運転席に乗り込み、何も言わずに私をギュッと抱きしめた。何？と思う間もなく唇が重ねられる。

「いいか、芳奈。デートはキスから始まる。覚えておけ」

　唇をわずかに離した八雲さんはいつもより少し低い声でイジワルにそう言うと、もう一度唇を重ねる。何度か角度を変えてはむようなキスをすると、チュッと音を立てて名残惜しそうに唇が離された。息苦しさにプハッと息を吸い込み、酸素が不足した脳にそれを送り込む。

　世の中の女性はみんな、こんなデートをしているの？　これがデートの始まりなら、この先はどうなってしまうのか。不安と期待が交錯し戸惑うばかり。

　きっと八雲さんは恋愛経験が豊富で、デートなんて朝飯前なんだろうけれど。恋愛初心者で初デートの私が、明日のためとは言え一日で八雲さんの恋人になれるのだろうか。

　心配しかないよ……。

　思わず、憂鬱のため息が漏れる。

「何？　芳奈は俺と、キスしたくない？」

　車はすでに走り出していて、八雲さんは真っ直ぐ前を向いたまま私におかしな質問を投げかける。まさかそんなことを聞かれるとは思ってもいなくて、八雲さんの横顔をまじまじと見つめた。

　きっと私がため息をついたから、そんなことを聞いたんだと思うけれど。どう返事をすればいいのか、答えに戸惑ってしまう。

「よ、よくわかりません」

　それが今の正直な気持ちというか、きっと誰だって、そう答えるよね？

　四星百貨店社長のひとり娘として女子校で育ってきたけれど、だからといって恋愛に興味がないわけじゃない。彼氏だってほしいし、好きな人とのキスがどんな感じなのか妄想したこともある。でもその相手が八雲さんだなんて……。

　八雲さんとのキスは記憶にあるものだけで三回目だけど、一度だって自分からしたいと思ってしたキスはない。いつも八雲さんからの一方的なもので、回避したくてもできなかったキス。ファーストキスに関しては自分でも意味のわからない〝やり直し〟をお願いしたけど、あれはキスをしたかったわけじゃなくてシチュエーションを大事にしたかっただけ。

　キスは大好きな人とするもの――。

　外国人がする挨拶代わりのキスは別として、やっぱり好きな人以外とはキスなんてできない。

　それなのにあろうことか、私は八雲さんとキスをしてしまった。いや記憶は全くないけれど、それ以上のことも、多分……。

　その日の情事を覚えてないのに、想像しただけで身体が熱くなる。イケない妄想を消すように頭を振っていると、不意に伸びてきた八雲さんの左腕に身体を抱き寄せられた。

「運転中に危ないっ……あ、あれ、コンビニ？」

　いつの間にか、車は駐車場に停まっている。なら大丈夫か……じゃなくて！

「八雲さん、人が見てます。離れて……」

「ヤダね」

　間髪をいれずに答えた八雲さんは、私の顎を掴んで無理やり押し上げた。

「俺とキスしたいかどうか『よくわかりません』とかバカなことを言う〝彼女〟には、ちゃんと教え込まなきゃいけないだろ？」

　八雲さんは彼女の部分を強調して言い、人の悪い笑みを浮かべ私の耳に顔を寄せた。

「なあ。今の俺って、芳奈の何？」

「何って、それは……んっ」

　耳にふっと息がかかり、背中にピリッと電流が走る。八雲さんからの甘い刺激に首をすぼめると、八雲さんのほうを向いた。

　私が八雲さんの彼女なら、八雲さんは私の……。

「……彼氏、です」

「そう、正解。ちゃんとわかってるじゃないか。だったらさっきの質問をもう一度。ねえ、芳奈は俺とキス、したくない？」

　そう聞かれたら、彼女としての答えはひとつしかないことに気づく。でも八雲さんの顔を見たままでは恥ずかしくて、ほんの少し俯いた。

「したい……です」

　少しだけ、〝彼女〟の気持ちがわかったような気がする。

「そう、よくできました。じゃあ、ご褒美だな」

　私の唇にチュッと柔らかいキスをした八雲さんの顔はとても満足げで、何故か私まで嬉しくなってしまう。八雲さんのこんな顔が見られるなら、彼の〝彼女〟も悪くない。

「今日は芳奈のことを、今以上に甘やかして可愛がるから、そのつもりで」

「え？」

　そのつもりって、どういうこと？　甘やかして可愛がるとか、私の身が保もつか心配になってきた。

　でも今日はもともと、父の前でも恋人を演じられるように特訓すると決まっていた。そのためのデートなんだから、心配するより当たって砕けろ。手強い父を乗り越えるためには必要不可欠、大事なことなんだとあらためて思い直す。

「八雲さん、今日はよろしくお願いします」

「あ、ああ、こちらこそ。でも肩の力は抜いて、いつもの芳奈でいいからな。あとは全部、俺に任せておけ」

　いつも堂々としている八雲さんには珍しく、瞬きの回数が多いような……。

　甘かったり厳しかったり、今日の八雲さんはコロコロと表情が変わるけれど。なんとなく楽しくなりそうな予感に、胸躍る私がいた。




　コンビニで飲み物を買うと、八雲さんは再び車を走らせた。向かうのは昨年オープンした、シネコンやアミューズメント施設も入った大型複合施設。

「本当は遊園地か動物園を予定してたけど、今日は天気が良くて思っていたより気温高いからね。室内のほうがいいでしょ？」

　ということで、急遽変更したらしい。

「映画でも観る？」

「映画……」

　いいかも。確か今は、観たかったラブストーリーが上映されてるはず。八雲さんには申し訳ないけれど、映画を楽しませてもらおう。

　ひとりワクワクしていると、あることにはたと気づく。

　恋人になるための訓練のデートとはいえ、本当の彼氏じゃないのに映画館のような暗いところで密着して座るなんてやっぱり無理。映画に集中できないどころか、息苦しくなるに決まってる。やめたほうが無難そうだ。

「え、映画はまた今度にしませんか？」

　なんて。また今度があるかどうか、わからないけれど。

「わかった。じゃあウィンドウショッピングでもしながら、ぶらぶらするか」

「はい！」

　それがいい。最近仕事も順調で、ちょうど自分へのご褒美に何か買おうと思っていたところ。郊外の複合施設にひとりで出かけるなんてこともないし、確かあそこには私の好きなショップがあったはず。買い物なんて久しぶりだし、それはそれで楽しみだ。

　駐車場に到着すると、弾む気持ちで歩き出す。先に行く私の手首を、八雲さんがパシッと掴んだ。

「おい、ちょっと待った」

　突然掴まれた手に引っ張られ、八雲さんの身体に軽くぶつかる。驚いて顔を上げれば、表情を歪ませ少し怒ったような顔が目に入る。

「彼氏を置いて行くなんて、薄情じゃないか？」

「あ、そうでした。八雲さん、ごめんなさい。ちょっとテンション上がっちゃって」

　ハハッと苦笑してみせる。

「楽しいのはいいことだけど、俺を忘れてもらっては困るな」

　手首を掴んでいた八雲さんの手がゆっくり移動して、私の手をふわりと包む。顔をじっと見つめながら何度か手の甲をさすると、スルッと手を握った。それぞれの指を絡ませる、いわゆる〝恋人繋ぎ〟というやつで、途端に顔がカッと熱くなって目を逸らす。

「恋人たるもの手を繋ぐなんて、基本中の基本。いちいち照れていたら、一日身が保たないぞ」

「は、はい。気をつけます……」

「気をつけますって。今の俺は彼氏なんだって、何度言えばわかる？　またここでキスして、わからせるか？」

　今、ここで？　周りを見渡せば、土曜日だからか駐車場でも多くの人が行き交っている。ここでキスなんてしようものならば、一気に注目の的。そんなところを見られたら、お嫁に行けなくなってしまう。

　でも、なんでだろう。さっきから胸のドキドキが止まらない。八雲さんは恋人であって、でも本当は恋人じゃないのに……。

「キスは遠慮しておきます」

「わかってるよ、バーカ」

　頭をぽんと撫でると、私の手を引いてスタスタと歩きだす。私の歩幅に合わせてくれているのか、穏やかなスピードと握られている手の温もりに心地よさを感じながら八雲さんと肩を並べて歩いた。




「八雲さん、この店に寄ってもいいですか？」

　フロアの三階の専門店街に、お気に入りのショップを見つける。そこはアクセサリーの種類が豊富で、今つけているピアスもネット通販で買ったもの。今日は実物を手にとって見られるから、少し奮発して長く使えるネックレスでもと思っていた。

「どこでもお供しますよ。何、アクセサリーになんて興味あるの？　会社ではつけてなかったような」

「一応女子ですから、キラキラ可愛いものは好きですよ。でも仕事中は必要ないし、プライベートもあまり出かけないので」

「でも今日は、可愛いピアスしてるじゃないか」

　八雲さんは私の髪を掬い、それを右耳にゆるく掛け耳朶に触れた。不意に触られ、ドキッと身体が小さく震える。

「俺のため？」

　私の顔を覗き込む八雲さんの目はイタズラに揺れていて、気持ちを勝手に読み取られたようで思わず顔をしかめた。面白くない……。

「さ、さあ、どうでしょうか」

　なんて、つい可愛くない返事をしてしまう。いや、八雲さんを相手に可愛くする必要もないのだけど……。

「ふ～ん。でもそこは『八雲さんのためです』って照れて言うのが、恋人としての正解じゃない？」

「あ……」

　そうだった。なんのためにここへ来ているのか、すぐに忘れてしまう。八雲さんのことを意識しすぎると、なんだか身体がおかしなことになるし。意識しなければしないで、恋人だということを忘れる始末。

　明日のための訓練だというのにうまくいかない、八雲さんの偽りの彼女になるというのもなかなか難しい。こんな調子で本当に、明日をうまくやり過ごせるんだろうか……。

「芳奈」

　不意に八雲さんが私の名前を呼ぶ。「はい？」と上げた唇に、柔らかい唇が重なった。

「や、ややや八雲さん!?　こんなところでキス……」

　慌てて周りをキョロキョロ見回すが、そばに人はいないしこっちを見ている人もいなくてほっと胸を撫で下ろす。大きなため息をつくと、八雲さんをキッと睨みつけた。

「いくら恋人の特訓でも、いきなりのキスは反則です」

「だって芳奈、心ここにあらずって感じだったから。ねえ、何考えてた？」

　そう言う八雲さんの顔は、何もかもお見通しと言わんばかりで。またからかわれているのだと唇を尖らせる。

「八雲さん、それわかって聞いてますよね？」

「え？　何が？　俺のこと何か疑ってる？　明日どうなっちゃうんだろう……なんてひとりで心配してるとか、俺全然わからないんだけど」

「え……」

　それってやっぱり、全部バレバレってことじゃない！

「もう、八雲さんヒドい！」

　彼の胸をボンと押し、頬を膨らませてそっぽを向く。背後から笑い声が聞こえたかと思うとそのまま抱きしめられ、私の肩に顔を乗せた八雲さんが頬を擦すり寄せた。

「ごめん、芳奈。そんなに怒るなよ」

「な、な、何して……」

　甘い言葉に甘いスキンシップ。触れている頬がじわりと熱くなる。

「ちょっとした喧嘩のあとのハグって、恋人同士って感じがしていいと思わないか？　それに周りから見られて恥ずかしがってる芳奈は、ものすごく可愛いし興奮する」

　こ、興奮って……。

　しかも、ものすごく可愛いとか。八雲さんどうしちゃったの？

　突然羞恥に襲われて、触れる頬がやたら熱い。どう反応していいのかわからなくて、身体を硬く縮ませた。

　今日は訓練だから言っているんだろうけど、本来そういう言葉は好きな人に言うもの。私になんて使ったらもったいない……って、あれ？

　そう言えば私、一度も聞いたことがないけれど。八雲さんって恋人がいたりするんじゃないの？　だって三十三歳だよ？　結婚適齢期、しかも大手菓子メーカーの副社長、背が高くてイケメンで性格は……好みの問題だけど、こういうタイプが好きな物好きもいる、だろう。

　そんな条件のいい男性に、恋人のひとりやふたりいたっておかしくない。というか、いなきゃおかしい。百歩譲って恋人がいないとしても、好きな人くらいはいるんじゃないだろうか。

　あぁ、なんでそんなこと真っ先に気づかなかったんだろう。自分のことばかり考えていて、肝心なことを見逃していた。

　前にも思ったことだけれど、一晩過ごした責任を八雲さんが取る必要はない。私が飲みすぎて記憶をなくしたことが原因なんだし、もし好きな人がいるのならこんな小芝居に付き合わせてしまうのはやっぱりよくない。

　どう言い出そうか八雲さんの腕の中でモジモジしていると、私の前で組まれていた腕が緩む。ゆっくり身体の向きを変えられて、八雲さんの目と交わった。

「何。なんか言いたいことでもある？　聞くけど？」

「え、えっとですね、今更で申し訳ないんですけど……。八雲さん、今お付き合いしてる人はいないんですか？　もしくは好きな人……とか？」

　大事なことだと思って聞いたのに、八雲さんの表情が徐々に曇り始める。もしかして、怒らせてしまったのだろうか。

　そんなこと、もっと早く聞けって感じだよね。八雲さん、本当にごめんなさい。クリキホールディングスの副社長に役に立ってもらおうなんておこがましい。最初から私が間違っていた。

　何度同じことを繰り返すのだろう。自分の学習能力のなさに、ため息とともに項垂れる。

「なあ芳奈。俺、前にも言ったけど。一見いい加減そうなナリをしてても、俺はクリキホールディングスの副社長なわけ。仕事には真摯に向き合っているし、プライベートだって中途半端にしているつもりはない」

「はい、それはもう……」

　おっしゃる通りでございます。心の中で応えて、小さく頷く。

「俺って、そんな軽薄そうに見える？」

　少し身を屈めた八雲さんにひょいと顔を覗き込まれ、少しだけ身を引く。彼の目は一見穏やかそうに見えるが、その奥は冷静だ。

「え？　いやいや、そういうことを言ってるんじゃなくてですね……」

　八雲さんのことを軽薄だなんて、少しも思っていない。全くもってその逆で、私のほうが軽率なことを頼んでしまったと反省して出た言葉。そういうつもりで言ったわけじゃないけれど、私の発言で八雲さんを不快な気持ちにさせてしまったのなら申し訳ない。

「八雲さん、ごめんなさい。もっとわかりやすく言えたらよかったんですけど、なかなかうまく話ができなくて。八雲さんのこと、軽薄だなんて思ってません。むしろ優しい方だなと」

「俺が、優しい？」

　そうつぶやいた八雲さんの顔は、少し驚いているようで。

　だってそうでしょ。私がついたつまらない嘘に付き合ってくれるなんて、優しい以外言いようがない。恒さんのところで初めて出会ったときはなんて無神経な人だと思ったけれど、何度か会っていくうちにその思いは少しずつ変わっていった。もちろん今でも勝手なことは言うし、小馬鹿にする態度には頭にくることもあるけれど。

　そんなことを全部ひっくるめても、こうやって私に付き合ってくれる八雲さんはやっぱり優しいんだと思う。

「副社長の八雲さんなら土日だって忙しいと思うのに、私なんかに付き合ってくれるし。明日のためになんとかしようとしてくれる八雲さんは、とても頼りになる存在です。そこまでしてくれる八雲さんですよ、優しいに決まってるじゃないですか」

「芳奈、お前……」

　なんだろう。本当の気持ちを言ったまで。それ以外に何もないというのに、八雲さんの顔が赤いような……。

「なんですか？」

　顔を見られたくないのか、八雲さんは片手で覆い隠し私から目線を逸らした。少しそばに寄って顔を覗き込もうとしたら、反対の手で払われる。

「芳奈それ、わかってやってる……わけないよな。無自覚とか、マジで勘弁してほしいわ」

「無自覚って誰がですか？　八雲さん、言ってることが全くわからないんですけど」

「わかった。芳奈の気持ちはわかったから、ちょ、ちょっと離れろ」

　何を焦っているのか、八雲さんはグイグイ私を追い払うと盛大なため息をついた。自分だってため息つくんじゃない……と思ったのは口に出さずにおいた。

「いつもは自分のほうから近づいてくるくせに、こういうときは離れろって。ホント、八雲さんって勝手ですよね」

　でもなんか、八雲さんの貴重な顔が見られて嬉しい。八雲さんに何が起こったのかはわからないけれど、ちょっとだけ彼に近づけたみたいで意味もなく安心する。

「俺が勝手なのは今に始まったことじゃないからな。気にするな」

「気にするなって、それを八雲さんが言いますか？」

　ついに我慢しきれなくなって、ふふっと笑いがこみ上げる。眉間にシワを寄せた八雲さんが、私の顔を両手で挟んだ。頬がきゅっと凹んで、変顔のでき上がり。

「ひゃくもはん、ひゃめへふだひゃいひょ～」

　自分でも何を言っているのかわからないのに、八雲さんは「ヤダね」とその手を緩める気配がない。

「さっきの話の続きだけど」

　さっきの話。どの話の続きなのか、いまいちわからなくて顔を挟まれたまま小首を傾げた。

「恋人も好きな女性もいない。芳奈、今はお前だけだ」

　そう耳元でささやく言葉は、経験がない私にもわかるほど甘さを含んでいて。このまま溶けてしまいそうなくらい耳が熱くてたまらない。今までのどの八雲さんとも違う艶つやを帯びた声に、心臓は異常事態発生中だ。

　芳奈、今はお前だけだ――。

　これは夢か幻か。私の独りよがりな妄想ならよかったのに頬には鈍い痛みが残っていて、これは現実のことだと嫌でも知らされる。

　今日は恋人の特訓だから、そう言ったまでのこと、他に深い意味はない。そんなことわかっているのに、初めて言われた言葉に『八雲さんが本当の恋人だったら』なんて勘違いしそうな自分がいる。

　私ったら何バカなことを……。勘違いも甚だしい。

　これは一種の気の迷い。経験値のない私には、八雲さんから与えられる行為はちょっと、いやかなり刺激が強すぎただけ。今日はあくまでも疑似デート。恋人気分を体験して明日に備えるのが目的なんだから、スキルを身につけたらさらっと軽く聞き流さなきゃ。

　バクバクする胸を押さえ、平常心を取り戻すよう大きく深呼吸をする。

「そ、それならよかったです。さ、さあ、どれがいいかなぁ……」

　八雲さんから少し離れて、アクセサリーを物色。でも八雲さんの視線が気になって、全然集中できない。それでもひとつだけ、薄いピンク色のハートの形をした石がついたネックレスが目に留まり、それを手に取った。

「そういうのが好きなのか？」

　不意に八雲さんが私の視界に入ってきて、思わずのけぞる。慌ててアクセサリーを元の棚に戻すと、店を飛び出した。

「芳奈、急にどうした？」

　私のあとを追ってきた八雲さんは、当たり前のように私の手を握った。えも言われぬ緊張が繋がっている手から伝わり、何も答えられなくなってしまう。

「っとに芳奈は、おかしなやつだよな。ちょっとここに座って待ってて。トイレ行ってくる」

　八雲さんは私をベンチに座らせ、通路の奥へと駆けていく。彼の姿が見えなくなると、ほっと息をついた。

　八雲さんがトイレに行ってくれてよかった。今そばにいられても、どんな態度を見せたらいいのか正直わからなかったから。

　彼女も好きな人もいないとわかったのだから、そこのあたりのことは気にしなくてもいい。だから初めからの計画通り、八雲さんの彼女として振る舞えばいいだけのこと。

　八雲さんは仮の彼氏なんだから緊張する必要も何もないのに、何かが胸の奥に引っかかる。それがなんなのか……。

　脳をフル回転させて考えてみたところで、人間関係や男女のことなんて私にわかるはずもなくて。

　恋人って、一体なんなんだろう――。

　ゆっくり目を閉じ、八雲さんが戻って来るまで疲れ果てた脳と身体を休ませた。




　八雲さんがトイレから戻ってきたあとは私の洋服を見たり、八雲さんのメガネを見たりと傍はたから見たら恋人同士に見えただろう時間を過ごした。小腹の足しにと買った鯛焼きを抱え、手を繋ぎふたり横に並んで駐車場へと戻る。

「それにしても、八雲さんがメガネをかけるなんて知りませんでした」

　もともと顔も知らなかったくらいだから、当たり前のことなんだけど。八雲さんとメガネが結びつかず、彼の横顔をじっと見つめた。

「普段はコンタクトだからな。でも家で仕事をするときなんかは、ほとんどがメガネを使ってる。何、メガネをかけた俺も見たいとか？」

　突然八雲さんのしたり顔が近づいて、思わず彼の胸に手を当て押しのける。訓練だと言っても、八雲さんのスキンシップは何もかも距離が近すぎる。

　でも……。

　八雲さんのメガネをかけた姿は見てみたいかも。普段見せない姿は貴重だし、イケメン×メガネはそれだけで価値がある。でも言っておくがそれは単なる好奇心で、それ以上でもそれ以下でもない。

「そんなこと、一言も言ってないじゃないですか。別に、どっちでもいいです」

「ふ～ん、つれないね。さっきも言ったけど、そこは可愛く『八雲さんのメガネ姿見たいなぁ』って言ってほしいかなあ」

「いや、無理です」

「即答。ははっ、芳奈は真面目だなぁ。まあそこがいいところでもあるんだけど……」

　車に到着し、八雲さんは話しながら私を助手席へと導く。乗り込んだ私に身体を寄せると、そこにしゃがみ込んだ。

「明日は今みたいな言動は控えるように。俺たちは恋人同士、結婚を前提に付き合ってるわけだから、そこは甘くいかなきゃね」

「それはもう肝に銘じて、頑張ります」

「肝に銘じて……か。わかった、明日は俺が頑張るよ」

　八雲さんはそう言って私の頭を抱き寄せると、こめかみに軽く唇を当てた。チュッと音が聞こえて、顔中がこそばゆくなる。わけのわからない胸の鼓動に、息も絶え絶えだ。

　本格的に、明日が不安になってきたよ――。

　でも隣に座る八雲さんの表情は何故か晴れ晴れとしていて、その子供みたいな笑顔に思わず苦笑を漏らす。

「芳奈はそうやって笑ってるほうがいい。あ、そうだ。芳奈に渡すものが……」

　ジャケットの内ポケットに手を差し込み、中から長細いケースを取り出す。八雲さんがそれを開けると、そこには……。

「……これって、さっき見てたネックレス？」

　え？　なんで？　あのときは買わずすぐに店を出たというのに、どうしてここにあるの？

　よく見れば鎖の部分はプラチナだし、キラリと輝く石もイミテーションじゃなく本物のダイヤのようで。手に取ったときは緊張していて値段は見てないが、それが高価なものだとひと目でわかる。

「八雲さん。こんな高いもの、いただくわけには……っ」

　唇に指を押し当てられて、八雲さんを呆然と見つめる。

「ごちゃごちゃ言わない。恋人なんだから、プレゼントのひとつやふたつ贈るのが普通だろ。つけてやるから後ろ向いて」

「え？　……は、はい」

　言われるままにくるりと後ろを向くと、八雲さんは私の髪を片方に束ねる。首元に腕を回し入れ、慣れた手つきでネックレスをつけてくれた。

　こんなことがスマートにできる八雲さんはやっぱり大人で。八雲さんから与えられるひとつひとつの動作に戸惑うことしかできない私は、まだまだ子供だと思い知らされる。

「明日つけてほしい」

　そう八雲さんがささやくと同時に、首筋に熱くて柔らかい唇が触れる。強く吸われると、チクリとした痛みに、身体に痺れが走る。経験したことのない身体のざわつきに、自分で自分を抱きしめた。

「明日が楽しみだ」

　私の戸惑いをよそにニヤリと微笑を漏らす八雲さんを見て、盛大なため息をついたのは言うまでもない。










婚姻届と梅雨




　八雲さん到着まで、あと十分。

　彼のことを待ちながらソワソワと落ち着きなく、玄関とリビングを行ったり来たり繰り返す。

　今日の服装は、昨日とはうって変わって清楚なワンピース。その胸元には、八雲さんからもらったネックレスが光り輝いている。

　そう言えば私、お礼を言ってないような……。

　八雲さんの顔を見たら、真っ先にありがとうを伝えよう。

　今日は昨日の天気が嘘みたいな梅雨空。朝から止む気配を見せない雨に、いつもなら気分も滅入るというもの。でも今日の私の心は、朝からすこぶる調子がいい。

　もちろん不安がないわけじゃない。私はちゃんと八雲さんの恋人役を演じることができるのか、今日という日を無事に乗り越えられるのか。考えれば考えるほど不安は増していくというのに、八雲さんの顔が浮かぶと何故かスッと解消されるから驚くしかない。

　八雲さんは言っていた、『明日は俺が頑張るよ』と。彼に全部を任せるつもりはないけれど、その言葉はやっぱり心強い。

　それに『芳奈はそうやって笑ってるほうがいい』とも言っていた。だから今日は一日中、笑顔を絶やさぬように……そう思っている。

　約束の時間まで五分を切ったとき、外から車の音が聞こえた。八雲さんが来たんだと外に駆け出すと、昨日も見たブルーのスポーツカーが停まっていた。中から八雲さんが顔を出し、私に向かって軽く手を振った。私もそれに応えるよう手を振り返す。そんな恋人同士がするようなコミュニケーションが恥ずかしくて、ほんの少し目を逸らした。

「八雲さん、いらっしゃい」

「悪い、待たせたか？」

　相変わらずのイケメンっぷりを発揮して現れると、八雲さんはふわっと髪を掻き上げる。整髪料だろうか、爽やかでフルーティーな香りが鼻をかすめた。

「いえ、少し早いくらいですよ」

「そうか、なら良かった。今日のワンピース、ネックレスに合わせたのか？　よく似合ってる」

　八雲さんがふわりと腕を上げ、指先が鎖をそっとなぞる。胸元で揺れるダイヤに触れると、妖しげな視線を私に向けた。金縛りにあったように動けなくなった私の頬に、八雲さんが優しく触れる。

「今日はまた一段と綺麗だ」

「あ、ありがとうございます」

「ふっ、固いな」

　小馬鹿にしたような笑みを漏らし、私の右手を取る。その自然な仕草が、まるで異国の王子のようで。

「梅岡社長が首を長くして待ってるんじゃないのか？　そろそろ行くぞ」

「はい。よろしくお願いします」

　八雲さんに手を引かれ階段を上がる私は、さしずめ彼の魅力に囚われてしまったお姫様――といったところだろうか。

　なんて、何を考えているのやら。妄想も大概にしないと……。

　そんな自分に呆れて嘆息を漏らし、八雲さんの背中を見つめた。




「おお、八雲くん！　よく来てくれた、待っていたよ。さあ、そこに座りなさい」

　興奮気味の父は八雲さんをリビングに招き入れ、自分も大きなソファにドカッと腰を下ろす。私はどこに座ればと八雲さんに視線を向ける。隣でいいと目から伝わり、素直にそれに従った。

　今日の八雲さんは、紺色のポロシャツにベージュのパンツを合わせた大人のラフスタイル。父は普段着でいいと言ったらしいが、パイル生地を使ったイタリアンカラーの七分袖のジャケットを羽織ってカジュアルなスタイルを格上げするところは、さすが副社長と言う他ない。

　一方、私はというと。フレアな袖口とウエストのリボンがお気に入りの、フラワープリントが大人フェミニンなワンピース。あまり着慣れない装いだけれど、ちょっと背伸びをしたくて着てみた。

　背伸びと言っても、別に八雲さんのためじゃない。あくまでも自分のため。そう、自分自身のため……。

　なんてひとりで考えてるうちに母が現れ、父の隣に座る。

「初めまして、芳奈の母の操です。いつも芳奈がお世話になっているようで」

「いえ。こちらこそ芳奈さんには、大変お世話になっております。素敵な女性に出会えたと、嬉しい思いでいっぱいです」

　ね、芳奈――と太陽のようなまばゆい眼差しを向けられて、大きく心臓が飛び跳ねる。

　向けられたことのない顔を、今ここでするのは反則だ。アドリブの利かない私には、難度が高すぎる。

「八雲くん。今日君をここへ呼んだのは他でもない。芳奈との交際、先は結婚のことについて話を聞かせてもらいたい」

　父が八雲さんに本題を突きつけ、和気あいあいとしていたその場の空気が静寂なものへと変わる。八雲さんには悪いけれど、ここは何事もなくうまく乗り切ってほしい。

　心の中で手を合わせ、八雲さんの出方を待つ。

　すると八雲さんはスッと立ち上がり、何が起こったの？と思う間もなく深々と頭を下げた。彼のことを唖然として見つめる。

「事後報告となってしまいましたが、芳奈さんとお付き合いさせていただいております。彼女のことは誠心誠意、私の持っている愛情全部をもって守りますので、近い未来の結婚をお許しいただきたく、今日はこちらに伺わせていただきました」

　八雲さんの思いも寄らない言葉に、呆然と彼を見上げる。何が起きているのかわからなくて、息をするのも忘れてしまう。

　これは一体どういうこと。今のが八雲さんの芝居で父を騙すためのものだとしたら、彼は役者として大スターになれるだろう。

　とにかく、感動してしまった。いや、感動なんて簡単な言葉じゃ言い表せないほどの感情に覆われて、ただこの状況を乗り越えるためだけの言葉なのに、今にも涙が溢れてきそうだ。

　いつの日か、八雲さんにこんな素敵な言葉を言ってもらえる女性は羨ましい……とまで思えるほどのセリフに心の中が熱くなる。

「八雲くんの気持ちはよくわかった。そこまで芳奈のことを思っていてくれているとは……。いいだろう、芳奈を君に託す。幸せにしてやってくれ」

「ありがとうございます。ダメだと反対されることも想定はしていたのですが、お許しをいただけてホッとしています。芳奈、良かったね」

　両親の前だと言うのに、八雲さんが私の肩を抱き寄せた。まるで本当の恋人になったようで、心がふわふわ舞い上がる。

　――って、違うでしょ！　今日はあくまでも八雲さんに会わせることが目的だったのに、なんで結婚まで話が進んじゃうの？　八雲さんも八雲さんだ。結婚の話は軽く流してくれればよかったのに、近い未来の結婚をお許しいただきたくとかなんとか言って、どうしちゃったの？

　これは違った意味で失敗だと、がっくり肩を落とす。でも何故か父と八雲さんは意気投合しているようで、話がおかしなほうへと進み出す。

「八雲くん、物は相談なんだが。今ここで、これに署名をするのはどうだろうか」

　そう言って父がテーブルの上に置いたのは、どこからどう見ても婚姻届で。いつの間に用意したのか証人の欄にはご丁寧に、父と母の名前と押印がされている。

　でもまさか八雲さんが婚姻届に名前を書くなんてこと、間違ってもないよね？

　そう高をくくっていた私の目の前で、ボールペンを手にした。

「いいですね、お義父さん。僕は全然構いません。芳奈もいいよね？」

　ぼ、僕なんて八雲さん、あなたは一体誰ですか？　いつもと一人称が違うと思うんですけど。芳奈もいいね？って、それ全然よくないです。もしこのまま役所に出されてしまえば私たちは正式な夫婦になってしまうのに、八雲さんはそれでいいの？

「八雲さん。そこまでする必要はないと思うんですけど」

　彼の耳に顔を寄せ、小さな声でささやく。

　今日のこの小芝居は一時のこと。しばらくすれば私と八雲さんは、副社長と一社員に戻る。だから婚姻届にサインだなんて、まかり間違えば一大事。取り返しのつかないことになる。

　でも八雲さんから返ってきた言葉は……。

「ごちゃごちゃ言ってると、今ここで嘘をついてることをバラす」

　と脅迫まがいのもの。

　嘘でしょ？　そんなことしないよね？　そう目で訴えても相手にもされないどころか、ニッコリと微笑まれる始末。「相手を欺くにはこの方法しかない」とまで言われ、まんまと八雲さんの口車に乗せられてしまった。

　しかも、何を考えているのか母までもが調子に乗って〝同棲〟を提案してきて、話がややこしくなる。

「どうせ結婚するんだもの、同棲は基本じゃない？　もう子供じゃないんだし、そんなに驚くことでもないと思うけど」

「そ、それは、そうかもしれないけど。一緒に暮らすとなると八雲さんの考えもあるだろうし、お父さんも……」

　母たちは私たちが好きあっていると思っているだろうけれど、私と八雲さんの間には男と女の関係はない。キスはしてもそれはあくまでも訓練の一環。さすがに八雲さんでも同棲までは了承しないだろうと、彼と顔を見合わせる。何かを考えているのか八雲さんは一瞬眉根を寄せ、でもそれをすぐに戻すと不敵な笑みを見せた。

　嫌な予感が――。

「芳奈、何も心配することはない。同棲、大歓迎だ。お義父さんも僕と芳奈さんが一緒に暮らすこと、同意してくださいますよね？」

「ああ、もちろんだ。何を隠そう私も、母さんと同棲してから一緒になったからな」

「そうでしたね、あなた」

　ふたり向き合って手を握る父と母を見て、これはもう何を言っても無駄、お手上げだと観念する。誰のせいでこうなったのかも忘れ、八雲さんは私の両親を微笑ましそうに見ていて、こちらもダメだと諦めた。

　私はこのまま一体、どうなってしまうのだろう。婚姻届にサインをし、八雲さんと同棲することになるなんて、誰が想像できる？

　それにあの父が、あんなに寛大だったとは。いつも私のすることにはいちいち口を出し、自分が敷いたレールの上を歩かせようとしていたあの父がまさか結婚も同棲も許すなんて、それだけ八雲さんのことを信頼している、そういうことなのだろうか。

　どちらにせよ、私が危機的状況にあるのは変わらないわけで。これからどうするのかを考えることが最優先事項だ。

　八雲さんとデートするだけでも大変だったのにほぼ一日中一緒に過ごすなんて、私にそんなこと本当にできるはずがない。

　一難去ってまた一難。私の苦悩は、まだまだ続きそうだ。










タワマンとキスマーク




　世の中というのは恐ろしい。

　今日の朝まで親元で暮らしていたというのに、何がどうして彼氏でもない八雲さんと〝同棲〟することになってしまったのか。当初の予定と全く違う状況に言葉も出ない。

「はい、芳奈。当分の着替えなんかは入れてあるから。またおいおい送るわね」

　大きなスーツケースいっぱいの荷物を渡され、これは夢ではなく現実のことなんだと天を仰いだ。

「お母さん、ほんとにいいの？　私がいなくて寂しくない？」

「全然。だって一生の別れじゃないんだし、女の子は好きな人と一緒にいるほうが幸せなのよ」

「幸せ……」

　母の言う通り。好きな人と一緒なら、それはとても幸せなことだと思うけれど。今の私たちはお互いに、好きとか愛してるとかそういった存在ではない。ひとり暮らしを飛ばして八雲さんと同棲なんて、誰がどう考えたっておかしい。

　でも今この家には、それをわかってくれる人は誰もいなくて。頼みの綱だった八雲さんまでもが母に感化され、同棲する気満々だから怖い。

「あれ？　お父さんは？」

　さっきから姿が見当たらない。もしかして、私がこの家からいなくなるのが寂しくて、ひとりで部屋にこもってるとか？　だったら八雲さんからの問いかけに同意なんてしなきゃよかったのに……。

　なんて思っていたら。

「ああ、お父さんなら出かけたわよ。なんでも旧友と飲み明かすとか」

「飲み明かす……」

　あんな父親でも、少しくらい寂しがってくれるんじゃないかと思った私がバカだった。八雲さんとの結婚が決まれば、ひとまず安心だというところなのだろう。勝手な人だ。

　いろいろなことが積み重なって、どんどん気が重たくなってきた。今更同棲を断れる雰囲気でもないし、今日のところは八雲さんの家に行くしかないみたいだ。

「じゃあ、そろそろ行こうか、芳奈」

　八雲さんは左手で私の荷物が入ったスーツケースを持ち、右手は当たり前のように私の手を握る。

「では、お義母さん。芳奈さんをお預かりします」

「こちらこそ、芳奈をよろしくお願いします。芳奈、八雲さんに迷惑かけないようにね」

　いやいや、お母さん。迷惑かけられてるのは、私のほうなんですけど……。

　顔は笑顔で、心は泣いて――。

　でもずっと一緒に暮らすわけじゃないんだし、今ここで母を困らせる必要はないと明るく手を振った。

　車に荷物を載せると、八雲さんはおもむろに車を走らせる。振り返れば、生まれてからずっと暮らした家がだんだん小さくなっていく。最近はいろいろあったけれど、数え切れないほどの思い出がある我が家を出るのは少し寂しい。

　……ってなんで私、センチメンタルになってるの？　これはしばらくの間、父たちを騙すためのこと。いずれ戻ってくるのだから、何も寂しいなんて思うことないじゃない。

　結婚もしないのにマリッジブルーになりかけるなんて、私はどうしたというのだろう。

「芳奈、どうした？　やっぱり気疲れしたか？」

　赤信号で車を止めた八雲さんが、私のほうに顔を向ける。

「気疲れ？　そんな言葉じゃ収まりきらないくらい疲れてますよ。なんでこんなことになったのか、八雲さんわかってます？」

　今更八雲さんを責め立てても仕方ないとわかっているのに、一度暴走しだした口は簡単に止められない。

「こんなこと？　なんのことだか、さっぱり意味がわからないな」

「この期に及んで、まだとぼけるんですか？　今日は結婚を前提に付き合っている恋人として振る舞う、ただそれだけでよかったのに。なんで婚姻届にサインして、同棲までオッケーを出してしまうんですか？　さっぱり意味がわからないのは、こっちですよ」

　一気にまくし立てて息が上がる。ハアハアと肩で息をしていると、八雲さんは私の右手の甲をそっと撫でた。急なことに驚いて引こうとした手を、今度は強く握られる。

「悪かった、そんなに怒らないでくれ。けどあの場合、嫌だとは言えないだろう。婚姻届は出さなきゃいいだけの話だし、同棲もほとぼりが冷めるまでだ」

「だからって……」

　嫁入り前の娘が、自分が勤める会社の副社長とひとつ屋根の下で暮らすなんてありえない。しかも私は二十三年間、男の人と付き合ったことがない。

　八雲さんのことを信用していないわけじゃないけれど、副社長と言っても彼も男性なわけで。抱きしめたりキスしてきたりするくらいだから、もしかしたら襲われる可能性も無きにしもあらず。とはいえ私はもう八雲さんに一度抱かれている身の上で、今更そこを強調するのもどうかと思うわけで……。

　あぁ、もう。頭の中がぐちゃぐちゃで考えが追いつかない。やっぱり無理、いきなり八雲さんと同棲なんてできない。

　信号が青になり車は走り出したというのに、手はまだ繋がれたまま。今はふたりだけで恋人のフリをする必要なんてないのに、八雲さんの考えていることもさっぱりわからない。

「八雲さん？」

「ん、何？」

「うちの両親が同棲していたからって、私たちもしないといけない理由がありません。やっぱりこんなこと、八雲さんに迷惑をかけるだけでよくないです」

　うちの親の勝手な言い分に、八雲さんが付き合う必要はない。その思いを込めて八雲さんの横顔に話しかけたけれど、真っ直ぐ前を向いた八雲さんの表情から彼の心は読み取れない。しばらく黙ったままだった彼が、小さく息を吐いてから口を開いた。

「迷惑じゃないって言ったら？」

「え？」

「同棲する理由があると言ったら、芳奈はどうする？」

　真面目な顔をする八雲さんの口から放たれた言葉に、一瞬頭の中がフリーズする。何を言ってるのか理解するのに数十秒かかった。

　迷惑じゃないというのは、一旦横に置いて。同棲する理由がある……は聞き捨てならない。

　だってそうでしょ。母が言い出さなければ、今日から同棲なんて絶対になかった。それなのに八雲さんはなんで、同棲する理由があるなんて言うの？　急に決まったことなのに、そんなのおかしいじゃない。

　腑に落ちないことばかりで、八雲さんを睨みつける。でも運転中の八雲さんからは、なんの反応も返ってこない。

「もうホント、冗談はやめてください。そんなに私をイジメて楽しいですか？　からかうなら、他をあたってほしいです……」

　急に悲しくなってきて、語尾がだんだん小さくなる。自分がどうしたいのか、わからなくなってしまった。

「今は何を言ったところで、芳奈には冗談に聞こえるよな。からかうつもりはないけど、今のは俺が悪かった、謝る。申し訳ない……」

　珍しく八雲さんの態度が素直というか、しおらしいというか。予想外のもので面食らう。からかってないのならさっきのはなんだったの？　そう思わなくもないけれど、今の状態の八雲さんにはもう何も言い返せない。

「でも今日の今日で帰すわけにもいかないし、とにかく一度、俺のマンションに行こう」

「そうですね。話はまた八雲さんのお家に着いてからということで」

　八雲さんの顔を見ていた目を、手元に下げる。

　申し訳ないなんて言っておいて、私の手を握った手は離すつもりないんだ。でもまあ減るもんでもないし、このままでもいいか……。

　やれやれと言わんばかりに、苦笑を漏らした。




　時刻は午後七時。

　朝から降っていた雨は上がり、日が落ちた街は夜の風景に様変わりしている。

　しばらく車を走らせて到着したのは、この前一晩過ごしたマンションとは違う、有名な高級マンション街。目の前にはひときわ高いマンションが建っていて、車の中からゆっくり見上げても何階まであるのか数え切れそうもない。

「ここが八雲さんのお家？」

「当たり前だろ。俺以外に誰がいる？　ああ、この前のマンションのことか。あれは栗城家所有の以前住んでたマンションで、こっちが正真正銘、俺の家」

　駐車場に車を停めると、八雲さんは私の頭に手を乗せぽんと弾ませる。すぐに車を降りてフロント部分を回り、助手席のドアを開けて私を迎えてくれた。

　スッと差し出された手に、そんなことをされた経験のない私は恥ずかしさから戸惑ってしまう。

　なんだか扱いが、丁寧なんですけど……。

　父の車の運転手にドアを開けてもらったことはあっても、こんなふうに手を差し伸べられたことは一度もない。八雲さんの手を取っていいものなのか躊ちゅう躇ちょしていると、痺れを切らしたのか八雲さんが私の手首を乱暴に掴んだ。

「さっさと手を貸せ」

「キャッ！」

　強い力で引っ張られ体勢を崩した私の身体は、八雲さんの胸にドンと命中。そのまま彼の腕に抱きすくめられる。

「そんなに俺に抱かれたかったのか？　積極的だな」

「積極的なんて、私からやったみたいに言わないでください。誰のせいで、こうなったと思ってるんですか！」

「さあ、誰だろうな」

　八雲さんは私を抱きしめたままククッと笑い出し、身体が小刻みに揺れ始める。何がそんなに面白いのか全く理解できない私は、勝手なことを言う八雲さんに頬を膨らませてみせた。

「もういいです。それより早く、部屋に案内してください」

　いつ誰が来るかわからない駐車場で、いつまでも抱き合ってるのは恥ずかしい。

「わかったよ。芳奈の仰せのままに……」

　余韻を残すようそう言うと抱きしめている腕を解き、王子さながら私の指先を優しく掴む。八雲さんのやることに意味はないとわかっているのに、そんな仕草でひとりドキドキしだした胸は治まる術を知らない。

　もっと普通にしてくれればいいのに。いちいちやることが決まりすぎて、こっちの身が保たない。この胸のドキドキを治める方法があるのなら、誰か教えて！

　そう心の中でお願いしたところで、そんなこと教えてくれる人は誰もいない。いるのは八雲さんだけで、できれば彼には聞きたくない。いや、聞けない。

　残念……。

　八雲さんに手を取られたままオートロックのマンションの中に入り、コンシェルジュのいる豪華なロビーを抜け、エレベーターで昇ったのは四十八階。

「これってもしかして、最上階ですか？」

「だな。何、高いとこ苦手？」

「いえ、そういうわけじゃないんですけど……」

　エレベーターを出てそこがすでに玄関とか、初めての経験に驚くしかない。手を引かれ八雲さんについていくと、ふと足を止めた。

「八雲さん？　今更ですけど、ご両親と一緒に暮らしてるとか……」

「はあ？　お前は俺を何歳だと思ってるんだ？　三十三だぞ。それに芳奈と同棲するっていうのに、親が一緒に住んでるわけないだろう。ホントにお前の発想は面白いな」

　そうだよね。でも、こっちは全然面白くない。不機嫌に眉をひそめてみせても、八雲さんは素知らぬ顔。やっぱり八雲さんは強者だ。

　四十八階はワンフロア一部屋のペントハウスで、エレベーターを出るとそこはもう玄関。マンションにしては驚くほど広い玄関と、洗練された美術品の数々に思わず見入る。これは八雲さんの趣味なんだろうかと。

「……お邪魔します」

　他人の家に上がるときの常識、当たり前の挨拶をしたのに、八雲さんに頭を小突かれる。暴力反対と思いながら頭をさすると、ズイッと端整な顔が近づいた。

「〝お邪魔します〟じゃない、〝ただいま〟だろう。今日からここが芳奈の家だ、間違えるな」

「そうですけど……」

　いきなり〝ただいま〟はレベルが高すぎる。今日くらいはお客様気分でも、許してもらいたい。

　ぶつぶつ文句をつぶやく私の手を、八雲さんが引っ張る。玄関から真っ直ぐに続く廊下を、彼のあとを渋々ついて行くと、突き当たりにあるドアが開いた。そこは目を見張るほどの大きなリビングで、ペントハウスだからか天井も高い。大きな窓の外はルーフバルコニーになっていて、マンションなのに庭付きのような開放的な空間が作り上げられている。

　そして何より素晴らしいのは、その眺望。四十八階から見下ろす町並みは絶景で、眼下にはるか遠くまで広がる夜景を独り占めしている気分。キラキラ輝く光は、まるで宝石をちりばめたようだ。

　ここで暮らせば、毎日この景色を見られる――ということか。

　こんなことを言うのもなんだけれど、さっきまでいた我が家も高級住宅街に建つ豪邸で。四星百貨店の社長の本宅だけあって、豪華さやセレブ感は見慣れていたけれど。この風景だけは、どうやっても手に入れることができない。

　感嘆の吐息を漏らし夜景に見入っていると、無防備だった背後から突然抱きしめられる。

「いいだろう、この夜景。でも本来の夜景はこんなもんじゃない。明日は朝から天気がいいらしいからな、これよりも何万倍も綺麗な夜景を見せてやる」

　八雲さんは耳元でそうささやき、抱きしめる力を強めた。

「この辺りで一番高いマンションだからな。なんにも邪魔されず、夏の花火大会が楽しめる」

「は、はい……」

　こんなとき、なんと答えるのが正解なのか。可愛く『楽しみです』なんて言えればいいのだけれど、私の中にそのノウハウはない。

　彼女じゃないんだから、可愛くする必要もないけれど……って違う！　そんなことより、今のこの状況のほうが問題なわけで。なんで私は八雲さんに抱かれてるの？　これって彼氏彼女の、定番シチュエーションなんじゃないの？

　八雲さんは私の肩に顔乗せちゃってるし。息をする度に、吐息が耳にかかるし。これって何かの罰ゲーム？

　八雲さんと触れ合っている背中がどうにも気になって落ち着かない。このムズムズソワソワする気持ちは、一体なんなの？

「や、八雲さん。そろそろ離れてくれませんか？」

　ここは八雲さんのマンションで、恋人のフリをする必要はない。これは契約違反、する必要のないコミュニケーション。夜景を見てテンションが上がったのに、夜景どころの騒ぎじゃない。

「聞いてます？」

「ん？　聞いてない」

「返事してるじゃないですか？」

「うるさい」

　なんで私が怒られなきゃいけないの……そう文句を言おうと振り向きかけた、そのとき。首筋に柔らかいものが触れ、くすぐったさに首をすぼめる。瞬間チクッと痺れるような痛みが走った。

「っあ!?　痛っ！　や、八雲さん……」

　それが八雲さんの唇に強く吸われているとわかり、どうしていいのかわからない私は、されるがままその痛みに耐える。私を抱いている八雲さんの手が身体の線をなぞるように動き胸元に触れると、全身がビクッと大きく跳ねた。

「はい、終了」

「あ……」

　抱かれていた身体が解かれた途端、足元がふらついてその場に頽くずおれそうになる。

「芳奈には、ちょっと刺激が強すぎたか」

　素早く手を伸ばした八雲さんに抱きとめられ、難を逃れる。ソファに座らされほっと息をつくと、八雲さんが私の目の前にしゃがみ込んだ。目線が同じ高さで交わり、心臓が小さくトクンと音を立てた。

「な、なんの真似ですか？」

「俺のものっていう、マークを付けた。ああ、でも大丈夫。多分、見えないところだから」

「多分なのに大丈夫って、矛盾してます。それにどうして……」

　俺のものなんて言うの。勝手に決めないでよ……。

　まだ少しじんじんする首筋を押さえ、目を伏せる。これから同棲が始まるというのに、初日からこれでは身が保たない。

「芳奈がどう思おうと俺のものだから。そのつもりで覚悟しといて」

　ゆっくりと八雲さんの顔が近づき、あと数センチまで迫ってくる。またキスされると瞬時に察知した私は、彼の口を手で思いっきり押さえた。八雲さんが顔をしかめ、眉間にシワが寄る。

「わかったよ。今日のところはもう何もしない。それより、腹減っただろう。俺が作ってやるから、芳奈はその間に風呂に入れ」

　今日のところはじゃなくて、もうずっとしないでもらいたい。

　ふんとそっぽを向くと、同じタイミングでお腹の虫がギュルギュルと鳴き出す。聞かれた？と慌てて振り返ると……八雲さんが肩を震わせて笑っていた。

　さすがに今の轟ごう音おんは、聞こえるよね……。

　恥ずかしさを隠すようにすっくと立ち上がり、腕まくりをしてキッチンに向かう。

「偽ですが一応婚約者なので、材料があるなら夕飯は私が作ります。八雲さんの手をわずらわすわけにはいきません」

　それに、料理は嫌いじゃない。料理教室に通ったことはないけれど、母やお手伝いさんの見様見真似で一通りのものは作れる。男子厨房に入らず――じゃないけれど、女の私がいるのに八雲さんに作らせて、ひとりぬくぬくとお風呂に入るわけにはいかない。

「芳奈の気持ちは嬉しいけど、今日のところは俺に作らせてよ。ひとり暮らしが長いからさ、結構旨いもん作るよ、俺」

　自画自賛する八雲さんに、苦笑してみせる。

「でも……」

「ほら、さっさと風呂に入る。言うこと聞かないと、ここで身ぐるみ剥がして抱えてバスルームにつれてくけど、いい？」

　身ぐるみ剥がしてって、それじゃあ私はすっぽんぽん!?　そんなの、いいはずない。

　大慌てでキャリーバッグから着替えなどの一式を揃え、教えてもらったバスルームへと急ぐ。脱衣所の大きな鏡の前に立ち、ほっと息をついた。

「あ……」

　鏡に映る首筋に赤い小さなバラのような痕を見つけ、それを手で隠す。

「なんなのよ、もう……」

　八雲さんのペースに翻弄されっぱなし。彼の言動は本気じゃない、からかわれているだけとわかっているのに、いつも動揺丸見えの反応しかできなくて……。

「ホント、嫌になっちゃうよ」

　ぽそっとつぶやいた言葉は、バスルームのシャワーの音にかき消される。

　今日はもう、精神的にも肉体的にも疲れはてた。

　これからどうなってしまうのか――。

　不安は尽きないけれど、今日はもう何も考えたくない。

　シャワーを頭から全身に浴び、今日一日の疲れを洗い流した。










溺愛と義弟




　お風呂から上がり、リビングへと戻る。

「八雲さん。お風呂、お先にいただきました」

　ちょこんとキッチンに顔を出す。

「ああ。ちゃんと隅々まで綺麗に洗ってきたか？　髪もしっかり乾かせよ」

　まるで父親に言われているようで、なんか変な感じ。十歳も離れていると、私はやっぱり子供なんだろうか。

　風呂上がりは、薄いピンク色のスウェットを着た。もっと可愛いものや色っぽいものを着たほうがと思ったりもしたが、ここで可愛さや色っぽさは必要ないと判断。動きやすいスウェットを選んだ。

「手伝います」

　まだやることは何かあるだろうとキッチンに入ったけれど、シンクもコンロも綺麗に片付けられていた。カウンターからダイニングテーブルを覗けば、食事の準備が調っている。

「これ全部、八雲さんがひとりで作ったんですか？」

　ダイニングテーブルの上には、色とりどりの野菜が入ったチャーハンとたまごスープ。真ん中には餃子が鎮座している。

　何を隠そう私は、中華料理に目が無い。その中でも特に餃子が好きで、自分でもよく作る。もちろん食べに行くのも好きで、美味しいお店はリサーチ済み。

「チャーハンとスープは俺が作ったが、餃子は知り合いの店から冷凍してあるのをもらって、それを焼いただけだ。悪い」

　八雲さんは、そう言うけれど。よく見れば野菜はみんな同じ大きさにカットされているし、たまごスープはコーンが入ってとろみまでついている。餃子はお店のものかもしれないが、つけダレは生姜やニンニクのみじん切りが入った手作りのようだ。

「悪いって、これだけあれば十分ですよ。それより、八雲さんが私のために作ってくれたことが嬉しいです」

　胸の前で手を合わせ、ニッコリ笑って見つめ合う。八雲さんが少し驚いたような顔をしたのを見て、はたと気づく。

　わ、私、何言っちゃってるの!?　これじゃあ、恋してる乙女みたいじゃない！

　一気に顔が熱くなり、くるりと後ろを向く。顔を両手で隠すと、その場にしゃがみ込んだ。

「芳奈ちゃん、どうしたのかな？　顔が赤いみたいだけど？」

　八雲さんも同じようにしゃがみ込み、私の顔を上げようと頭に手をかけた。驚いて反射的に、その手を払いのける。

「うるさい！　あっち行って！」

　副社長ということも忘れて、思わず暴言を吐く。しまった……と思っても後の祭り。恥ずかしいやら申し訳ないやらで、顔を上げられなくなってしまった。

「お～怖。はいはい、わかったよ」

　すぐに立ち上がった八雲さんは、笑いながらキッチンへ向かって歩き出す。こそっと覗き見してみると……。

　嫌な思いをしたはずなのに何故か笑っているから、多分怒ってはいないみたいだけど。

　やっぱり何もかも距離が近い八雲さんには、どうにも慣れない。子供っぽいとわかっていても、ついあんな態度をとってしまう。

　元はと言えば八雲さんがよくないと思うけれど、でもさすがに『うるさい！　あっち行って！』は言い過ぎた。ここは私から謝るべき、なんだろうけれど……。

「芳奈。いつまでそこで百面相してるの。早く、さっさと食べるぞ」

　急に声をかけられて、ドキッと身体が跳ねる。

　百面相って、考えてることがそんなに顔に出てた？　しかもずっと見られてたとか、またまた恥ずかしすぎるでしょ。

　でもいつまでも、ここにしゃがんでたって仕方がない。このままだと子供っぽいに面倒くさいが加わって、それこそ厄介な女に成り下がってしまう。

　八雲さんの本当の恋人じゃないけれど、それだけは絶対に嫌だ。記憶はないけれど身体を許し、特訓だとはいえキスまでした相手と今日から一緒に暮らすのだから、できれば女として扱ってほしい。

　なんて。そんなの欲張りだろうか。

　考えがまとまらないままゆっくり立ち上がり、ダイニングテーブルの椅子に腰掛ける。八雲さんと目を合わさないまま、頭を下げた。おでこがコツンとテーブルに当たる。

「八雲さん、さっきは言い過ぎました。申し訳ありません」

　悪いことをしたり言ったりしたら、すぐに謝る。

　勉強ができなくても運動音痴でも好き嫌いがあっても特に何も言わない母だったけれど、他人を傷つけるような行為だけはするなと教えられた。

　さっきのは完全に、私の八つ当たり。人を傷つける行為だ。

「ねえ、顔を上げて。俺の顔を見てよ」

　それもそうだと顔を上げる。穏やかな双眸が、私を見つめていた。

「さっきって、うるさい！ってヤツのこと？　あれは俺も悪いんだし、なんとも思ってない。でも今の『申し訳ありません』は固いよな」

「でも……っ！」

　テーブルの向かい側から腕を伸ばした八雲さんが、私の唇に人差し指を押し当てた。

「でも、俺が副社長だからとか言うつもり？　そんなの今更でしょ。敬語を遣うなとまでは言わないけど、堅苦しいのはやめない？　婚姻届にサインした仲なんだし」

　唇から指が離されると、大きく息を吸い込んだ。触れられていた唇が熱い……。

「婚姻届にサインした仲っていうのは、ひとまず置いておいて」

「えぇ。そこ大事だと思うけど」

　八雲さんは眉根を寄せ、唇を突き出す。三十三歳なのに不貞腐れる姿が可愛くて、笑いが漏れた。

「そう、それ。そうやって肩の力抜いて笑ってろ。そのほうが芳奈らしい」

　そう言って箸を手にした八雲さんは、餃子をひとつ摘つまみ上げる。そのまま食べるんだろうと思って目で追っていると、餃子が目の真ん前に差し出された。

「え？」

　何？と、ぽかんと八雲さんを見つめる。

「早く、手を合わせていただきますは？」

「いただきま……んぐっ!?」

　言われた通り手を合わせ、いただきますと言いかけた口に餃子が放り込まれる。いきなりのことに驚いて喉に詰まりそうになった餃子を、お茶を飲んで流した。

「八雲さん！　何するんですか？」

「旨いだろう？」

「ま、まあ確かに……美味しいです！　こんなに美味しい餃子食べたの初めてかも」

　私は箸を持って、今度は手作りのタレを付けてから食べてみた。うん、やっぱり美味しい。香味野菜と餃子の具が相まって、なんとも言えない旨味を醸し出している。

「そうなんだよ。俺も初めて食べたとき、同じことを思った。それからは、ここの餃子以外食べてない」

「そうなんですね。でも、わかるかも」

「俺たち、味覚の相性も良さそうだな」

　八雲さんが私をじっと見つめ、意味深にニヤリと笑う。

　味覚の相性も？　〝も〟って……。

　他に何か相性が合うものがあっただろうか。頬杖をつき、ふむと考える。八雲さんとのあれやこれやを辿たどっていると、ひとつ思い当たることにぶつかった。途端、顔が燃えるように熱くなる。

　いやいや、それが正解なのか確証はない。だって私には、その記憶がないのだから……。

「芳奈、また顔が真っ赤。なんか、エロいことでも思い出してる顔だな。図星だろう？」

　手を伸ばした八雲さんが、私の頬をやんわりと摘む。その口元には、意地の悪い笑みが浮かんでいる。

「し、知らないです！　そんなこと言っていると、テーブルの上のもの全部食べちゃいますからね！」

　そのあとダイニングが賑やかな笑いで包まれたのは、言うまでもない。




　八雲さんと暮らし始めて二週間。

　最初こそどうなることかと心配していた彼との生活も、蓋を開けてみれば特に問題もなく穏やかな日々を過ごせている。

　急に決まった同棲に、初日から抱きしめられたりキスマークを付けられたり、ドキドキさせられることの連続。このままだと「寝るのも一緒に」なんて言われるんじゃないかと心配していたけれど、家具類などが全部揃った部屋をひとつ与えてもらえ、今のところ特に身体的にも精神的にも被害は出ていない。身の安全は、バッチリ保証されている。

　会社でも特に変わったこともなく、今まで以上に張り切って日々新しい企画を考えている。

「小林、梅岡。今すぐ企画会議を始めるぞ！　前回のプレゼンの資料を持って、第二会議室まで来い！」

「えぇ!?　部長、今からですか？」

　千登世先輩が不服そうな声を出す。

　それもそのはず。今日は会議の予定なんて入っていない。前にも言ったが、商品企画部の宮下部長といえば温和なことで有名なのにあれだけ焦っているということは、何か緊急の案件でもできたのだろうか。

　宮下部長に言われ資料をかき集めると、千登世先輩のあとを追って第二会議室へ小走りに向かう。

「失礼します」

　第二会議室に入るとそこには部長の他に商品開発部の相あい羽ば部長もいて、そんなところに何故私が呼ばれたのかと首を傾げた。

「そんなところに突っ立ってないで、さっさと座れ。梅岡、お前はこっちだ」

　宮下部長に呼ばれ、彼の横に座る。千登世先輩は相羽部長の隣に腰を下ろした。

「で。緊急に企画会議なんて、何があったんですか？　私、そんなに暇じゃないんですけど」

　さすがは千登世先輩。部長たちを前にしても物怖じひとつせず、言いたいことを言うところは見習うべきなんだろうけれど。多分一生かかっても私には無理。キャラじゃない。

　部長たちは毎度のことと苦笑を漏らすだけ、気にも留めていない。

「小林、まあそう言うな。お前は梅岡の先輩だろう？」

　え？　なんで今ここで、私の名前が出てくるの？と千登世先輩を見る。目が合った千登世先輩も不思議顔だ。

「芳奈、梅岡が何かしでかしましたか？　それで私に責任を取れと？」

「えぇ!?　そうなんですか、部長！」

　そうだとしたら申し訳ないけれど、何をしでかしたのか身に覚えがない。

「そう慌てるな。小林が言ったことの反対で、朗報だ。お前の企画したポキットの、国内の有名なスイーツ店とコラボするってやつが上に通りそうだ。それもうちの来年の目玉として進めたいと、副社長が直々に言っている」

　宮下部長は私の肩をポンと叩き、笑顔を見せる。相羽部長も頷き、満足そうな表情をしていた。

「芳奈、やったじゃない！」

「は、はい！　ありがとうございます！」

　まさか、あの企画が通りそうなんて。その中でも名古屋に店を構えるチョコレート専門店とのコラボは、何が何でも成功させたいと思っていただけに、どうにも興奮が治まらない。しかも八雲さんが推してくれたなんて……。

「でもまだＧＯが出たわけじゃない。まずは梅岡が推してる名古屋のチョコレート専門店に行って、コラボの許可を取ってこい」

「え？　なんで私が名古屋の店を推してるって……」

「この企画書を見れば誰でもわかる。ですよね、相羽部長」

　宮下部長が問いかけると、相羽部長は企画書を一枚めくった。そのページには、私のチョコレートへの想いがいっぱい詰まっている。恥ずかしいけれど、私の本気の想いだ。

「これが、副社長の気持ちを動かしたんでしょうね。きっといい商品ができると思います。梅岡さん、頑張ってきてください」

「は、はい」

　相羽部長の言葉は素直に嬉しいけれど、どうしてここで八雲さんが出てくるの？　何か関係があるというのだろうか……。

　ふと出た疑問に頭をフル回転させるも、何も浮かんでこない。まあいいかとため息をついた私に、宮下部長がとんでもないことを口走る。

「先方にアポを取って、今週末か来週早々にも名古屋に行ってこい。あ、そうだ。今回の出張には、副社長も同行するからそのつもりで」

「はい!?　なんで八……じゃなくて、副社長が一緒に行くんですか？」

　ふぅ、危ない危ない。思わず『八雲さん』と言ってしまうところだった。一緒に暮らし始めて半月、慣れというものは恐ろしい。

　そんなことより、どうして八雲さんと一緒に名古屋へ行くことになったのか。その理由を何も聞かされないまま、八雲さんとふたりで出張に行くのは無理があるというもの。きっと何かある。今日帰ってきたら、本人を問い詰めなくちゃ――。

　この企画は絶対にものにして成功を収めたい。これは私が飛躍するための大チャンス、掴みそこねるわけにはいかない。

　これから一週間が正念場、忙しくなりそうだ。

　第二会議室の大きな窓から外を見ると、梅雨の明けた空は雲ひとつない晴天で。

　今日も暑くなりそうだ――。

　でもそんなことは言っていられないと拳こぶしを握り、誰にも見えないところでヨッシャと気合を入れた。




　会社からマンションまでは、それほど遠くはない。会社近くのバスターミナルから乗り換えなしの一本。終点のひとつ手前のバス停で降りれば、すぐ目の前が八雲さんと暮らすタワーマンションという好立地。近くにはスーパーなどの商業施設もいくつかあって、とても助かっている。

　バスから降りるとスーパーに寄って夕飯の食材を買い、マンションへと急ぐ。とは言っても、八雲さんの帰りは遅いから急ぐ必要はない。でも何故か毎日、そそくさとマンションへ帰ってしまう。

　よく仕事帰りに食事に行っていた友達からは「最近付き合いが悪い」と言われるけれど、真っ直ぐ帰るのはもう日課のようなもの。夕飯を作ってお風呂に入り、ゆっくり八雲さんの帰りを待つ。このルーティンが崩れるのは、気持ち的にあまり気分がよくない。

　今晩のメニューは、ハッシュドビーフに海老のマリネ、サラダと野菜スープの四品。八雲さんの身体のことを考えて、バランスよく野菜を多く取り入れている。

　順調に食事の準備も済み、時計を見ると二十時ちょうど。八雲さんの帰宅予定時刻まで、まだ一時間ほどあるため先にお風呂に入る。今日一日の疲れと汗を流しお風呂から出ると、大きめのＴシャツに短パンのラフな格好をして廊下に出た。

　するとエレベーターが到着した音が聞こえ、慌てて時計を見る。

　二十時四十五分……。八雲さんが帰宅予定時刻より早く帰ってくるのは珍しいこと。でも絶対にないわけでもないと、慌てて玄関に行くとそこに現れたのは……。

「え？　誰？」

　美形だけれど知らない男性が顔を出し、恐怖心から後退する。でもすぐ背中が壁にぶつかってしまい、動けなくなってしまった。

　八雲さんの部屋はマンションの最上階にあって、鍵を持っていないとこのフロアまでは勝手に上がってこられないようになっている。だから今は、八雲さんと私しか上がってこられないはずなのにどうして……。

　足が震え、立っているのがやっとの状態で彼を見据える。

「君が芳奈ちゃん？」

　名前を呼ばれ、大きく目を見開く。

　この人、なんで私の名前を知ってるの？　ストーカー？　それとも変質者？　美形なのに残念な人……。

　もう終わりだと諦めかけた、そのとき。またもやエレベーターが到着した音が聞こえ、今度こそ八雲さんだと確信する。

　でも、ちょっと待って。今ここに八雲さんが来てこの美形変質者と対峙したら、八雲さんが危ない。どうしよう、どうしたらいい？　なんて意味もなく考えている間に、八雲さんの靴の音が聞こえ彼が姿を現す。

　一巻の終わり、万事休す――。

　身体がズルズルと床へ頽れ、もうおしまいと固く目を閉じた。

「おう、天あま袮ね。早かったな……って芳奈！　どうした？」

　へ？　天袮って誰？　この美形変質者はもしかして、八雲さんの知り合い？

　目を開けようとした瞬間、私の身体がふわりと宙に浮く。今度こそ大きく目を開けると、何故か目線が高くなっていて、怖くなって目の前にあるものにギュッと抱きついた。

「お、おい、芳奈。抱きつかれるのは嬉しいけど、ちょっと苦しい」

「え？　あっ！　あ、あれ？　八雲、さん？」

　なんでどうして、八雲さんにお姫様抱っこされているの？　怖かったとは言え自分から抱きつくとか、何考えてるのよ私。

　八雲さんの腕から逃れようとする身体が、キツく抱きしめられる。

「お前は俺以外の男に、いつもこうやって抱きつくのか？　そうか、わかった。そんなけしからんヤツには、お仕置きが必要だよな？」

「お、お仕置き？　それは必要ないかと……」

　今抱きついたのは不可抗力。事故みたいなもので、そんな目くじら立てて怒ることじゃないような気がするのは私だけ？

　八雲さんの目が妖しく光り、嫌な予感がしてゴクリとつばを飲む。ゆっくり顔が近づいてきて、目を閉じる間もなく唇が重なった。

　やっぱり。これがお仕置きなんだろうか――。

　甘いキスに侵されてゆっくり閉じようとした目の縁に、美形変質者さんの姿が映りぱっちり目を開く。

　そうだ、今はふたりっきりじゃないんだった！

「ちょっと、そこのおふたり。僕がいること忘れてるでしょ」

　天袮と呼ばれた美形さんが、呆れたような声を出す。その人が見ていることをわかっていたのか、八雲さんは仕方なさそうに唇を離し私を抱き上げたまま振り返る。

「芳奈に何をした？　ことと次第によっては、弟でも容赦しないけど」

　え？　弟？　この美形さんが、八雲さんの弟？

　言われてみれば、どことなく感じが似ているというか、目元なんてそっくり。双子とまでは言わないけれど、兄弟と言われれば納得だ。それなのに私ったら、いくら声に出してないとはいえストーカーだの美形変質者だの言いたい放題で……。

　心の中で手を合わせ、ごめんなさいとつぶやく。

「何もしてないよ。名前呼んだら急にビクビクしだして、驚いたのはこっちのほう。兄貴、今日俺が来ること、芳奈ちゃんに伝えてなかったんでしょ？」

　今の会話でふたりが兄弟ということはわかったけれど、どうやら険悪ムードのようで。これって私のせい、なんだろうか……。

「あ、あのぉ、八雲さん？　こんな玄関先ではなんですから、一度落ち着いて中に入ってお話ししませんか？」

　八雲さんに抱きかかえられたままという情けない格好で、彼に助言してみる。視線を私に向けた八雲さんが、「わかった」と嘆息した。




　梅雨も終わり夏本番。やっぱり夏と言ったら麦茶だと、昨日大量に作って冷やしておいた。それをグラスに注ぎ氷を浮かべ、リビングに運ぶ。

「どうぞ」

　リビングテーブルにグラスを置くと、遠慮気味に八雲さんの隣に腰を下ろした。

「さっきは、すみませんでした……」

　頭が膝につくほど大きく下げ、蚊の鳴くような小さな声で謝る。隣にいる八雲さんから盛大なため息が漏れ、恐る恐る顔を上げた。

「時間的には少し早いけど八雲さんだと勝手に思い込んで、そこに見たこともない人が突然現れたから、へ、変質者か何かと思ってしまいまして……」

「芳奈の早とちりには、バカを通り越して可愛いとしか思えなくなってきた。俺も毒されてるな」

　今のは、どういう意味？　私、バカにされてる？

「でもまあ、そんなところだろうとは思っていたけど。っていうか、芳奈は天袮のことも知らないのか？」

「え？　私、お会いしたことありましたか？」

　そうだとしたら、どこで？　最近のことなら、忘れることないと思うんだけど……。

　天袮さんに目を向けてみるが、全く思い当たらない。天袮さんと目線が合ってしまい、にっこり笑ってみせる。

「マジか」

　八雲さんはそう一言つぶやき、明らかに呆れた顔をして頭を抱えるとソファにもたれ掛かる。

「天袮はうちの会社の常務取締役。最新版の社内報に紹介ページがあったの見てないのか？　自分が働く会社なんだから、もう少し興味持ってほしいものだな」

「常務取締役……」

　こんなことを言ってはなんだけど、社内報なんて一度も見たことがない。だから八雲さんのこともわからなかったし、もちろん天袮さんのことも知らなかったわけで……。

　これからは、ちゃんと社内報に目を通すことを心に誓う。

「重ね重ね、申し訳ありませんでした」

　これは大失態だと、天袮さんに向かってもう一度頭を下げた。

「芳奈ちゃんは謝らなくていいよ。取締役たちのことなんて、誰も興味ないよね。それに今日のことは、元はと言えば芳奈ちゃんに話をしていなかった兄貴が悪いんだし」

　喉が渇いていたのか、天袮さんは麦茶を一気に飲んで息をつく。

「天袮。俺の了解も得ず、勝手にこいつの名前を呼ぶな。これは俺の女だ」

「へぇ、俺の女ねぇ。じゃあそういうことにしておいてあげるから、芳奈ちゃんって呼ぶことは許してね」

「勝手にしろ」

　私の目の前で、ふたりの意味のわからないやり取りが終了する。

　でもよく考えてみて。八雲さんの〝俺の女〟宣言も、天袮さんの私のことを〝芳奈ちゃん〟と呼ぶことも、どっちも私は無視ですか？

　それに私って、いつから八雲さんの〝女〟になったのだろう。その思いを込めて、隣に座る彼のことを見つめる。

「何？　そんな物欲しそうな顔して、また天袮の前でキスしてほしいのか？」

　見当違いの答えが戻ってきて、これはダメだと肩を落とす。私の思いが全く届いていないみたいだ。

「キスなんてしてほしくないですし、物欲しそうな顔もしてません」

　何よ、物欲しそうな顔って。物欲しそうな顔をするのなら、それは私が八雲さんのことを好きになってからで……。

　なんて、そんな日は永遠に来ないと思うけれど。

　何気なく目線を上げると、大きな時計が目に入る。時刻はとうに二十一時を回っていて、慌てて立ち上がった。

「八雲さんも天袮さんも、お腹空いてませんか？　先に夕飯にしましょう」

　パタパタとスリッパを鳴らし、キッチンへと駆け込む。

「すぐに用意できますから、ふたりとも手を洗ってきてくださいね」

　ふたりが洗面所に行くのを確認すると、ハッシュドビーフと野菜スープに火を入れ、サラダに海老のマリネを盛り始めた。

「ごちそうさまでした。芳奈ちゃん、料理うまいね。真面目に、店で出せるレベルだよ」

「いえいえ。そんなことはないと思いますけど、お口に合ったのなら良かったです」

　料理を褒められるのは、素直に嬉しい。手のこんだものは作れないけれど、また天袮さんにも食べてほしい――そう思った。

「兄貴はいいよな、こんな旨い料理が毎日食べられて。僕もここで、一緒に暮らそうかなぁ」

「は？　バカも休み休み言え。お前がいたら、芳奈を可愛がることができないだろう」

　八雲さんの口から飛び出した予期せぬ言葉に、思わず彼を凝視する。

　可愛がる？　八雲さん、嘘はよくありません。強いて言うならからかう、いやイジメるというのが正しいと思うんですけど。

　でもそんなこと八雲さんに言ったら、何倍もの仕返しをされるに決まってる。

　ここは何も言わず、穏便に――。

　これは八雲さんと過ごすようになって、二週間で学んだこと。言わぬが花ということわざもあるように、わざわざ本当のことを言って相手を怒らせる必要はない。だってその反撃を受けるのは私自身、なのだから。

「ところで天袮さんは、何をしにここへいらしたのですか？」

「あ、そうだ。忘れるところだった」

　天袮さんはすっくと立ち上がると、そのまま八雲さんの書斎へと駆け込む。何を忘れたのだろうとそのままドアのほうを見ていたら、手に黒いバッグを持った天袮さんが現れた。

「この前ここで兄貴と一緒に仕事したとき、ものすごく慌てててノートパソコン持って帰るのを忘れちゃってね。兄貴に毎日会社に持ってきてって頼んでるのに、一向に持ってきてくれなくてさ」

「そうだったんですね。天袮さん、また今度こういうことがあったら私に連絡ください」

「ホント？　その言葉、本気で受け取るけど、いい？」

「はい、もちろんです。私が天袮さんに代わって、八雲さんを成敗してやります」

「それは頼もしいなぁ」

　天袮さんが優しく微笑む。その顔が八雲さんの笑ったときの顔とリンクして、キュンと胸が高鳴った。

　な、何今の――。

　今まで一度も感じたことのない、今のこの感情を計りかねて首を傾げる。

　だって、どう見てもおかしいでしょ。頭の中に浮かんだ八雲さんの顔にキュンとするなんて……。うん、やっぱり、どうかしている。今のはきっと私の勘違い、だから今すぐ忘れる。

　自分で自分にそう言い聞かせ、何もなかったんだと立ち上がり、テーブルの片付けを始めた。

「芳奈、手伝うよ」

　一緒に食器を片付けようとした八雲さんをやんわりと制し、「大丈夫です」と食器を持ってキッチンにそそくさと避難。だって今八雲さんに近づかれたら、またさっきのわけのわからないおかしな感情が出てきてしまいそうだから……。

　八雲さんから見えないところに立ち、深呼吸をひとつ。少し落ち着きを取り戻すと、食器の片付けを続行した。










揺らぎと変化




　あのあと天袮さんは「大事な用事があるのを忘れていた」と、また大慌てで帰っていった。夕飯の片付けを終えると、アイスコーヒーを淹れて八雲さんのいるリビングへと向かう。

「八雲さん、一息入れませんか？」

　仕事を持ち帰っていたのか、八雲さんは見ていた書類から目を離し顔を私に向けた。

「ありがとう。ちょうど、喉が渇いてたんだ」

　八雲さんはアイスコーヒーを受け取ると、ここに座れとソファを叩く。

「何を見てたんですか？」

　隣に座り、八雲さんが見ていた書類を覗き込んだ。あれ、これって……。

「ポキットのコラボ企画……」

「そう。芳奈の企画だ」

　私の顔を覗き込み意味深に笑う八雲さんの顔を見て、昼間のことを思い出す。

　あ、そうだ。どうして八雲さんも一緒に名古屋出張に行くのか、その理由を問いただすのを忘れていた。

　私もバッグから企画書と赤ペンを取り出し、八雲さんの前に突き出して赤ペンでチョコレート専門店のところを大きな丸で囲む。

「今日部長から、この企画が通りそうだと聞きました。先方にアポが取れ次第名古屋に出向こうと思っているんですが、どうしてそこへ八雲さんも一緒に行くんですか？」

　八雲さんにグイッと近づき、企画書を持って詰め寄る。

「どうしてって、俺が行きたいから」

「俺が行きたいからって、これは旅行じゃないんです。八雲さんは自分の仕事をしてください」

　何か理由があると思っていたけど、まさかそんな理由だったなんて……。

　副社長の言葉とは思えない発言に、少しガッカリする。

「何？　そんなガッカリした顔して、ホントは俺と一緒に行きたいんでしょ？」

　今度は逆に八雲さんに詰め寄られ、違うと顔を横に振った。

「全く、芳奈は正直じゃないね。仕方ない、本当のことを言うと、あの店のオーナーとは知り合いでね。以前にも世話になってるから、お礼かたがた会いに行きたいと思ったんだけど、一緒に行ったらダメ？」

　からかうようなことを言ったかと思えば、甘えるような素振りをして私の目を覗き込む。綺麗な瞳が悲しげに揺れて、胸がぎゅっと痛くなった。

　そんな顔するなんてズルい。ダメなんて言えなくなるじゃない……。

　囚われていた目を、ほんの少し逸らす。小さく息をこぼすと、仕方ないというように口を開いた。

「ダメじゃないですけど、仕事の邪魔だけはしないでくださいね」

「わかってるって。俺を誰だと思ってるの？　あ、それと。ホテルはこっちで手配するから、行く日が決まったら連絡して」

「わかりました」

「あのオーナー、ちょっと偏屈なところがある人だから、コラボの説得には時間かかりそうだな。少なくとも、二泊三日は覚悟しておいたほうがいい」

　二泊三日――。

　どうしても決めたい企画だから、今回の出張で絶対に口説き落としたいと思っているけれど。偏屈な人なんて言われると、胸の奥に隠している不安が顔を出しそうになる。俯きため息をついた私の頭に、八雲さんが手を乗せた。

「行く前からそんな心配そうな顔をしてたら、勝てるもんも勝てない。自分の企画に、もっと自信を持て！」

　八雲さんからの叱しっ咤た激励に、背筋をピンと伸ばす。

　そうだった。やる前から心配したって仕方ない。今回のコラボの企画は私が練りに練った自慢の企画なんだから、堂々と相手にぶつかるだけ。こんなところでくじけていたら、八雲さんの言う通り、勝てるものも勝てない。

「八雲さん。私、頑張ります」

　私らしく、笑顔で。

「頑張りすぎて、空回りしないようにしろよ」

　そう言って私の頭を撫でる八雲さんの柔らかい表情を見ると、心の奥の不安が徐々に消えていった。




　定時を三十分過ぎた、十八時ちょうど。

　ポキットに関する資料を揃え、持っていく書類とともにバッグにしまうと、一度深呼吸してから宮下部長のところへと向かう。

「宮下部長」

　部長は顔を上げ、ニヤリと片方の口角を上げる。

「梅岡、いい顔をしているな。準備は整ったか？」

「はい、抜かりなくです。先方にアポが取れたので、明後日の日曜日に名古屋に入ってお店の状況などを見てから、話を進めたいと思います」

　チョコレート専門店の『ショコラティエ煌あき月づき』の日曜日は、朝から行列ができるほどの人気。でも午後三時には閉店と決まっているので、そのあとに会う手はずになっている。

「副社長も一緒の件は、大丈夫そうか？」

「は、はい。なんとか……」

　大丈夫そうかと聞かれても、今更大丈夫じゃない……とか言えるわけがないでしょ。

　コラボのお願いをすることへの不安はなくなったけれど、八雲さんと一緒に名古屋に行くことは不安でしかない。

「梅岡、交渉は焦らずだ。気合入れて行ってこい！」

「……はい」

　私と八雲さんの裏の事情を知らない、部長のその元気が恨めしい……。

　デスクに戻り荷物が入って重くなったバッグを肩に掛けると、商品企画部のフロアを出た。

　二日後の日曜日、午前九時。

　東京発、新大阪行き【のぞみ】に乗り、荷物を棚に上げ座席に座る。

「忘れ物はないか？」

「八雲さん、それ新幹線に乗ってから聞きます？」

　八雲さんとの意味のない会話をさっと済ませ、ほっと息をつく。乗る前に買ったお茶の入ったペットボトルを開けると、それを喉に流し込んだ。

「緊張してるのか？　俺とふたりで」

　そう言って八雲さんは腕を組み私にもたれ掛かると、肩に頭を乗せた。

「いいえ。煌月さんとお会いするので、緊張してるだけです。間違っても八雲さんには緊張しませんから、ご心配なく」

　でもその頭をどけることはせずに、そのまま肩を貸す。

　八雲さんはここ三日ほど朝は早くて帰りも遅く、ご飯も一緒に食べていないし顔すら合わせることも少なかった。すれ違いの生活で食事をとっているのか心配になってメールをしたら、『大人だから大丈夫』と返ってきて安心していたけれど……。

　きっと疲れてるんだよね。だから肩を貸すくらいお安いご用、少し寂しいと思っていたからこの距離感が心地いい。

　……って私、心地いいとか何？　どうしたの自分？

　いやいやこの感覚は、当たり前のものがそばになかったからのもので、別に愛とか恋とかそういったたぐいのものではない。八雲さんが何をしようがどこにいようが、私には全然関係のない話。だから寂しいと思ってしまったのもきっと私の錯覚……ただそれだけのこと。

　ふと顔だけ動かして八雲さんを見れば、小さな寝息を立てていて……。

「八雲さーん、起きてますか？」

　小さな声だが呼んでも返事がないということは、完全に寝てますね、これは。

　ふふっと自然に笑みがこぼれ、椅子に全身を預けるように身体の力を抜く。

　仕方がない――。

　名古屋まで二時間弱。八雲さんの重みを肩で感じながらゆっくり目を閉じると、頭の中で今回の交渉のシミュレーションを始めた。




「ごめん。まさか、乗ってすぐに熟睡とか……悪かった」

　新幹線の中での記憶が全くないと、申し訳なさそうに頭を掻く八雲さんを見て笑いがこみ上げる。

「もういいですよ、そんなに謝らなくても。おかげでゆっくり、交渉のシミュレーションができたので」

　新幹線から降り、スーツケースを引こうとした手を取られる。

「俺が持つ」

「え！　でも……」

　自分のバッグを右肩に掛け私のスーツケースを持つと、左手で私の右手を握る。

「行くぞ」

「は、はいっ」

　突然のことに驚いて、八雲さんの手をギュッと握り返してしまう。久しぶりに触れた彼の手は相変わらず大きくて、胸はドキドキしているのに気持ちは妙に落ち着くのは何故なんだろう。

　私の手を引く、八雲さんの手に目を動かす。半袖のシャツから伸びる腕は、細いのに筋肉質でたくましい腕で。そこから身体の線をなぞるようにゆっくり目線を上げていくと、見み目め麗うるわしい横顔に到達した。

　ここは名古屋で両親もいないのだから、ふたりが恋人同士だとアピールする必要はない。それなのにこんなふうに手を繋ぐなんて、八雲さんは一体何を考えているの？

　心を探るかのように、手を引かれながら彼の横顔を窺ってみる。でもやっぱり横顔を見てるだけじゃ、八雲さんの本意を知ることはできなくて。

　しばらく、このままで――。

　何故か勝手に緩む顔を引き締めると、少し前を歩く八雲さんの歩幅に小走り気味に自分の歩幅を合わせた。




　改札を出ると長いコンコースを抜け、駅前からタクシーに乗り込む。途中で泊まるホテルに寄って荷物を預け昼食を取りながら時間をつぶすと、ショコラティエ煌月に向かった。

　店は車で一時間半ほど行った閑静な住宅街の一角にあって、真っ白な外壁に赤い屋根が目印だ。

「名古屋に来るのは一年半ぶりです」

「そうなのか。そのときは何をしに名古屋へ？」

　八雲さんは足を組み、私に優しい目を向ける。心臓が小さな音を立て慌てて目を逸らすと、窓の外を見る。

「友達と旅行です。でも目的は、もうひとつあってですね」

　バッグから資料を取り出すと、ショコラティエ煌月の記事を指差した。

「これ雑誌の切り抜きなんですけど。二年ほど前にこの記事を見て、どうしても行きたくて。尊敬しているというか、いわゆるミーハー気分ってやつです」

「煌月がイケメンだからか……ふ～ん」

　あれ？　なんか急に、機嫌悪そうな表情になってるんですけど。何か私、八雲さんの気に障るようなこと言ったかしら。

　確かにここに載っている煌月さんはカッコいいけれど、理由はそれだけじゃない。

　彼のチョコレートに対する気持ち。

　美味しいものを子供からお年寄りまで、多くの人に食べてほしい――。

　この記事からはその思いが溢れていて、私利私欲に走らないその姿勢に心惹かれた。それは価格にも現れていて。原材料は厳選していいものを使っているのに、チョコレートひとつの値段は驚くほど安い。

　そう言えば……。

「八雲さんは煌月さんとお知り合いと言ってましたけど、どんな関係で……」

「教えない」

「え？」

「芳奈には教えない」

　教えないって……。八雲さん唇を尖らせて、まだ怒ってる？　こういうところは子供っぽいというか、可愛いというか……。

　バッグの中をゴソゴソ探り、手のひらサイズの小さな箱を取り出す。スライドさせて中身を一粒摘むと、それを八雲さんの口元に運ぶ。

「何？」

「疲れてるときは甘いものがいいんです。はい、口を開けてください」

　最初こそ私の迫力に怯む八雲さんも、観念したのかおずおずと口を開く。瞬間、ポイッとそれを放り込むと指先で彼の唇を閉じた。

「チョコレート……」

「そうです。チョコレートは健康の源、万能薬とも言います」

「今から煌月のところに行くのにチョコレートって。ホント、芳奈は面白いよな」

　八雲さんは苦笑して、チョコレートをもう一粒頬張る。八雲さんの口から〝面白い〟の言葉が出るときは、機嫌のいい証拠。何を怒っていたのかはわからないけれど、作戦は成功したみたいだ。

「それはもちろん煌月さんのチョコレートよりは……ですけど、これはこれで美味しいです」

　私もひとつ食べると、とろける甘さに頬を押さえる。

「う～ん。やっぱりチョコレートは美味しい」

　今日は煌月さんのところへ行くからバッグに忍ばせるかどうか迷ったけれど、持ってきてよかった。そう心の中で呟くと、窓の外を見る八雲さんの優しい横顔を見つめた。




「もうすぐ到着しますよ」

　タクシーの運転手さんに告げられて、背筋をぴしっと伸ばす。緊張からか、深呼吸する数も増えだした。

「おい、芳奈。今からそんなに緊張して、大丈夫か？」

　八雲さんは苦笑しながらそう言って、私の頭を撫でた。交渉なんて八雲さんには朝飯前かもしれないけれど、私にとってはまだ人生二回目のことで。それが尊敬している煌月さん相手なら、緊張しないほうがおかしいというもので。

「今日は挨拶程度なんだろう？　交渉の本番は明日なんだし、もう少し肩の力を抜いたらどう？」

「そうですけど。仕事とは言え、やっぱり憧れの煌月さんにお会いするのは緊張します。それにできれば、今日話をしたいなと」

「はやる気持ちはわからないこともないが、あまり先走りすぎるな。相手のことも考えて……」

「そんなこと八雲さんに言われなくてもわかってます。もう放っといてください」

　そう言い放ち、八雲さんに背中を向ける。すぐに言い過ぎたと気づいたけれど、今更なかったことにはできないし、笑顔で振り返ることもできない。

「ありがとうございました」

　突然聞こえた運転手の声に、ハッとして前を向く。今日の目的地の、赤い屋根が見えている。手にしていた資料を慌ててバッグにしまい肩に掛けると、ふぅ～と息を吐いて気持ちを切り替えた。










アメとムチ




　時刻は午後二時三十分。

　タクシーを降りると、真夏の容赦ない日差しが照りつける。

「結構暑いな」

　八雲さんは太陽の光を避けるよう手をかざし、横目でちらっと私のことを見る。目線が合ってしまい、肩を落とすと彼のほうに向き直った。

「さっきはごめんなさい。少し言い過ぎました、反省してます」

　頭を下げた私の肩に、大きな手が乗せられる。

「反省してます……か。別に謝ることはないんじゃないか？　芳奈は何も悪いことしてないんだし」

「でも……」

「そんなことより、今は仕事に集中したほうがいいと思うけど？」

　確かに。いや、もちろん八雲さんへの謝罪も大事だけれど、まずは交渉に向けて気持ちを集中させるのが先決だ。

「お客さん、結構並んでますね」

　赤い屋根に白い壁。南欧風の可愛らしいまるで絵本に出てきそうな店の前には、十人ほどの人たちが列を作っている。でも誰ひとり嫌な顔ひとつせず待っているのを見ていると、それだけで一年半ぶりのチョコレートとの再会に期待が高まる。

「八雲さん、どうしますか。アポの時間は三時なんですけど、早く着いたら店員さんに声をかけてと言われてまして」

「そうだな。外も暑いし、その言葉に甘えて中に入らせてもらうか」

　八雲さんの言葉に賛成と頷き、店に入ってすぐのところにいた店員さんに声をかける。煌月さんから通達があったのか、すぐに店の奥に案内された。南欧風の建物の店内も外観と同じように可愛らしく、所々に飾られた花がその印象をより良くしている。

　六畳ほどの部屋でソファに座って待っていると、しばらくしてノックが聞こえドアが開く。煌月さんが顔を覗かせ、慌てて立ち上がった。

「よう八雲。久しぶり、元気だったか？」

　部屋の中に入ってきた煌月さんは真っ直ぐ八雲さんのほうに向かい、ふたりは握手を交わす。

「轟ごうこそ、忙しそうだけど元気でやってるか？」

　目の前で繰り広げられている再会劇に、ひとり置いてきぼりの私は呆然と立ち尽くす。

「君が今回連絡をくれた、梅岡さん？」

　突然声をかけられハッと我に返るとバッグから名刺入れを取り出し、一枚煌月さんに手渡した。

「初めまして。クリキホールディングス第一商品企画部の、梅岡芳奈と申します。この度はお忙しい中時間を作っていただき、誠にありがとうございます」

　少し早口に挨拶をし、煌月さんに頭を下げる。人の第一印象は挨拶で決まる、と言っても過言ではない。

　印象良く誠実に、笑顔で明るく――。

　その四つを心がけて挨拶したつもりだったのに、何故か笑われているような……。

　不思議に思い顔を上げれば、八雲さんと煌月さんが顔を見合わせて笑っていて。わけのわからない私は、心外だと言わんばかりに八雲さんのほうを睨みつける。それに気づいた八雲さんが、私に一歩近づいた。

「笑っていたのは別に、バカにしてじゃない。今どきの若い女性にしては、律儀で真面目だなと思って」

　そうだとしても頭を下げているときに笑われるのは、あまり気分のいいものじゃない。でもここで目くじら立てても仕方ないし、煌月さんもいることだし穏便にと呼吸を整える。

「当たり前です。副社長は煌月さんとお友達のようですが、私は初めてお会いするんです。真面目にもなります」

　さらっとそう答えると「だな」と言って、八雲さんが優しい眼差しを私に向けた。胸がキュンと疼く。

　……って、私の胸！　相手は八雲さんだよ？　なんでキュンなんて疼くの？　今は仕事中なんだから、そういう感情は鳴りを潜めててよ。

　どうやら私の胸は、八雲さんにはよく反応するらしい。

　頭の中から余計な概念を蹴散らし、目の前のことだけに集中する。手に持っていた名刺入れをバッグにしまい、ソファに腰掛けた。

「煌月さん。あらためまして、今回進める新商品のコラボについて、ご説明させていただきます」

　コラボに関する企画から、今後の一連の過程についてをまとめた書類を用意し、煌月さんの前に並べる。その中から企画書を手に取ると、それを煌月さんに渡した。

「そちらが、私が作った企画書になります。目を通していただけますでしょうか？」

　煌月さんは私の言葉に、一瞬企画書に目を向けかけて、それをすぐにやめてしまう。手にしていた企画書をテーブルに戻すと、長いため息を漏らした。

「梅岡さん、すみません。名古屋までわざわざ来てもらったのに申し訳ないんだけど、この話を受けることはできません。本当なら電話のときに断るべきだったのですが、僕が優柔不断なばかりに……」

　煌月さんはもう一度「すみません」と言うと、テーブルに肘をついて頭を抱えた。

　なんで、どうして……。

　今日、いい返事をもらって、明日詳しい話をして、早ければ今月末には契約を……と思っていたのに、なんでこんなことになってしまったの。

　頭の中が一瞬で真っ白になって何も考えられなくなってしまう。交渉する余地も与えてもらえず、こういう場合はどうするのが一番なのかと頭の中にあるマニュアルを片っ端から読み漁る。

　でもここで、しばらく黙っていた八雲さんが、口を開いた。

「煌月さん。ここからは梅岡の上司、クリキホールディングスの副社長として話をさせてもらいたい」

「いや。いくら八雲の頼みでも、この話を聞くつもりはない」

「まあそう、話を急かすな。今回梅岡の企画を進めることにしたのは俺なんだ。もちろん梅岡が作成したこの企画書が、よくできているのが一番の決めてになったわけだが。それだけじゃない」

「なんだよ……」

　煌月さんは小さな声でつぶやき俯くと、ため息をひとつこぼす。

「この企画は煌月にとっても悪い話じゃない。お前も原材料のカカオ豆には拘こだわっていると思うが、そこはクリキだって負けてはいない。年に何度も現地に赴おもむき品質向上に取り組んでいるからな。〝世界一美味しいチョコレート〟を追求するための商品開発への取り組み、製造技術などを共有することができる」

　八雲さんの話を聞いて、煌月さんが顔を上げた。

「将来的にはポキット以外にも、煌月ブランドとしてクリキと共同開発だってできるんだ。どうだ、興味が湧かないか？」

　八雲さんはそう言うと、煌月さんのことを真っ直ぐ見つめた。その視線に何かを感じたのか、煌月さんは目線を彷徨さまよわせる。

「どうしてショコラティエ煌月のチョコレートを使わないといけないのか、どうしてポキットとのコラボ商品を作りたいのかという想いが、梅岡のこの企画書には嫌というほど詰まっている」

「八雲さん……」

　彼がこの企画を推してくれたのは知っていたけれど、まさか私のショコラティエ煌月を想う気持ちまでわかってくれていたなんて……。

　胸が熱くなって、目に涙が浮かびそうになるのをぐっと堪える。

「だからこの企画書は、どうしても煌月に見てもらいたい。そしてそこから何かを感じ取ってもらえたのなら、俺はそれだけでもこの企画書には意味があると思う」

　八雲さんの真の言葉に、心の中でピンと張り詰めていた糸がふわりと緩む。それは煌月さんも同じだったようで、一度テーブルの上に戻した企画書を手に取るのが見えた。

「騙されたと思って、一度目を通してはくれないだろうか？　頼む、煌月」

　頭を下げる八雲さんを見て、胸が詰まる。本当なら私が自分でやらないといけないことなのに、私は八雲さんに何をやらせてしまったんだろう……。

「八雲、顔を上げてくれないか？　俺はお前に頭を下げられるのが、昔から一番苦手なんだ。わかった、今日中に見ておくよ。だたそれで俺の心が動くかどうかは、保証できないけどな」

「ああ、それで構わない」

　八雲さんと煌月さんはそう約束を交わすと、目と目で何かを語り合う。私はそんなふたりのことを、ただ黙ったまま見つめていた。




　交渉は煌月さんが企画書を読んだあと、明日行われることになった。煌月さんが呼んでくれたタクシーに乗り込み、ショコラティエ煌月をあとにする。

　しばらくは、どちらも黙ったまま。八雲さんは窓の外を流れる景色を、私は自分の手元に目線を落としている。そんな少し重苦しい空気を切ったのは、彼。

「先走るどころか、何もできなかったな。轟に断られて、頭ん中真っ白になったとか？」

「っ！」

　八雲さんに痛いところを突かれて、言葉に詰まる。私に向けている表向きの顔は笑っているのに、裏を返せば無表情で。これは完全に相手にされていない、バカにしている顔だ。

　こんなつもりじゃなかった。最初から一度でいい返事をもらえるとは思ってなかったし、断られても何度だって相手に挑むつもりだった。

　それなのに、いざ蓋を開けてみればこの有様で。私の小指の先ほどの自信は、木こっ端ぱ微み塵じんに吹っ飛ばされてしまう。

「何？　俺がいるから大丈夫とか、高をくくってた？」

「そんな……！」

　そんなこと、これっぽっちだって思っていない。

　だってそうでしょ。今回の名古屋出張に一緒に行くと言い出したのは八雲さんで、私の希望ではない。煌月さんが八雲さんの知り合いだとは知っていたけれど、親友だったとは知らなかった。だから今回の交渉は大丈夫なんて、そんなこと思うはず……なかった――本当に、そう言える？

　どこかで、心のずっと奥のほうで、八雲さんがいれば大丈夫、なんとかなるって思ってなかった？　もしかしたらその勝手な思いが、断られたときに頭の中が真っ白になった原因だったとしたら……。八雲さんの言う通り、私は高をくくっていたのかもしれない。

　悔しい――。

　身体の内側から湧き上がる、屈くつ辱じょくにも似た思いに唇を噛む。後悔ばかりが押し寄せてきて、今にも泣いてしまいそうだ。

　それをなんとか堪えていると、窓の外に名古屋駅のツインタワーが見えてくる。タクシーが減速し、今日泊まるホテルの前に停車した。ドアが開き、八雲さんを待たずに外へ出る。

「芳奈？」

　支払いをしていた八雲さんが、ドアから外を覗く。一瞬目が合い、逃げるように目を逸らした。

「少し、頭を冷やしてきます」

　八雲さんに背中を見せたまま、取るものも取り敢えずその場から走り出す。

「おいっ、芳奈！」

　私の名前を呼ぶ八雲さんの声に振り向くこともせず、大勢の人で賑わう街の中へと入っていった。




　こういうとき人で溢れている繁華街は、身を隠してくれるからありがたい。八雲さんが追ってきたとしても、容易に見つけ出せないだろう。

　ゆっくりと足を止め、息を整えながら振り返る。当たり前だが、八雲さんの姿はない。最後に大きく息をつき、直ぐ側にあった壁にもたれ掛かる。バッグからスマホを取り出すと、案の定八雲さんからの着信がひっきりなしに入っていた。

「そっか。煌月さんのところで、サイレントにしたままだったんだ」

　また八雲さんからかかってきても、今は出るつもりはない。それならと、思い切って電源を切った。走ってきたせいか、やたら汗が出る。

　どこかで一休みしようとして、街でよく見かけるドーナツショップが目に入り店内に入った。定番のオールドファッションとアイスティーをオーダーし、窓際の席をキープ。頬杖をつくと、アイスティーを飲みながら人の往来を観察する。

　サラリーマンにショップの店員、小さな子供連れのファミリーに手を繋いで歩く老夫婦。様々な人たちが、様々な思いを胸に目の前を通り過ぎていく。その中には私と同じように仕事がうまくいかなくて、落ち込んでる人もいるだろう。

　それでも泣き言ひとつ言わず、次こそは成功を収めようと前に向かって歩いていく。こんなところで立ち止まっている暇はない、時は刻一刻と過ぎていくのだから……。

　何してるんだろう、私――。

　残っていたドーナツを一気に口の中に放り、それをアイスティーで喉の奥に流し込む。スマホの電源を入れ八雲さんに電話をかけると、間髪をいれずに八雲さんと繋がった。

「芳奈！　お前、今どこにいるんだ！」

　そう来るだろうと思ってはいたが、突然電話越しに怒鳴られて耳が痛い。

「ごめんなさい……」

「ごめんじゃないだろう！　スマホの電源も切って、何考えてるんだ。子供じゃないんだから心配かけるなよ。早く戻ってこい……」

　最初は怒っていた八雲さんも、次第とその声に力がなくなっていく。しばらく無言だった八雲さんはホテルの部屋番号を告げ、電話を切った。

　八雲さん、心配してくれていたのかな……。

　無性に八雲さんの顔が見たくなってバッグを肩に掛けると、ドーナツショップを出て雑踏の中へと駆け出した。

　さっきまで重たかったバッグが、今は軽く感じる。

　早く八雲さんに会いたい――。

　逸はやる気持ちを抑え走っていると、〝できたて〟と書いてあるのぼりが立つサンドイッチ店を発見。

　八雲さん、お腹空いてるかも……。

　棚に並んでいるサンドイッチは、どれも美味しそうで。結局、三種類のサンドイッチを購入して店を出た。




　東海エリア随一の高層ホテルの四十五階にある、客室の前にひとり立つ。呼び鈴を押すのを躊躇ためらっていると、ドアが突然音を立てて開いた。

「うわっ！」

　驚いて後ろへと倒れそうになった身体を、その人が抱きかかえてくれた。

「電話を掛けてきてから、どれだけ俺を待たせれば気が済むんだよ。ドアの前で、いつまでも突っ立ってるんじゃない！」

　いきなり大声で怒鳴りつけられ、身体をしゅんと小さくさせる。そんな私を、八雲さんが強引に抱き寄せた。

「ごめんなさい」

　素直に謝ると、いまだに不機嫌そうな八雲さんは私から離れ客室の中に入っていった。私も彼のあとに続く。

　電話で『この部屋に来い』と言われ来てみれば、まさかのスイートルーム？　ホテルの予約は八雲さんに任せてしまったけれど、私の部屋もスイートじゃないよね？　恐る恐る、聞いてみる。

「あの、八雲さん？　私の部屋は何階になりますか？」

「何階？　何階も何も、ここ」

「ここ？　ここって……」

　同じ階というなら、やっぱり私もスイートルームということなんだろうか。ありがたい話だけど、私にスイートルームは場違いすぎる。寝るだけなんだから、スタンダードな部屋で十分だ。

「私は普通の部屋でいいので、空いてるかどうか確認を……」

　フロントに電話を入れようと電話に伸ばした腕を、八雲さんが手荒く掴む。

「さっき俺が言ったことを聞いていなかったのか？　お前の部屋もここだ」

「だから……え？　ここって、この部屋ってこと？　え？　ちょっと待ってください。じゃあ八雲さんは？」

「俺もここ」

　ああ、そういうこと。ようやく理解しました……って違うでしょ！　しかもこの部屋、ベッドがひとつしかないんですけど！

「私はソファで寝るんでしょうか？」

「は？　何言ってるの。キングサイズだぞ。一緒に寝るに決まってるだろ、婚約者なんだから」

　なんで急にここで婚約者が出てくるの？　マンションでも別々の部屋で寝てるのに、どうして出張先で一緒に寝るの！

「意味がわかりません……」

　でも今は、寝るのはどうとかそんなことより、黙っていなくなったことを謝るほうが先で。八雲さんの正面に立ち、彼を見つめた。

「今日は重ね重ねご迷惑をおかけして、すみませんでした。もう二度とこのようなことがないよう、精進いたします」

「真面目だな。仕事のことはともかく、急にいなくなるのだけは頼むからやめてくれ」

「はい、すみませんでした。お詫わびと言ってはなんですけど、サンドイッチ買ってきたので一緒に食べませんか？」

「いいね」

　八雲さんが今日一番の明るい表情を見せてくれて、嬉しさに頬が勝手に緩む。

「コーヒーでいいですか？」

　頷く八雲さんに笑顔を返し、ミニキッチンがあるスペースに向かう。さすがはスイートだけあってコーヒーも何種類か用意されていて、キリマンジャロを選ぶとポットでお湯を沸かす。

　カチッと音がして沸き上がったのがわかると、ポットを持ちコーヒーを淹れ始めた。でも持ち方がいけなかったのか、急に手の力が抜けポットがおかしな方向に傾いてしまう。沸騰したてのお湯が注ぎ口からとびだし、左腕にかかった。

「熱っ！」

　ポットはそのまま落ち、床を濡らした。幸い湯が足にかかることはなかったけれど、左腕はじんじん痛む。

「大丈夫か！」

　私の声を聞いた八雲さんが、血相を変えて駆け寄る。赤くなっている私の左腕を見ると手を掴み、蛇口から水を出して私の腕を冷やし始めた。

「バカだな。ホント、何してるんだよ」

「すみません。でも少しかかっただけだし、大丈夫ですから」

「大丈夫なわけないだろう！　お前は女なんだぞ、肌に傷でも残ったらどうするつもりなんだ」

　どうするつもりも何も顔じゃないんだし、さほど心配することでもないと思うんですけど……。

　でも八雲さんの顔は怒ったままで。「このまましばらく冷やしておけ」と言って、部屋から出ていってしまった。

　私のバカさ加減に呆れて、どこかに行ったのかも……。

　全部自分が蒔まいた種なのに、惨めな気分に涙が溢れる。八雲さんに嫌われたかと思うと、一度溢れ始めた涙を止めることができなくなってしまった。

　でもここはホテルで大きな声を上げて泣くわけにもいかず、咽むせび泣いていると、八雲さんが慌てて客室に戻ってきた。

「どうした？　手が痛いのか？」

「八雲さん……」

　名前を呼ぶのと同時に、彼の身体を抱きしめる。左腕が痛むのも気にせず、その身体を強く強く抱きしめた。

「か、芳奈、どうした？」

「だって、もう戻ってきてくれないと思ってたから。八雲さんがいなくなると思ったらすごく悲しくて、涙止まらなくて……」

　その言葉の続きを言おうとして、こぼれ落ちる涙の意味に気づく。

　惨めだからだと思っていたけど、違うみたい。

　だって、これは……。

　八雲さんのことが好きだから――。

　それがわかってしまうと、胸の苦しさが消えホッと息を吐く。涙も止まり、抱きついたまま、八雲さんを見上げた。

「好きです、八雲さんのことが……」

　最初こそ驚いた顔をしていた八雲さんも、徐々に軽やかな表情に変わっていく。最後は勝ち誇ったように右の口角を上げて微笑むと、少し屈んで顔を私に寄せた。

「まあ、そうだろうとは思ってたよ」

「え？　それって……」

「ちょっとからかうと、顔真っ赤にしてたからね」

「イヤぁ……」

　だったら、もっと早く言ってくれればよかったのに……なんて言えないか。

　きっと今の私の顔は、また真っ赤で。見られまいと伏せた顔を、八雲さんによって再度上げられる。

「な、何……」

「何って、言わなきゃわからない？」

　八雲さんの真剣な眼差しが、私の心を射貫く。

　この状況で何をされるのか……もちろん、聞かなくてもわかるというもので。八雲さんの顔が徐々に近づき始めると、ゆっくりと目を閉じた。

　でも八雲さんの唇は思った以上に早く私から離れ、物寂しさに彼を見つめる。

「ここでそんな顔して煽あおるな。芳奈が思ってるようなことになったら、朝まで寝かせないけど、いいのか？」

　私が思っているようなことって……。イケない妄想が頭の中を駆け巡り、一気に体温が上昇する。それは無理だと頭を横に振ると、八雲さんは笑いながら私の左腕を取った。

「まずは、腕の手当だ」

　見れば机の上には、消毒液や塗り薬、ガーゼに包帯などのヤケドの手当に使うものが揃っていた。

「これは？」

「ホテルに用意してもらった」

「じゃあさっきは、これを借りに行ってたとか？」

　頷く八雲さんを見て自分の早とちりを知り、またもや顔が熱くなる。ちょっと考えればわかりそうなものを、いなくなってしまったと思って泣いて、挙句の果てに告白までしてしまうとは……。

　人生初の告白なのに、人生最悪の告白になってしまいました。これが俗に言う、〝穴があったら入りたい〟状態だ。

「さっきのは忘れてください」

　私の腕に目線を落としていた八雲さんが顔を上げ、怪け訝げんな表情を見せる。

「忘れてって何を？」

「ここに来てからの全般？」

「無理。そんなこと今更だろう」

　即答されて、次の言葉を失う。

「でも……」

　好きだと気づいてしまった今、顔を見ていられないというか、腕に手が触れているだけでドキドキが止まらないというか……。

　とにかく、胸が苦しくてたまらない。生まれて初めての恋に、心臓が破裂しそうだ。

「よし、できた」

　でも八雲さんは、そんな私の気持ちもつゆ知らず。手際よく手当を終えると、私のヤケドをした腕と反対の右手を掴んで立ち上がる。

「腕のヤケドも軽傷で済んだし、サンドイッチを食べたら上のラウンジで軽く飲まないか？」

　いつの間にか手は恋人繋ぎになっていて、これではノーは言えないと苦笑い。

「いいですよ」

　彼の手を握り返すと、笑顔で歩き出す八雲さんのあとについていった。




　ラウンジに到着すると、接客スタッフに夜景が楽しめる窓際の席へと案内される。八雲さんはジントニックを、私はモスコミュールを注文した。

「煌月さんのところでは八雲さんに頭を下げさせてしまい、本当にすみませんでした」

　昼間のことを謝り頭を下げようとしたら、それをやんわり止められる。

「勘違いするなよ。頭を下げたのは芳奈のためじゃない、あくまでも会社のためだ」

「でも……」

「芳奈は〝でも〟が多すぎる。仕事中は公私混同するつもりはないからな。あの企画は芳奈のもので、芳奈自身が結果を勝ち取らなきゃ意味がない」

　だから八雲さんは、一度なくなりかけた〝明日〟という日を用意してくれた。もう一度、チャンスを与えてくれたのだ。

「ああいう状況下でマニュアルなんて使いもんにならない。自分の頭で、心で考えて行動する。理屈じゃない、本能で考えろ。俺はいつも、そうやって仕事に向き合ってきた」

　八雲さんが言っていることも、今ならわかる。臨機応変、マニュアルだけがすべてじゃないと、八雲さんが教えてくれた。

「でも、帰りのタクシーの中では少し言い過ぎた。嫌みな言い方をして悪かった、許してほしい」

　私に向かって頭を下げる八雲さんの肩を、思いっきり引き上げる。彼の手を取ると、包み込むように握りしめた。

「そ、そんな、八雲さんは何も悪くないじゃないですか。謝るなんて、八雲さんらしくないです」

「俺だって悪いことをしたら謝る。そこまで傲慢じゃないぞ、俺は」

「はい。タクシーの中でのことは、愛のムチ？だと思って明日頑張りますから、見ててください」

「ああ、期待してる。なあ芳奈」

「はい」

「腕……」

　腕？　ヤケドをした腕のことを言っているのかと、左腕を前に出す。八雲さんは包帯が巻かれた腕をそっとなぞり、愛しむように顔を寄せた。

「まだ痛むか？」

「ほんの少し。でも八雲さんが手当をしてくれたから、痛みなんてすぐに消えます」

　お酒が入ったせいか、八雲さんの表情が少し甘いものへと変化し始めている。さっきのようなスキンシップも多くなって、このままでは私のほうが溶けてしまう。

　勝負は明日。本当はもう少しこのまま、八雲さんとの時間を楽しみたいところだけれど。寝不足、二日酔いの顔で、煌月さんのところに出向くのはよくないと、モスコミュールを一杯だけでやめておいた。

「八雲さん。明日も仕事ですし、そろそろ部屋に戻りませんか？」

「そうだな」

　珍しく素直に言うことを聞く八雲さんに苦笑しながら、また手を繋いで部屋へと戻った。










成功と初体験




　午前十時。

　朝から暑いくらいいい天気で、否応なしにヤル気が漲みなぎる。でもやりすぎ注意、空回りしないように気持ちを抑えつつ、八雲さんと一緒に煌月さんのところへ向かう。

　ショコラティエ煌月の前に立ち深呼吸すると、気持ちを集中させる。睡眠もバッチリ……と言いたいところだが、八雲さんと同じベッドでの就寝は思うようにいかず少々寝不足気味。と言っても何かあったわけでもなく、ただ寄り添って眠っただけ。それでも男性と一緒に寝るなんて父親以外初めてのことで、心がざわつきすぐに眠ることができなかった。

　つい、大きなあくびが出てしまう。

「何、寝不足？」

　私の様子を窺っては、朝から意地悪を言う八雲さんをスルー。もう一度深く息をして姿勢を正すと、店の中へと入っていった。すぐに煌月さんの姿を見つけ、彼のところに行く。

「おはようございます、煌月さん」

「はい。梅岡さん、おはようございます。ああ、八雲もおはよう」

「おはよう。俺はなんだ、おまけみたいだな」

　昨日とは打って変わって和やかなムードが流れ、緊張していた身体が少しだけ緩む。でも油断は禁物。昨日のような失敗は許されないと、肩に掛けているバッグの持ち手をギュッと握りしめた。

「今日はここで話をしてもいいかな？」

　煌月さんはそう言うと、イートインスペースにある椅子を指差して私を呼ぶ。

　これって、ここに座れってことだよね？

　煌月さんのところに行くと、ウエイターよろしく椅子を引きそこに私を座らせた。当たり前のように、八雲さんが私の前に座る。

「今日は休みだからね、従業員がいなくて申し訳ないけど……」

　そう言いながら八雲さんが用意してくれたのは、ブレンドコーヒーとチョコレート。

「それ、新作のプラリーヌ。一番に試食してみてくれる？」

　真っ白な皿の上にあるのは、一粒のチョコレート。艶のある一口サイズのそれに、一瞬で目を奪われた。

「私が食べてもいいんですか？」

「梅岡さんに食べてもらいたいんだ」

　そう言われて、チョコレートに伸ばしかけた手を止めた。

「どうした？」

　八雲さんに顔を覗き込まれ、なんでもないと首を振る。

　新作を一番に食べられる。それはもちろん光栄なことで喜ばしいことなのに、一瞬躊躇ったのは今回の交渉のことが頭をかすめたから。このチョコレートを食べた感想が的外れなものだったら、煌月さんとの交渉がうまくいかなくなってしまう。八雲さんも期待してくれているこの企画を、失敗に終わらせるわけにはいかない。

「いただきます」

　それでも煌月さんの厚意を無下にはできず、緊張の面持ちで手を伸ばす。それをゆっくり眺めた後、口へと運ぶ。一瞬甘い香りが鼻をかすめて、それだけで幸せな気持ちが溢れ出す。

　一口サイズのチョコレートが口の中に収まり、最初に少し苦味が走ってそれがビターチョコレートだとわかる。中には濃厚なキャラメルソースとガナッシュが入っていて、口の中いっぱいに溶け広がった。

　ガナッシュの魅力は、このチョコレートが溶ける食感なんだよなぁ。

　頬を押さえ満足気に微笑んでいると、八雲さんにおでこをピンと小突かれる。

「うっ。何するんですか、痛いです」

「さっさと感想を言え。いつまで待たせる気だ」

　あ、そうでした。このチョコレートの美味しさに浸ってしまってました。

「すみません。もうとにかく美味しくて、言葉にするのももったいないくらいです」

「言葉にしなきゃ、伝わらないだろう。俺たちは、ここに何をしに来てるんだ？」

「そうでした。煌月さん、今日は昨日のリベンジをさせてください」

　八雲さんに言われて背筋を伸ばすと、煌月さんと対峙する。昨日渡した企画書と同じものをバッグから取り出す。

「企画書は、見ていただけたでしょうか？」

「はい。拝見させてもらいました。正直、驚いたよ。いい企画だと思う。今までにもチョコレートの監修や共同開発の話は他のメーカーさんからきていたんだけど、全部断ってきた」

「はい、聞いています。生涯、そういうものに参加するつもりはないと」

　チョコレートは生きている――。

　厳選した素材を最大限に活かせるよう、温度や湿度にまで拘り管理を徹底。日々同じ美味しさを保つ環境を整えるのは、簡単なことではない。

　雑誌の取材にそう答えていた煌月さんの言葉に心動かされ、一年半前ここに来た日のことを思い出す。

「煌月さん。私はあなたが作ったチョコレートを食べて、すぐ虜とりこになりました。先程試食させてもらったチョコレートも口の中で溶けるガナッシュの滑らかさはもちろんのこと、ビターチョコレートのほろ苦さとキャラメルソースの甘さのバランスが絶妙でした」

　少し興奮気味に話して息が詰まり、一度深呼吸して呼吸を整え再び口を開く。

「こんな美味しいものがここに来なければ食べられないなんてもったいない、煌月さんのチョコレートを世界中の人たちに食べてもらいたい。その思いが、あの企画書を作るきっかけになったんです。うちの主力商品ポキットとコラボすれば、それは実現可能なんじゃないかということを煌月さん、あなたにどうしても伝えたかった」

　煌月さんのチョコレートへの、想いが溢れて止まらない。目にうっすら涙をため、少し興奮気味に訴えかける。

　そんな私の姿を見てか、煌月さんの目があやふやに揺れた。

「私の企画書を見ても、気持ちは変わりませんか？」

　煌月さんは企画書をもう一度見て、小さくため息を漏らした。

「変わらない……とも言い切れなくて、正直困ってる。俺にとってこの店が一番で、今のペースを崩したくないというのが本音。でも君のこの企画書にある『ショコラティエ煌月のチョコレートをまだ知らない人に、ポキットの音とともに届けたい』というコンセプトには心を乱されたよ」

　煌月さんは隣の席から椅子を持ってきてそれに座ると、八雲さんに目を向ける。

「八雲はどう思う？　ここでチョコレートを作っているのは俺ひとりだ。この店のことを疎かにはしたくない。チョコレートの香りや味も妥協したくないし、最初から無理だとわかっていることにそう簡単には首を縦に振れない」

「それは轟の言う通りだと思う。でもそこをこっちが全面的にカバーできれば……」

　そうだよね、こっちが全面的にカバー……。

　そうか！　ポキットにコーティングするチョコレートの味を決める工程を基本ここで行うことにすれば、煌月さんの言っていることはうまく解決できるような気がする。

「はい、副社長！　そこは私が商品開発部の相羽部長に掛け合って、名古屋でできるようにお願いしてきます。もちろん何回かは本社にも来ていただかないといけませんが、任せてください。相羽部長を口説き落とします！」

「口説き落とすって、お前なぁ。相羽部長は厳しいって聞くぞ」

「それなら、この身体を使ってでも」

「はあ!?　バカ言うな、それはダメだ。というか、芳奈の身体じゃ役に立たない」

「八雲さん、それセクハラですから！」

　私の身体が役に立たないとか、見たこともないくせに……。

　なんて、そんなバカな言い争いをしていると、煌月さんが大きな声で笑い出す。

「本当にふたりは仲がいいな。もしかして、付き合ってるとか？」

「いや、婚約者だ。もう婚姻届にもサインしてある」

「えぇ!?　八雲さん、そんなこと言ってもいいんですか？」

　だって私たちは本当の婚約者じゃなくて、しばらくの間だけの偽りの関係で。婚姻届にサインはしたけれど、あれは父に言われて仕方なくというか冗談というか、その場の流れでサインしただけのもの。本気のはずがない。

　あれ？　でも昨日私から告白して、なんとなくそんな雰囲気になって、付き合う流れになっている？

　ちらっと八雲さんを見れば、彼も私のことを見ていて。わかっているのかいないのか、私が小首を傾げると「ん？」と彼は笑ってみせた。

　よくわからないけれど、やっぱりこれはいい感じ？　これは今晩、確認してみる必要がありそうだ。

　でもまずは……。

　煌月さんに向き直り、彼の両手を握る。

「煌月さん。味や香りについても、妥協はさせません。煌月さんが納得するものができるまで、何度だってお付き合いします」

「梅岡さんが？」

「私は商品開発ではないのでなんとも言えませんが、煌月さんがどうしてもとおっしゃってくださるのであれば、最後までお付き合いできるよう上司に頼んでみます」

「そのときは、よろしくお願いします」

「じゃあ、今回のコラボのお話は受けていただけると……」

　そう問うと、煌月さんは大きく頷いた。瞬間、私は弾けるように八雲さんのほうを向き、彼にガバッと抱きついた。

「八雲さん、やりました！　私の企画が動き出します！」

「よくやったな。俺も嬉しいよ。でもまだこれは始まりに過ぎない。気を引き締めていけよ」

「はい！」

　その後、煌月さんにも抱きつこうとして八雲さんに阻止されたのは、ここだけの話。




　その日の夜。

　今夜はゆっくりホテルの部屋で祝おうと、八雲さんが豪華なルームサービスを頼んでくれた。八雲さんがワインクーラーから赤ワインを取り出し、それをグラスに注ぐ。

「芳奈、お疲れ様」

　ワイングラスを重ねた音が、部屋に響き渡った。

「八雲さん、今回は本当にお世話になりました。きっとあなたがいなかったら、私は一日目でくじけて帰っていたと思います」

「まあ、そうだろうな。ただ、轟の気持ちを動かしたのは芳奈の企画書だ。俺は助言しただけにすぎない」

　八雲さんは赤ワインが注がれたグラスをふたつ持ち、そのひとつを私に差し出す。私がグラスを受け取ると、表情を柔らかいものに変えた。

「とにかく良かった。これでクリキの未来は安泰だ」

「それはちょっと大袈裟ですね」

「ふっ、だな。でも……」

　突然、八雲さんは目を細め、妖しい視線を私に向ける。何事かと身構えると、スッと顔を近づけてきた。

「俺たちの未来は安泰そうだ。乾杯」

　そう甘くささやいた八雲さんが、軽く唇を重ねる。チュッと名残惜しげに離すと、私のグラスに自分のグラスを合わせる。カチンと透き通った音が響き、部屋中を彷徨った。




　ルームサービスの料理が美味しくて、思った以上にお酒が進む。口当たりのいい赤ワインで、ついつい飲みすぎてしまったみたいだ。少し身体がふわふわして、やけに気持ちがいい。

「おっと、危ない」

　手に持っていたグラスを落としそうになって、それを八雲さんがタイミングよくキャッチした。

　ん、あれ、このシーンって……。

　ふと頭の中に八雲さんと初めて会った日、Ｂ＆Ｒでの一ページが蘇る。

　あのときは人の心の中にズケズケと入ってくる、なんて嫌な人だと思っていたけれど。その日を境に、まさか人生が急激に変わるなんて誰が想像しただろう。

　二週間後には一緒に暮らすことが決まり、二十三年間彼氏ができたことのない私は戸惑いの連発。でもそれも何日か経てば慣れてきて、一緒にいることが不思議とイヤじゃなくなっていた。八雲さんの帰りが遅くなる日が続けば寂しかったり、八雲さんの過剰な甘いスキンシップにドキドキしたり。

　今思えば私はあの頃から、八雲さんのことが好きだったのかもしれない。

　少し焦点が定まらない瞳で、八雲さんを熱く見つめる。そんな私の顔を見て苦笑した八雲さんは、自分のグラスをテーブルに置くと立ち上がり、私の脇の下に両手を差し入れて身体をグッと持ち上げた。

「え、えっ、きゃあっ！」

　途端に目線が高くなって、八雲さんの首にしがみつく。クッと鼻で笑った八雲さんはゆっくりと歩きだし、隣のベッドルームへと私を運ぶ。キングサイズのベッドに寝かされると、八雲さんが私の上に跨またがった。

「目、覚めた？」

　そう聞いて身を屈めた八雲さんが、私の着ているシャツのボタンに指をかける。妖艶な笑みを湛えながら、それを器用にひとつずつ外していく。

「あんなトロンとした顔をして俺を煽ったのは、芳奈、お前だからな？」

　いつの間にかボタンは全部外され、下着が顕あらわになっている。八雲さんが私の背中に手を回し入れ、ブラジャーのホックに手をかけた。

　え？　嘘……。

　そこで我に返り、八雲さんの胸に手を当て押しのける。でも私の力なんて些細なもので、すぐに手を取られ組み敷かれてしまった。

「芳奈の初めてがほしい。芳奈は？　俺がほしい？」

　八雲さんの初めて聞くような艶を帯びた声に、ゾクッと身体が震える。初めての経験で……え？　初めて？　八雲さん今、私の初めてがほしいって言ったよね？　それってどういうこと？

　頭の中に疑問符が群がり、八雲さんをまじまじと見上げる。

「やっと気づいたみたいだな。初めて会った日の夜、俺は芳奈を抱いてない」

「そ、そうなの？　じゃあなんであんなことを……」

　記憶のないうちに処女を失って、後悔してもしきれないくらい悩んだのに。まさかなんにもなかっただなんて……。

　ホッとしたのもつかの間、ジリジリと怒りがこみ上げてくる。

「嘘つくなんて、八雲さんヒドい！」

「悪かった。芳奈が全然覚えてないみたいだったから、癪に障ってからかった。でもな、俺にだってポリシーはあるんだよ。どんだけヤりたくても、落ち込んで酔ってる無防備な女は抱かない。っていうか俺は、好きな女しか抱かない。こういうことは、ふたりの想いが重ならないと気持ちよくないだろう？」

　私の髪をかき上げると、こめかみにキスをひとつ落とす。

「そうなの？」

「安心しろ。初めての女には、優しくする」

　八雲さんの唇が頬に触れ、まぶたに触れ、鼻先をかすめ、唇に触れる。

　啄ついばむような合わさるだけのキスを何度も繰り返し、ゆっくりと私の思考を奪っていく。息を吸い込むために薄く開いた唇の隙間から、八雲さんの甘くて熱い舌が忍び込んだ。それは私の口腔内を意思を持って動き回り、私の舌を見つけると躊ちゅう躇ちょなく搦め捕る。

　何度も角度を変え何度も深いキスをして私の思考を完全に奪うと、身体の線をなぞっていた八雲さんの右手が私の左胸を包み込んだ。

「んっ……」

　自分の口から聞いたことのない声が漏れ、恥ずかしさに手で口を覆い隠す。

「俺しかいないんだし、芳奈の気持ちいいって声、もっと聞かせて」

　いとも簡単に手も奪われ、甘い嬌きょう声せいが部屋中に響く。

「ヤバいな。芳奈の声が可愛すぎて、ちょっと優しくできないかも」

　耳元に響く八雲さんのかすれた声に、どうしようもなく身体が震える。そんなときも容赦なく動く八雲さんの指に翻弄され、身体が勝手に彼を求めてしまう。

　身体に感じる彼の重みも、肌から伝わる熱い体温も。色気を含んでかすれる声も、私の身体に触れている手も唇も。八雲さんの全部が愛おしくて、大好きで、何もかもひとつ残らず全部ほしくて……。

　欲張りになった私は全身で彼を受け止め、身体中で彼を感じた。

「んっ……ああぁっ」

　初めて感じる痛みに、ひとつになったことを知る。彼の口から溢れる熱い吐息さえも逃さないように、腕を伸ばして彼の汗ばむ身体を強く抱きしめた。

　そして、彼にそっとささやく。

「八雲さんが好き……大好き……」

　私の首筋に顔を埋めていた八雲さんが、ゆっくり身体を起こす。優しく微笑んだかと思うと、腰をぐっと深く突き入れた。その快感に声にならない声が漏れ、身体に力が入らなくなる。

「バカ、煽るな。今晩は一睡もさせないから、そのつもりで覚悟しろよ」

　ニヤリと笑う八雲さんの顔を見て、私もつられて笑ってしまう。

　だってもう、私も彼から離れられそうにないのだから……。










疑惑と結果




　長かった暑い夏も終わりが近づき、秋の気配が近づき始めた十月半ば。

　煌月さんに了承を得たあとすぐ、全国の有名スイーツ店とポキットのコラボ企画も正式に決まり順調に動き出していた。私も商品開発部の相羽部長に懇願し、煌月さんをサポートするため月に数回名古屋に行っている。

　だからといって、本来の仕事を忘れているわけではない。新しい企画もいくつか考えて、ポキットに次ぐ新しい主力商品をと全力を注いでいる。でもそんな簡単に次から次へと企画が通るわけもなく、ボツの連続。負けじと、パソコンとにらめっこの毎日だ。

　八雲さんとの関係も、多分順調。何故多分かというと……。

　三ヶ月前、煌月さんのところへ交渉に行った二日目の夜。私から想いを告白し、八雲さんと結ばれたあの日以降――特に変わりない日々を過ごしているから。

　変わらないのならいいんじゃない？　何わがままなことを言っているの？とお叱りを受けるかもしれないけれど。もっと甘くなると思っていた生活は、八雲さんの多忙に拍車がかかっているせいで、結ばれる前よりも普通なものになっていた。毎日帰りは遅いし、朝も早い。会社でも会うことはほとんどないから、その日どんなネクタイを締めていったのかすらわからない。

　でもだからといって嫌われているわけでもないし、いいことがひとつもないわけでもない。

　寝室もひとつになって、一緒のベッドで寝るようになった。まだまだ慣れないけれど、時々お風呂にも一緒に入るようになったし、お互いの時間が許す限りふたりで過ごすようにもしている。

　それでも何故か不安な気持ちを抱えてしまうのは、最近ちょっと体調が思わしくないのが原因なのかもしれない。どこが？と聞かれればココというところはないのだけれど、いまいち調子が上がらない。

「私も歳とったのかなぁ……」

　深いため息をつくと、パコンと誰かが私の頭を叩いた。「痛い」と振り向き見上げると、千登世先輩が渋い顔をして立っている。

「あんたで歳とったのなら、五歳も年上の私はどうなるのよ」

「だからって、いきなり頭叩くことないじゃないですか！」

「だって、そこに頭があったから」

　なんですか、そのどこぞの有名登山家が言った『そこに山があるから』みたいな言い訳は。

　呆れてパソコンに向き直る。すると隣の席から椅子を引っ張ってきた千登世先輩が、私の横に陣取った。周りをキョロキョロと見回し誰もいないことを確認すると、私にグッと身体を寄せる。

「ねえ聞いた、四星百貨店との業務提携の話」

「えぇっ!?」

　これこそまさに〝寝耳に水〟。なんでうちが、四星と業務提携なんて結ぶの？

　八雲さんと暮らし始めてから、もうすぐ四ヶ月。その間に何度か実家に顔を見せに行っているというのに、そんな話一度だって聞いたことがない。もともと父は家で仕事の話はあまりしなかったけれど、クリキとのことなら少しぐらい話してくれてもよかったのに。

　それにしても、どうして急に……。

　なんとも腑に落ちない疑問に首を傾げる。でもその疑問は、耳元に顔を近づけた千登世先輩の次の言葉で、すぐに解決をみる。

「私の仕入れた情報によると、この業務提携には裏があって。うちの副社長が四星百貨店の社長の娘に近づいて、この話を優位に進めたらしいよ。なんかショックだよね。栗城副社長が、そんなことする人だったなんて」

　千登世先輩の口から出た耳を塞ぎたくなるような言葉が、私の身体から一気に体温を奪う。寒さに耐えきれず自分で自分の身体を抱きしめると、私の異変に気づいた千登世先輩が慌てた様子で顔を覗き込んだ。

「芳奈、どうしたの？　急に顔色が悪くなってるけど、どこか調子がおかしい？」

　心配する千登世先輩に大丈夫と言いたいのに、ブルブル身体が震えて口を動かそうにもどうにもままならない。次第に意識が薄れてきて、椅子から滑り落ちそうになる。

「芳奈！」

　咄嗟に腕を伸ばし私の身体を支えた千登世先輩のおかげで床に落ちることはなかったけれど、身体に全く力が入らず自分では立ち上がることができない。

「部長！　芳奈が大変なの、ちょっと来てください！」

　千登世先輩の声に、部長はじめ企画部の面々が集まりだす。

「どうした梅岡？　大丈夫か？」

「すみ……ません。もう、大丈夫……です」

　やっとのことで言葉を交わすが、身体の力は出ないまま。苦しい息を吐くと、千登世先輩が私を抱きしめた。

「部長。もうすぐ定時ですし、今日はこのまま帰していいですよね？」

「ああ。小林、頼めるか？　下にタクシーを呼んでおく」

　千登世先輩が機転を利かせてくれて、今日はこのまま帰ることを許される。今の状態では仕事ができるはずもなく、素直にそれを受け入れ千登世先輩に助けてもらいながら帰り支度を進めた。準備が整った頃には少し気分も落ち着き、自分で立ち上がると部長のもとへ向かう。

「部長、すみませんでした。今日はお言葉に甘えて、お先に失礼します」

「何も謝ることはない。最近、少し働かせすぎたな。今週いっぱいは体を休めて、また来週から元気に働いてくれればそれでいい」

　部長の優しさをしみじみ感じ、千登世先輩と一緒に企画部のフロアをあとにする。エレベーターに乗り込み一階に向かう途中、さっきとは違う胸のむかつきに口元を押さえた。

「気持ち悪い……」

「芳奈、マジで大丈夫？　もう一階につくから、すぐトイレに行くよ」

　エレベーターが一階に到着すると、千登世先輩に抱えられながらトイレに向かう。洗面台に手をついて吐き気と戦うものの、それは一向に治まりを見せず。かと言って何も吐き出すこともできず苦しんでいると、千登世先輩が容易には信じがたい一言を放った。

「芳奈。あんたもしかして、妊娠してるんじゃない？」

「え？」

　ゆっくり顔を上げ、鏡に映る自分の顔を見る。そこには血色の悪い、なんとも情けない顔をした自分が映っていた。

　まさか私が妊娠……。

　でも千登世先輩にそう言われて、はたとあることに気づく。そう言えば、もう三ヶ月近く生理が来ていない。今まで寸分も狂うことなく来ていた月のものが、三ヶ月も来ていないなんて、どう考えたっておかしい。

　どうして、こんなときに……。

　脱力感が身体中を襲い、どうしようもなく千登世先輩を見つめる。

「その顔は、心当たりがありそうね。私でよければ話聞くけど？」

　優しい瞳に包まれて、小さく頷く。

　千登世先輩に連れられて正面玄関まで行くと、部長が呼んでくれたタクシーに乗り込む。するともう一台タクシーが私たちが乗ったタクシーの前に止まり、中から綺麗な女性が現れる。何気なくその女性を目で追っていると、正面玄関から出てきた男性に腕を絡めた。

「ねえ芳奈。あれって副社長じゃない？　ということは、あの腕を組んでる女が四星百貨店の社長の娘？」

　違う。あの女の人は、四星百貨店の娘じゃない。だって本物は、ここにいるんだから……。

　でもそうか。最近八雲さんの帰りが遅かったのは、その人と一緒だったからなのね。なんだ、そういうこと。

　そんなこととはつゆ知らず、仕事で忙しいと思って心配してたのに、なんか損した気分。四ヶ月前、恒さんの店で八雲さんが『俺が芳奈の恋人になってやる』って言ったのも、私が四星の社長の娘だとわかったからだったんだね。恋人の訓練とか、婚姻届にサインとか、いろいろおかしなことする人だと思っていたけれど、そういうことなら辻褄が合うというか全部納得できるというもの。

「最低……」

「芳奈？」

　こんなときドラマや映画なら、涙がこぼれて止まらないシーンなんだろうけれど。ショックが大きすぎると、涙のひとつもこぼれない。逆に冷静すぎる自分に驚くばかりだ。

「千登世先輩、行きましょう」

　運転手に行き先を告げ、八雲さんの姿を見ないまま会社をあとにした。




　小一時間後。タクシーが到着したのは、もちろん八雲さんと暮らしているマンション……ではなく、実家の豪邸。私の隣で千登世先輩が、もともと大きな目を更に大きくして驚いている。

「芳奈、あんたの親って何してる人なの？」

「う～ん。それを聞きますか？　そりゃ聞きますよね？」

　これ以上内緒にしておくのは無理だと、本当のことを話す決意をする。

　家の中に入り、まずはリビングに行く。すると母がやってきて、相変わらずの明るい笑顔を見せた。

「芳奈、いきなり帰ってきてどうしたの？　八雲さんは、一緒じゃないの？　あら、そちらの方はどなた？」

　普段は口数の少ない母から立て続けに質問を浴びせられ、どうしちゃったのと苦笑を漏らす。

「お母さん、ちょっと落ち着いて。こちらは、小林千登世さん。同じ部の先輩で、とてもお世話になっている人よ」

「そうだったのね。いつも芳奈がお世話になっております。芳奈の母です」

「こちらこそ、芳奈さんにはいつもお世話になってます」

　挨拶を交わすふたりを横目に、トイレに駆け込む。帰る途中ドラッグストアで買ってきた妊娠検査薬を試すと、結果は……。

「……陽性」

　なんてタイミングが悪いんだろう。便座に座り、がっくりと項垂れる。さすがにこれは我慢しきれず、目から涙がこぼれ落ちた。

　本当なら大喜びして、八雲さんに報告するのに。もうそれは叶うことのない夢。こんなことになるのなら、八雲さんのことなんて好きにならなければよかった。

　何をどう考えたって後の祭り。今更過去を変えることなんてできないのに、余計なことばかり考えてしまう。

　今はひとりになりたくなくて、トイレを出るとリビングに戻り千登世先輩の腕を取る。

「私の部屋に来てください」

　今更隠すこともできない目は、泣き腫らしたまま。千登世先輩は何も言わず立ち上がり、わかったと頷いた。

「お母さん。八雲さんから連絡が来ても、私はここにはいないって言っておいて。お願い」

「でも……。それでホントに、いいの？」

「うん」

　そう笑って答えると、母も諦めたのか「わかったわ」と納得。千登世先輩を連れて二階に上がり、まだそのままになっている自分の部屋に入った。懐かしい匂いに、少しだけ心が安らぐ。

「芳奈。さっきからあんたが言ってる八雲って、もしかしなくてもうちの副社長のことだよね？　付き合ってるの？」

「やっぱりわかっちゃいますよね。はい、そうです。ちょっとワケアリで、一緒に暮らしてます。いや、もう暮らしてましたかな」

　過去形で答え、自分が思っている以上にショックを受けていることを知る。一度止まった涙が溢れ出し、今度は止めることが難しそうだ。

　それでも千登世先輩には全部話さなければと、言葉をひとつひとつ紡ぎ話し始めた。黙って聞いていた千登世先輩は、最後に大きく息を吐く。

「なんかドラマみたいな話で、ちょっと驚いた。今日一日でとんでもなく状況が変わった……というわけだ。じゃあさっきの会社でのことは辛かったね。気づいてあげられなくて、ごめん」

「そんな！　千登世先輩には感謝してます。こうやって話を聞いてもらって、なんか巻き込むみたいな感じになっちゃって、こっちこそごめんなさい」

　ふたりで謝り合って、どちらからともなく笑いがこみ上げる。こうなってしまった以上、何をどう考えたって結果は同じ。婚姻届にサインはしたけど、まだ提出したわけじゃない。本当の夫婦になっていなかったのが、せめてもの救いだ。

　でもただひとつだけ心配なのは、多分できているお腹の中に芽生えた新しい命のこと。こんなことになって八雲さんには言えないし、ひとりで育てたいけれど今はまだ自信がない。

「人生、いつどこで何が起こるかわかりませんね。ほんと、波瀾万丈です」

「全くだね。いい？　私はいつでも芳奈の味方だから。ひとりで悩むんじゃないよ。また来るから、今日のところは早く寝て体調整えること。わかった？」

「はい、ありがとうございます」

　千登世先輩は帰り際、私の身体を抱きしめると、笑顔を見せて帰っていった。

「芳奈。八雲さんと何があったの？」

　母が心配そうに私の肩を抱く。

「お母さん、そんな心配しないで。少し待ってて。ちゃんと、ちゃんと話すから。ところで、お父さんは？」

「今さっき帰ってきたわよ。呼んでくる？」

「ううん。私がお父さんの部屋に行くからいい」

　母にそう告げ父の部屋に行くと、いつもと変わらぬ笑顔で迎えてくれる。

「どうした芳奈、そんな難しい顔をして。今日はゆっくりしていけるのか？」

「う、うん、そのつもりだけど……」

　大きく息を吸うと、意を決する。

「ねえお父さん。クリキとの業務提携のこと、なんで私に黙ってたの？　私の好きな人が八雲さんだと知って結婚を急がせたのは、私を利用しようと思ったから？」

　父に思うところはいろいろあっても、やっぱり二十三年間大切に育ててもらった大好きなお父さんで。もし裏切られていたのなら、少なからず胸が痛むもの。でも父は柔にゅう和わな眼差しを私に向け、私の両肩に手を乗せた。

「芳奈、聞いてくれ。違うんだ。お前を利用するつもりで結婚を急かしたわけではなく、急激に業務提携の話が進んで芳奈に勘違いされるんじゃないかと不安で話せなかった。申し訳ない」

　父は娘の私に対して、深々と頭を下げる。いつも堂々としている父のそんな姿を見るのは初めてで、今度は違う意味で胸が痛んだ。

　父は嘘をついていない。二十三年間一緒にいたんだから、そんなこと一目瞭然で。業務提携のことを知ったときからずっと心の中でくすぶっていた気持ちは、一瞬で消え去る。逆に父のことが心配になって、大きな体にぎゅっとしがみつく。

「私のほうこそ何も知らないのに、お父さんのことを疑ってごめんなさい」

　私の中のわだかまりも消え笑顔で父の部屋から出ると、その足で母のところに向かう。

「お母さん、ごめんね」

「芳奈。お母さんでは頼りないかもしれないけど、どんなときでも私はあなたの味方だから何でも話してね」

　千登世先輩と同じことを言う母に、心が癒やされる。

「私には味方がいっぱいいて心強いなあ。ありがとうね、お母さん」

　母の両手を取ると、その手をギュッと握りしめた。




　その晩、午後の十時を過ぎたあたりから、スマホに電話がひっきりなしに入り始める。もちろんその相手は八雲さんで、マンションにいない私を捜してのものだと思うと胸が強く痛んだ。メールも次から次へと来ていて、あっという間に百件を超えている。

　何を今更という思いと、まだ諦めきれない気持ちがひしめき合う。電話に出たい――そう思う自分に腹が立つのに、反面声が聞きたいと思ってしまう。

　まだ全然、心の整理がついていない。今日の今日なんだから、当たり前といえば当たり前なんだろうけれど。考えなきゃいけないことが山積みで、心が押しつぶされそうだ。

　ふと、まだ実感のないお腹に触れてみる。ここに八雲さんとの間に授かった子供がいると思うと、不思議な気持ちが溢れ出す。

　だって八雲さんは私が初めて愛した人で、この先彼以上の人は現れないと今でも思っている。大好きで大好きで、騙されていたとわかっても大好きで。もう一緒になれることはないけれど、私はずっと彼のことを想って、お腹の中の子と生きていきたい。

　愛してます、八雲さん。そして、さようなら――。

　心の中でそうつぶやくと、そっと目を閉じた。










必然と情愛




　実家に身を隠してから三日。まだほとんど食事は喉を通らないし、何をする気も沸き起こらない。それでも家の中を歩いたり母と話をしたりすることはできるようになったから、少しは元気になったのだと思う。

　一昨日は千登世先輩が来てくれて、たわいもない話をして帰っていった。顔を見せに来てくれるだけで嬉しいけれど、わざわざ遠回りをさせてしまうのは心苦しくなってしまう。だから早く元気にならなくちゃと思うのに、時々八雲さんのことを思い出してしまうから、なかなか調子を取り戻せない。

「芳奈。家の中にばかりいないで、少し外の空気でも吸ってきたらどう？」

　母にそう言われて、一念発起。まあそこまで大袈裟なことではないけれど、久しぶりに化粧をして服を着替え三日ぶりに外へ出た。

「う～ん、気持ちいい」

　今日は天気がよく十月半ばにしては気温も高めで、散歩をしたら少し汗ばむような陽気。近くの公園まで行こうと、足を踏み出したそのとき。前から歩いてくる人に見覚えがあり、くるりと踵を返した。

「芳奈ちゃん、待って！」

　大声で呼び止められて、思わず足を止めてしまう。仕方ないと振り返ると、柔らかい笑みを湛たたえて天袮さんが立っていた。

「どうして……」

「それは、こっちのセリフ。どうして雲隠れしちゃったの？　八雲と何があった？」

　天袮さんはいつもの通り飄々とした感じでそう聞くと、私に一歩近づく。距離がぐっと縮まって、思わずのけぞった。

「天袮さん、ごめんなさい。来てもらって申し訳ないんですけど、何も話すことは……」

　ない――。

　そう言おうと思ったのに、天袮さんの表情の中に八雲さんを見つけてしまい、急に胸が詰まって何も話せなくなってしまった。

「芳奈ちゃん、急に来てごめん。実は僕と千登世さんは、大学のときからの仲でね。芳奈ちゃんのことを心配した彼女が、僕に相談しに来たんだ」

　そうか、確か千登世先輩と天袮さんは同い年。でもまさかふたりが繋がっていたなんて、全然知らなかった。

「そうだったんですね。千登世先輩にも迷惑をかけた上に、天袮さんにまで……すみません」

　私のことで迷惑をかけてしまい、申し訳ない気持ちでいっぱいになる。でももう本当に、何も話すことはない。できれば一日も早く八雲さんのことは忘れたい……そう思っている。

「別に迷惑かけられたなんて思ってないから、謝る必要はないんだけどね。だって僕は、君を迎えにここへ来たんだから。あ、勘違いしないでね。八雲のためじゃない、僕自身のためにだよ」

　天祢さんは屈託のない笑顔を見せ、私の心を弄ぶ。一瞬惑わされそうになって、でもすぐに我に返り天袮さんから距離を取る。天袮さんが、怪訝そうに眉をひそめた。

「ところで芳奈ちゃん、八雲のことはどうするの？　もう好きじゃない？」

「そ、それはっ……」

　その続きは、なんて言うつもり？　『まだ好きです』なんて言ったって、もうどうにもならないのに。

「ねえ、そんなに八雲のことが好き？」

　また一歩近づいた天祢さんが、私の手を取った。それをすっと目の高さまで上げると、手の甲にチュッとキスを落とす。甘い視線で見つめられ、慌てて目を逸らした。

「何も答えられないとか、そんな曖昧な気持ちなら、僕との結婚を考えてくれない？」

「え？」

　天袮さん、今なんて言った？　『僕との結婚』って聞こえたのは、私の聞き間違い？

　そう思いたいのに、驚く私の顔を見ている天袮さんの目は嘘を言っているものではなくて。真っ直ぐ見つめられて、逸らせなくなってしまう。

「返事は今じゃなくていいよ。よく考えて、答えを導き出して」

　いまだ繋がれている手を、天袮さんが優しく撫でる。彼が本当に優しい人で私のことを想ってくれているのがその手から伝わっても、常に頭に浮かぶのは八雲さんの顔ばかり。千登世先輩から聞いた噂が本当だとしても、八雲さんでしかありえない。他の人なんて、やっぱりどうしても考えられない……。

「天袮さん、ごめんなさい。天袮さんとの結婚は考えられません」

　いや、考えるまでもない。八雲さんと一緒にいることができなくなったからといって、天袮さんと結婚はできない。だって結婚は、好きな人とするものだから……。

「やっぱりね。そう言うと思ってたよ、断られるってね」

「天袮さん……」

「そんな可愛い顔しないの。マジで連れ帰るよ、いいの？」

　天袮さんが私の右腕を掴み、身体を引き寄せようとした――その瞬間。

「いいはずないだろう」

　頭上から聞き覚えのある声が聞こえてきたかと思うと背後から抱きしめられ、天袮さんから引き離される。首だけ回して振り返れば、逢いたくて仕方なかった愛しい人の顔。

「八雲さん！」

　でもすぐに例の噂のことが頭をよぎり、彼の腕からするりと抜け出す。

「芳奈？」

　何が起こったのかと呆然とする八雲さんの肩を、天袮さんが勢いよく掴んだ。

「なあ兄貴、何しに来た？　今会社内で広まってる噂を、兄貴が知らないはずないよね。それを知ってて、よく芳奈ちゃんの前に顔を出せるよな？」

「それは……」

「兄貴は子供のときから、そういうところがあるんだよ。なに、何も言わなくても芳奈ちゃんならわかってくれるとでも思ってるわけ？　芳奈ちゃんの居場所がわかってたのに、仕事とはいえこんな状態の芳奈ちゃんを放っとくなんて薄情な男だよね」

「天袮、お前……」

　一触即発。今にも殴り合いの喧嘩になりそうな雰囲気に、どうしていいのかわからず右往左往してしまう。

「そんないい加減なやつに、芳奈ちゃんは渡せない」

「俺だって、お前に芳奈は渡さない。天袮、お前の言ってることは正しい。正しいけれど、俺だって何も考えてなかったわけじゃない」

　しばらくどちらも譲らない状況が続く。少しの沈黙を先に破ったのは、天袮さんだった。

「兄貴。兄貴は仕事でもプライベートでも、なんでもひとりで解決しようとしすぎ。芳奈ちゃんのことを大切に思うなら、もっと彼女と本音で話すべきだ。僕の言ってること、ちゃんとわかってる？」

　興奮気味に話す天袮さんに、八雲さんが表情を緩める。右腕を伸ばすと、天袮さんの肩に手を置く。

「ああ、天袮の言いたいことは全部伝わってるよ」

　さっきまでの一触即発の雰囲気は消えていて、その場の空気が穏やかなものに変わる。

「よし。じゃあ次、芳奈ちゃん」

「は、はぁい！」

　いきなり名前を呼ばれ、声が裏返る。

「芳奈ちゃんも一緒だよ。逃げることは簡単なことだけど、それではなんの解決にもならない。八雲のことが好きなら、信じるためにもちゃんと話す。わかるよね？」

　そう言ったかと思うと天袮さんは、ぽふっと私の頭に手を乗せ優しい目を向けた。

「はい、わかります。迷惑をかけて、本当にすみませんでした」

「謝るなら、僕にじゃなくて八雲にでしょ。ホントふたりって世話が焼けるよね。何歳なの？　子供？　そろそろお守もりから解放されたいよ」

　大きくため息をつくと、天袮さんは軽く手を振りながら帰ってしまった。

「天袮さん、大丈夫でしょうか？」

「何が？」

「何がって……。よくわかりませんけど」

「天袮が心配か？」

　普段より少し低い声が頭上から聞こえ、声がするほうを見上げる。天袮さんが歩いていったほうを真っ直ぐ見つめる横顔は少し切なげで。その表情が何を意味するのか、私にはまだ確信が持てなかった。

「その聞き方、意地悪です」

　くるっと方向転換すると、公園に向かって歩き出す。

「どこへ行くんだ？」

「公園へ散歩に行く途中だったんです。それに、私がどこに行こうと八雲さんには関係ありません」

　さっき天袮さんに逃げるなと言われたばかりなのに、ふたりっきりになるとどうしていいのかわからなくなる。子供じみた態度だとわかっていても、身体が勝手に動いてしまうのだからどうしようもない。

「待て」

「待ちません」

「待てって言ってるだろう！」

　声を荒らげた八雲さんが、私の腕を掴む。やめてと振り払うつもりが、逆に腕を引かれ八雲さんに捕らわれてしまう。そのまま強く抱きしめられると、徐々に身体の力が抜けていく。

「八雲さん、会いたかったです」

　自分でも驚くほど、自然に口から衝いて出る。その甘い感情に、もう抗うことはできない。でもだからって、何もかもなかったことにすることもできない。

「芳奈、俺も会いたかった。天祢にあんなこと言われたあとだからな、言い訳に聞こえるかもしれないけど、俺からちゃんと話をさせてほしい」

　八雲さんの真剣な声に安心を感じながらも、彼からそっと離れひとり公園に足を向ける。振りだそうとした手を取られ、ハッと彼を見上げた。

「また逃げられたら困るからな」

　そう言う八雲さんの顔は少し赤く染まっていて、照れくさそうに頭を掻かくと私の手を引いて前を歩き出した。




　木陰のベンチに腰を下ろし、公園内に目を向ける。

　今日は日曜日。大きな広場では家族連れやカップルが思い思いに遊んでいて、幸せそうな雰囲気に見ているだけで心が癒やされる。

　本当なら私たちも、あのカップルみたいに幸せな時間を過ごしていたのかもしれないのに……。

　複雑な感情が入り乱れ、ふと目を逸らした。

「芳奈、ごめん」

「それは何に対しての謝罪ですか？」

　少し意地悪な態度だなと自分で思いつつも、そうせずにはいられない。ごめんで済めば、警察はいらない――と、よく父親が言っていた。

「痛いところを突くねぇ」

　そう言って八雲さんは力なく笑い、私を見つめる。

「まずは会社内で広まっている噂についてだけど……」

　言葉尻が弱々しくて、胸の中に不安が広がる。鬼が出るか蛇が出るか――拳をギュッと握りしめた。

「四星百貨店との業務提携をうまく進めるために、芳奈に近づいたわけじゃない。Ｂ＆Ｒで芳奈に会ったのも偶然だ。でもあのとき芳奈が四星の令嬢だと知って、利用価値があると思ったのは本当だ。すまない」

　頭を下げる彼を見て、言葉を失う。

　やっぱり、そうだったんだ。あのとき、なんかおかしいと思ったんだよね。普通初対面の人に、『俺がお前の恋人になってやる』なんて言わないでしょ。そのときはただ単に軽い人だと思っていたけど、やっぱり裏があったんだ。

　でもそれは私も同じ。私も父が決めた人と結婚したくなくて、八雲さんを利用した。話の流れで偶然そうなっただけかもしれないけれど、結局は同じこと。彼だけを責めることはできない。

「私なんかでも役に立つことができてよかったです。会社同士のことは私にはさっぱりなので、あとは好きにしてください。同棲も解消でお願いします」

　ベンチから立ち上がり、今度は私が八雲さんに頭を下げた。途端に涙が溢れそうになって、強く下唇を噛む。

　自分で言っておいて泣くなんて、そんなの勝手すぎるよね。できれば別れは笑顔で……。

　そう思えば思うほど悲しみがこみ上げてきて、涙を堪えきれなくなる。身体の震えが止まらない。

「さよなら……」

　顔を上げずにその場を離れようと後ろを向く。

「バカ言うな！　何ひとりで決めてるわけ？　芳奈ってホント、バカなのな。話はまだ終わってない、俺は同棲を解消するつもりはこれっぽっちもない」

「でも……」

「でもでも、うるさい。芳奈は本当にそれでいいのか？　俺に会いたかったって言ったのは嘘なのか？　別れたら、もう二度と会えなくなるんだぞ？」

　はぁ？　何それ。なんで今ここで、俺様発言？　バッと振り向くと、八雲さんを睨みつける。

「だったら……。だったら、どうしろって言うんですか？　ねえ、なんでそんなこと言うの？　結婚だって、別に誰でもよかったんですよね？　だったら私じゃなくて、あの女性とすればいいじゃないですか！」

「は？　一体なんのこと言ってるのか……」

　この期に及んでしらばっくれるとか、考えられない。私だけならともかく、あんな綺麗な人まで騙しているの？

　沸々と怒りがこみ上げる。

「三日前、見たんです。綺麗な女性が会社に八雲さんを迎えに来て、仲良く腕を組んでタクシーでどこかに行くのを。証人だっています。なんなら今呼びましょうか？」

　頭にカッカと血が上り、周りに人がいるのも忘れて声を荒らげる。

「三日前？　あの日は確か……」

　何を考えているのやら。今さらそんな見え透いた態度をしたって、もう遅い。

「もういいです。その女性が誰だろうと、私にはもう関係ありませんから」

「さっきから聞いてれば関係ない関係ないって、関係大ありだろう！　それにあの女は……俺の母親だ」

　八雲さんは面倒くさそうにそう言うと、ため息をつく。

「は、母親？　だってすごく若くて綺麗な人でしたよ。もしかして、後妻さんとか？」

「違う。正真正銘、俺と天袮を生んだ母親だ。あの人は十八歳のときに俺を生んだから、今は五十一歳か。なんか美魔女とか言われて、雑誌なんかにも出てるみたいだな」

「美魔女……ですか」

　まさかあのときの女性が、八雲さんの母親だったなんて……。私の母親も年齢より若く見られてまあ綺麗だけど、八雲さんのお母さんには敵わない。

　……って、今は母たちのことは関係なくて。

「お母さんだったなんて。その件に関しては勘違いをしていたみたいで、すみませんでした。でも……」

　だからって、私と八雲さんの関係が改善されたわけでもなくて。

「また〝でも〟か。よし、わかった。俺がどれほど芳奈のことを好きか、今から嫌というほど述べてやるから覚悟しろよ」

「え？　何を言って……っ!?」

　いきなり立ち上がった八雲さんは私の手を引っ張ると、少し離れた芝生の上に寝転ぶ。手を繋がれたままの私も倒れ込み、八雲さんの腕の中にすっぽり収まった。

「な、なんですかいきなり。恥ずかしいんですけど……」

「大丈夫。みんな遊ぶのに夢中で、俺たちのことなんて誰も見てない」

　そう言われても……。

　周りを見渡せば、確かにこっちを見ている人はいないけれど。ギュッと抱きしめられているこの体勢は、家の中の何倍も恥ずかしい。

　八雲さんの首元に顔を埋め、羞恥心にじっと耐える。

「芳奈、それ可愛すぎ。我慢できなくなって、途中で襲ったらごめんね」

「ダ、ダメですよ！　そういうことは家に戻ってからじゃないと……あ、今のは忘れてください」

　八雲さんのペースに引き込まれて、私ったら何を言っちゃってるの。

「だから、芳奈の言うことは何ひとつ忘れない。ということで、そういうことは今日マンションに戻ってからの楽しみに取っておくよ」

　私の許可なく唇を重ね、チュッとわざと音を立てそれを離した。名残惜しそうな目が、私を捕らえる。

「Ｂ＆Ｒで利用価値があると思ったのは本当のことだが、でも芳奈じゃなければそうは思わなかった」

　八雲さんは私の髪を掬い、愛おしむように唇を寄せる。その手を耳元に運ぶと、イタズラに耳朶を弄ぶ。指先のくすぐったさに肩をすぼめた。

「一目惚れだった」

「え？」

「俺はあの店には、ひとりで飲むために行っている。だからこっちから女に声を掛けることはしなかったし、女から声を掛けられても相手にすることもなかった。でもあの日は違った」

　耳朶から頬に移動した手は、摘んだり撫でたりと、私の頬の感触を楽しんでいる。

「頬を上気させて飲んでいる横顔は、俺の心を捕らえて放さなかった。時々聞こえてくる言葉に何かわけありだろうと思ったが、何故か放っとけなかった」

　頬を撫でながら、でも親指は私の下唇を見つけ、それを容赦なく擦りつけた。

「声を掛けてからは、もう気持ちを止めることができなくなった。酒に酔いながら『親に敷かれたレールを歩む人生なんて嫌、自分の人生は自分で決める』と何度も言っていた芳奈に、ひとりの女としてどんどん惹かれていった」

「私、そんなことを……」

　いくら酔っていたとはいえ、そんなことを言っていたなんて。何ひとつ覚えていない自分に呆れるばかりだ。

「俺も大きな会社の御曹司として育てられてきたからな、芳奈の気持ちが痛いほどよく分かったよ」

　八雲さんはそう言いながら、私の髪を搔き乱す。

「そんな芳奈のかっこいい一面を見たかと思えば、恋愛経験は全くなくて、すぐに真っ赤になるお前が可愛くてしょうがなかった。芳奈のことを知れば知るほど、一緒にいればいるほど愛しくて仕方ない存在になっていた」

「八雲さん……」

　痛いほどきつく抱きしめられて、それに応えるように私も八雲さんにしがみつくかのように抱きしめた。

「四星とのことは？　どうして隠してたの？」

「あれは……」

　八雲さんの身体が、ビクッと反応を見せる。でもすぐに息を吐くと、八雲さんの身体から力が抜けるのに気づく。

「四星との業務提携の話は、クリキが事業拡大を進めるために、俺が思っていたよりも急速に話が進んでしまって。何度も芳奈に話さなければと思ったが、疑われるかもしれないと思うと怖くて話せなかった。傷つけたくなかったし、信用を失って芳奈が俺から離れていくんじゃないかと不安だった」

　八雲さんには珍しく弱音を吐くと、大きなため息を漏らす。

「お父さんと同じことを言うのね」

「そうなのか？　参ったな……」

　そう言って頭を掻きながら苦笑いする八雲さんを見て、クスッと笑みが漏れてしまう。

「やっと笑った」

「何、藪から棒に」

「芳奈は覚えてないだろうけど、初めてマスターの店で会った日、『俺がお前の恋人になってやる』って言ったら、お前一瞬笑顔を見せたんだよ」

「私が？」

　あの時はもう記憶をなくす直前で、何ひとつ覚えていない。

「その笑顔に囚われて、何が何でも自分のものにしたいと今までの俺では考えられない行動に出てしまった」

「お持ち帰り？」

「まあ結局、何もできなかったけどな。芳奈が自分から着ていた服を脱ぎだしたときは、さすがに自分を抑えるのに必死だったよ」

　そのときのことを思い出しているのか、眉根を寄せて困った顔をしてみせる。

「それからは、まああれだな。恋人を装うためだと言えばなんでもする素直な芳奈を見て、内面の可愛さにも惚れた。芳奈の父親の前で婚姻届にサインをしたときは、絶対に俺が芳奈を幸せにする、そう心に誓った」

　八雲さんの全然知らなかった想いを知り、胸が熱くなる。こみ上げてくる彼のことを想う愛しい気持ちは、もう口から溢れ出しそうだ。

「私なんかに、そんな価値は……」

「はあ!?　私なんかって、芳奈は自己評価低すぎ。この世の中に、芳奈以上の女なんていない。芳奈だけいてくれたら、もう他に何もいらない。四星の娘なら使えると思った自分を後悔するほどに、芳奈のことを愛してやまないよ」

「八雲さん……」

　それは、この世界に存在するどんな言葉よりも、私が一番ほしかった言葉で。

「芳奈、愛してる」

　八雲さんは私を芝生の上で組み敷き、人目もはばからずキスをする。それは口だけでは物足りないのか少しずつ下へと移動していき、胸元へと近づいた。

「八雲さん、ここじゃ無理」

「そんなこと知るか……って。あぁ、わかった。芳奈、今すぐマンション帰るぞ」

　そう言うや否や身体を起こすと、私の身体を抱き上げる。手首を掴まれ歩き始めた八雲さんの後ろ姿を見ていて、自分が何か忘れていることに気づく。

　八雲さんに何か、話さないといけないことが……。

「あっ!!」

「ど、どうした急に」

　突然大声を出した私に驚き、八雲さんが振り返る。

「あ、あの、八雲さん。その、ちょっとお伝えしたいことがありまして」

　一歩八雲さんに近づき彼の肩に掴まって背伸びをすると、耳元に顔を寄せる。お腹の中に新しい命が芽生えていることを、そっと恥ずかしげに伝えた。

「マジで？」

「まだ病院へ行ったわけではないのであれですが、多分」

　あ、あれ？　もっと驚いて喜んでくれると思ったのに、何故か無反応？　表情はピクリとも変わらず、私のことを見つめてる？

　なんとなく焦点が合っていないような気がするけれど、八雲さんどうしちゃったんだろう。

　彼の目の前に手をかざしてみる。

「八雲さーん？　起きてますかー？」

「うぉっ！　あ、わ、悪い。俺、父親になるのか？　そうなのか？」

「はい。順調にいけば、来年の春頃には」

　それを聞いた八雲さんは何かを噛みしめるように身体を震わせたかと思うと、私を強く抱きしめる。何？と思う間もなく唇を重ねた。

「やったな、芳奈。俺ホント、もう最高に幸せだー！」

「ちょ、ちょっと八雲さん。みんな見てます！」

　恥ずかしいやら焦るやら、顔を見られないよう八雲さんにしがみつく。

「見せてるんだよ。俺の芳奈は、世界一可愛くて素敵なんだって」

　でも八雲さんは余程嬉しいのか、一向に抱くのをやめようとしない。でも大勢の人前で、こんなことを恥ずかしげもなくやってくれる八雲さんが愛おしくて、愛おしくて。私からおでこにチュッとキスすると、その動きをピタッと止めた。

「八雲さん。今度こそ、本当の夫婦になりましょうね。私も八雲さんのことを幸せにします」

　八雲さんに抱きしめられたまま誓うと、周りから大きな拍手が湧き上がる。照れながらペコペコ頭を下げていると、八雲さんが「あっ！」と大きな声をあげた。

「今更夫婦になるっていうのは違うな」

「え？　なんで？　やっぱり全部嘘なの？」

　突然のありえない言葉に、半径五十メートルほどが凍りつく。

「は？　何言ってるの。違うって。婚姻届はとっくに提出済み。よって俺たちはもう四ヶ月前から夫婦なの」

　はい？　今なんと……。

　四ヶ月前といえば、父の前で婚姻届にサインをした頃。あの婚姻届はどこにあるのかと思っていたけど、まさか役所に出されていたとは……。

「八雲さんのバカ！　大好きっ!!」




　父が持ってきた結婚話を断るためについた嘘のせいで、八雲さんが私の恋人ということになってしまったのも偶然。

　恒さんの店で酔いつぶれていたところに、八雲さんが現れたのも偶然。

　でも私たちの、これまでの四ヶ月間は必然で。

　偶然と偶然が重なり合うと、実は必然という幸せができるということを知った。




　四ヶ月間という短い間だけでもいろいろなことがあったのだから、この先もまだまだいろいろなことが起きるだろう。でもきっと私たちなら、どんな困難も乗り越えていける。

　なんの根拠もないけれど、きっと大丈夫――。

　何故か八雲さんと一緒にいると、そう思えるから。




　今日も、明日も、明後日も。

　笑って、泣いて、喧嘩して。

　一日、また一日を、大切に。

　一緒に歩んで行きましょう。




　今日のこの日を、ずっと忘れないように――。




ＥＮＤ
















特別書き下ろし番外編










イジワルな八雲さんのどうしようもない溺愛




「えぇ!?　梅岡が結婚？　しかも妊娠六ヶ月って、おまえ……」

　宮下部長が茫然とした面持ちで私を見つめ、思っていた通りの反応に思わず苦笑いしてしまう。

「で、相手は誰なんだ？」

「それはですねぇ……」

　やっぱり、そう来るよね。

　でもすぐには言いづらくて、部長から目を逸らす。別に隠すつもりはない。八雲さんからも了承を得ているし、ご両親へのご挨拶も済んでいる。

　八雲さんのご両親に妊娠のことを伝えたら、それはそれは喜んでくれて。まだ男の子か女の子かわからないのに、マンションには毎日のようにベビーグッズが送られてくる。ありがたいことなのだが、部屋をひとつ占領されそうな勢いにどうしたものかと頭を悩ませているところ。

　それでもやっぱり相手は誰と聞かれると、躊躇してしまう自分がいて……。

　助けを求めるように千登世先輩に目線を送れば、大丈夫と言わんばかりに強く頷いてくれた。

　そうだよね。ここで言わなかったとしても、どうせいずれはわかってしまうこと。先へ引き延ばさず今ここで正々堂々と告白してしまったほうが、後々厄介なことにならないか。

　ぎゅっと拳を握り大きく息を吸うと、宮下部長に少しだけ身体を寄せた。

「宮下部長、驚かないでくださいね。その、あ、相手は……副社長なんです」

　こそっと耳元でつぶやく。

「へぇ、副社長。そうか、それは良かったな……って、えぇっ!?　副社長？　副社長ってうちのか？　栗城副社長なのか？」

「部長、声が大きいですって！　でもやっぱり驚きますよね」

「そりゃ当たり前だろう！　いつからだ？　いつからそういう関係に……」

　宮下部長は一度言葉を切ると、ひとりで何かを考え始めた。いつからと聞かれれば、たぶん半年前？なんだけど。そのときはまだ恋人役をお願いしただけの関係で、好きでも嫌いでもなく……。

「ああっ！　もしかして、あれか。名古屋に出張したときに、手て籠ごめにされたのか！」

「て、手籠めって部長、人聞きの悪い。それに、何度もそんな大きな声出さないでくださいよ！　みんなに聞こえて……」

　企画部の面々にバレちゃうでしょ！

　……と振り返り、遅かったと頭を抱えた。

「芳奈、もう諦めなって。喜ばしいことなんだし、みんなに祝ってもらえばいいじゃない」

　千登世先輩がそう言ったと同時に、企画部の一同が宮下部長のデスクを囲むように集まってくる。

「芳奈さん、手籠めってなんです？」

「その前に〝副社長〟って聞こえなかったか？　梅ちゃん、副社長とどうかしたの？　喜ばしいことって何？」

　あちらこちらで勝手に話が盛り上がり、これはもう無理だと嘆息を漏らした。

「お騒がせしてすみません。わたくし梅岡芳奈、この度結婚することになりまして。お相手は我が社の栗城副社長で、来年の春頃出産予定であります」

　照れ隠しに敬礼して、テヘッと笑ってみせる。でも結婚相手に余程驚いたのかみんな一瞬で固まってしまい、誰ひとりピクリとも動かない。

「そりゃこうなるわよね。芳奈の結婚相手が、〝あの〟栗城副社長なんだから」

「千登世先輩、あのってなんです、あのって……」

　なんて千登世先輩に言ったけれど、その理由は聞かなくてもわかる。

　だって八雲さんは、クリキホールディングス一の人気者。秘書課のお姉様方の中には彼の隣のポジションを虎こ視し眈たん々たんと狙う人もいると聞くし、隠れファンも多いらしい。そんな人たちが私のことを知ったのなら、どうなることか……考えただけで怖い。

「私、大丈夫でしょうか？」

「まあ、なんとかなるんじゃない。芳奈がピンチのときは、八雲副社長が駆けつけてくれるでしょ？」

「はい！」

　千登世先輩が言う通り、八雲さんはいつでもどんなときでも私を助けてくれる。私だけのスーパーヒーローだ。

「ところで芳奈は、いつまで働くつもり？」

「それ、なんですよねぇ……」

　はぁ～とため息をつき、私が今一番頭を悩ませていることを千登世先輩に話し始めた。

　今日から遡ること三日前の、一月四日。

　おせち料理にも飽きデリバリーしたピザを食べながらソファに座ってテレビを見ていたら、突然八雲さんが私を抱き寄せた。

「芳奈。お腹も大きくなり始めたし、そろそろ家のことはヘルパーに頼むか？」

「え？　ヘルパーなんていらないです。妊娠は病気じゃないんだし、適度の運動も必要って産婦人科の先生が言ってましたよ」

「そうは言ってもなぁ……」

　労わるように私の髪を撫でる八雲さんに、少し重たくなった身体をゆったり預ける。そろりと顔を上げると、甘いキスが落とされた。それは次第に深さを増していき、身体が溶けてしまいそうになる。

「や、くもさん……」

　女性の中には妊娠すると性欲が減退する人もいる――と聞いていたけれど、つわりや倦怠感もひどくなかった私はそうでもなくて。八雲さんからの溢れすぎる愛情を毎日有り余るほど与えられて、心も身体も満たされていた。

　それでも今までと違う身体はお腹がきゅっと締め付けられるときがあって、時々私を不安にさせる。赤ちゃんが嫉妬しているのかも……なんて悠長に構えていたけれど。

「八雲さん。ちょ、ちょっとお腹が……」

「どうしたっ？　もう生まれるのか？」

　妊娠してからというもの私の変化に異常な反応を見せる八雲さんは、慌てて身体を離し立ち上がるとスマホを手に取る。「病院に電話、電話……」とつぶやく八雲さんを見て、急いでスマホを取り上げた。

「落ち着いてください、八雲さん。まだ六ヶ月を過ぎたばかりで、赤ちゃんは生まれません。少しお腹が張っただけですから、心配しないで大丈夫。安心してください」

　心配そうな顔をして立っている八雲さんをソファに座らせ、彼の大きな手をそっと握りしめる。

　八雲さんの心配そうな顔は貴重で、もっと見ていたい気もするけれど。今は彼を安心させるほうが先決だと、その手を引き私のお腹に当てた。

「お腹の赤ちゃん、最近動き始めたんです。八雲さんに似て元気ですよ。早く会いたいですね～」

「そんなに元気なら、芳奈が言う通り大丈夫そうだな。もう性別はわかったのか？」

「いえ、まだはっきりはわからないって。でも八雲さん？」

「ん？　なんだ？」

　私のお腹を愛おしそうに撫でている八雲さんの手に、自分の手を重ねる。

「聞くの、やっぱりやめません？　ありがたいことにお義母さんが、男の子でも女の子でもどちらが生まれても大丈夫なようにいろいろ用意してくださってますし。聞かないほうが楽しみが増えるというか、生まれてくるその日までドキドキしたくありませんか？」

　ゲームじゃないけれど、男の子かな？女の子かな？とワクワクしながら過ごす時間は、きっと私たちに親になる自覚をもたらしてくれると思うから。それに八雲さんの子供なら、どちらだって無条件に可愛いはず。

「名前だってふたつ用意できるし、幸せが二倍です」

「芳奈……」

　八雲さんが、心ここにあらずな返事をする。気に入らなかったのだろうかと俯きかけた私の身体を、八雲さんがふわりと優しく抱きしめた。急に何が起こったのかと顔を上げれば、大きな目を細めて私を見つめている。

「どうかしましたか？」

「芳奈、おまえ可愛すぎるだろう。今以上に惚れさせて、俺をどうしたいんだ？」

「どうしたいと言われても……」

　どうするつもりもない。今まで通り、愛し愛されたいだけ。お腹の中には八雲さんの血が流れた愛しい子もいて、今の私は世界一の幸せ者だ。

「やっぱり芳奈のこと、俺の近くに置いときたい。商品企画部じゃなくて、秘書課に異動しないか？」

「はあ!?　八雲さん、何を言ってるんですか。異動なんてしません。そんなの聞くまでもないでしょ！」

　信じられない。自分の近くに置いておきたいから異動って、八雲さんは一体何を考えてるの？

「じゃあ仕事は？」

「え？」

「いつまで続けるつもり？」

　私の両肩に手を置き、怖いくらい真剣な眼差しを私に向ける。その目をじっと見ていると、彼が何を言いたいのかわかってしまった。でもここで負けるわけにはいかない。

「ギリギリまで」

「ギリギリって、産休が取れるギリギリってことか？」

「いいえ。身体が辛くなるギリギリってことです。だってまだ、煌月さんのお手伝いも終わってないし」

　煌月さんに承諾してもらった企画は、煌月さん応援プロジェクトが発足して順調に進んでいる。私もその一員に入れてもらい、度々名古屋に足を運んでいる。

「轟の手伝いなら、他にもいるだろう。企画部のお前じゃなくて、開発チームの人間が行くべきだ」

「でも煌月さんが、私がいいって」

「そこが気に入らない」

　八雲さんはそう言うと、ふんっとそっぽを向いてしかめっ面をする。彼はよく『芳奈はわかりやすい表情をする』と言うけれど、八雲さんだって同じ。わかりやすい表情をするのはお互い様だ。

　ソファの上で正座をすると、八雲さんの顔を無理やりこっちへ向ける。ぐっと顔を近づけ、ニヤリと笑ってみせた。

「八雲さん、それってヤキモチですか？」

　いつもならこういうとき、ニヤリと笑うのは八雲さんの専売特許。でも今日は立場が逆転で。彼がどんな反応を見せるのか、こんなことめったにないから面白くて仕方ない。

　でも八雲さんは、私の想像のはるか上を超えていき……。

「ああ、そうだ。好きな女の口から俺以外の男の名前が出れば、ヤキモチを焼くのは当然だろう」

　なんて、逆に私の胸をズバッと打ち貫くようなことを真顔で言うから、嬉しいやら照れ臭いやら顔が一瞬で熱くなってしまう。

「ごめんなさい。調子に乗りすぎました。でも……」

　私から数センチあった八雲さんとの距離を縮め、唇にチュッとキスをする。

「ヤキモチ、嬉しいです」

「……おまえなぁ。その顔は反則だ」

　特別変わった顔をしたつもりはないけれど、どうやら八雲さんには刺さったみたいで。真っ赤な顔を隠すように手で覆い隠し、大きなため息を漏らす。

「なあ、もうお腹は張ってないのか？」

「あ、そうでしたね。でももう大丈夫みたいです。ご心配をおかけしました」

　ふっと笑ってみせると、指先で頭を掻いた八雲さんが苦笑交じりで喋りだす。

「そうか……。なら、少しくらいはいいか？」

「少しくらい？」

　そう言われても、主語がないからどう答えたらいいものか。小首を傾げながら、八雲さんの目をじっと見つめる。と――。

　その瞳の奥に、何かを求めるような妖しい光を見つけてしまう。あっ！と思ったときには、八雲さんの手が私の首筋に触れていて。顔を引き寄せられた瞬間、そっと目を閉じた。

　私から聞いたわけじゃないが産婦人科の師長さんに、『安定期に入ったし、旦那さんに求められたら自然な流れで』と茶目っ気たっぷりに言われたのを思い出す。

「優しく愛してくださいね」

　私の言葉に八雲さんが頷くと、彼の首に腕を回し込んだ。




　それから四ヶ月後。出産予定日を二日過ぎた春の日差しがたっぷりな昼下がりに、元気な女の子を無事に出産。事後の経過もすこぶる良く、今日で三ヶ月を迎える。

　春にちなんだ名前がいいと、ふたりで考えた娘の名前は咲さく楽ら。満開の桜が咲いているようなこぼれんばかりの笑顔に、毎日癒されている。

「咲楽は俺に似て、ほんと可愛いよなぁ」

「ふふ、そうですね」

　俺に似て可愛いとか、男性の八雲さんが言うのはどうかと思うけれど。女の子はお父さん似のほうが将来美人さんになると聞いたことがあるから、そこはあえてスルーして。

　毎日仕事で忙しいのに、帰ってくると沐もく浴よくやオムツ交換を嫌な顔ひとつせずやってくれるから、とても助かっている。

　育児は夫婦ふたりでするもの――。

　咲楽が生まれる前から八雲さんはそう言っていて、その言葉通り見事なイクメンぶりを発揮してくれている。けれど……。

　現在の時刻は、午後十時を少し回ったところ。

「夕飯、まだですよね？　咲楽は私が寝かしつけしますから、八雲さん夕飯どうぞ。それに、あまり咲楽を興奮させないでくださいね。興奮して、寝つきが悪くなっちゃいます」

「ああ、わかってる。咲楽は俺が責任もって寝かせるから、芳奈はゆっくり風呂にでも入ってきたらどうだ？」

「え？　でも……」

　咲楽を優しく抱き顔に頬を寄せる八雲さんを見て、思わず口をつぐむ。

　なんか、面白くない――。

　今日は久しぶりに早く帰ってきたから、八雲さんとふたりっきりの時間を満喫しようと思ったのに。こんなことなら、もっと早く咲楽を寝かしつけておくんだった。

　咲楽が生まれるまで、八雲さんの愛情は全部私に向けられていた。それなのに咲楽がマンションに来てからというもの、私に対する愛情は鳴りを潜めている。いや、別に愛されていないと感じているわけじゃない。咲楽の世話をしてくれるのだって、愛情のひとつだと言われればそうなのかもしれないし、全くコミュニケーションがないわけでもない。

　じゃあ何が面白くないかって？

　それは……。

「いつまでもそこに立ってないで、早く風呂に入ってこい。寝るのが遅くなるぞ」

　八雲さんは咲楽を腕に抱き立ち上がると、私のいるほうに歩いてくる。真ん前で立ち止まり、咲楽を私のほうへ向けた。真ん丸の可愛い目が、私に微笑みかける。あまりの可愛さに、デレッと目じりが下がる。

「ママは何をしてるんでちゅか？　早くお風呂に入ってくるでちゅ」

「八雲さん。な、何をして……」

　私を笑わそうとでも思っているのだろうか。八雲さんは咲楽をぬいぐるみのように使い、身振り手振りを加えながら話しかけてくる。普段の私なら軽く笑って済ませることができたであろうたわい無い行為も、今日は何故か一瞬で頭に血が上る。

　咲楽は何も悪くない。そうわかっているのに、まだ三ヶ月の咲楽にまで当たってしまいそうだ。

　そうこれは、完全な私の独りよがりな嫉妬。単なるヤキモチ、ジェラシーというやつだ。

「八雲さんも咲楽も嫌い！」

　そう大声で叫び、きょとんとした顔をするふたりを残してリビングを飛び出す。廊下を走り、バスルームへ逃げ込んだ。乱雑に服を脱ぎ捨て結んでいた髪をほどくと、そのまま湯船にドボンと浸かった。

　あぁ、自己嫌悪。あんなこと、言うつもりじゃなかったのに……。八雲さんはともかく咲楽も嫌いって、まだ言葉がわからないとしても言っていいことと悪いことがある。

　まさか自分が、ここまで心の狭い人間だったとは……。

　母親になった自覚まるでなし。情けなくなって大きなため息をつくと、ブクブクと頭のてっぺんまで湯につかる。同時に脱衣場から物音がして、慌てて顔を上げた。

「芳奈。さっきのアレは何？」

　脱衣場から八雲さんの声が聞こえる。アレというのは、『八雲さんも咲楽も嫌い！』と言った捨てゼリフのことだろうけれど、聞かれてもそんな簡単には答えられない。

　しばらく黙ったまま、すりガラス越しに八雲さんを見ていたら、何かごそごそ動いている様子で……。

「入るぞ」

　と一言。私の返事も待たずドアを開けて勝手に入ってきたと思ったら、かけ湯もしないで湯船に入ってきた。まあそのことに関しては、私も同罪だけど……。

　八雲さんと一緒にお風呂に入るのは初めてじゃない。咲楽が生まれる前は、時間が合うときはほとんど一緒に入っていた。だからといってこんな灯りが煌こう々こうと輝いているバスルームだから、恥ずかしくないといえば嘘になる。

「おいで」

　湯船の中で私と向かい合うように座った八雲さんが両手を広げ、膝を抱え小さく丸まっている私を呼ぶ。

「……い、嫌です」

　さっき嫌いと言ってしまった手前、素直にそばに近寄れない。

「あれ？　咲楽は？」

「寝た。ぐっすりだから当分起きない。ということで、早くこっち来て」

「な、何もしませんか？　行きますけど、約束破ったら怒りますからね？」

　腕を組み非難するような目を向けると、八雲さんは噴き出すように笑い出した。

「怒りますからって、もうすでに怒ってるだろう。今更だな」

　確かに……。

　唇を尖らせ拗すねていると、急に足を引っ張られ湯船でブクブクと溺れそうになる。慌てて起き上がった身体を八雲さんがいとも簡単に抱き寄せ、くるりと反転させられると背中側からギュッと抱きしめられた。

「確保。ねえ、何怒ってるの？」

「別に、怒ってないです……」

「そうは見えないな。八雲も咲楽も嫌いって、俺はいいとして咲楽はかわいそうだと思うけど？」

　そんなこと、八雲さんに言われなくてもわかってる。でもあのときはそう思ってしまったんだから、今更どうすることもできない。

「咲楽には、あとで謝っておきます」

「俺には？」

　私の身体を抱きしめている八雲さんの手が、臀でん部ぶの辺りをそろりと撫でた。ぴくッと反応して振り返れば、無防備だった唇に唇が重なる。驚く間もなく舌が入り込んできて、息をつく暇もない。

「や……め……っ」

「謝るまで、やめない」

　唇が触れたまま八雲さんはそう言うと、私の身体を自分のほうに向け正面から抱きしめる。

　謝るまでなんてズルい……そう言いたいのに、深く重なっている唇では何も言えなくて。おまけに息も苦しくなってきて、慌てて八雲さんの身体を両手で強く押し離した。

「わ、わかった。わかりましたから！」

　肩で大きく息をつき、体いっぱいに空気を吸い込む。呼吸が落ち着き始めると、今度は自分から八雲さんに抱きついた。

「嫌いなんて言って、ごめんなさい。本気じゃないの……」

「そんなことわかってるけど、ちょっとだけ傷ついたな。これからは嘘でも、嫌いなんて言うなよ？」

　八雲さんの言葉に小さく頷き、彼の頬にお詫びのキスをする。

「で。さっきまでの一連の流れは、咲楽相手に嫉妬してるってことで間違ってないか？」

「な、なんで……」

　バレてるの。

　まさか完全にバレてるとは思ってもみなくて、身体中の熱が顔まで一気に上昇してくる。ボッと熱くなって、両手で覆い隠す。

「芳奈のことに限っては、なんでも丸見え。隠しても無駄だっていうのが、まだわからないのか？　でも思ってることや不安に感じてることがあるなら、ちゃんと言葉にして言ってほしい」

　八雲さんは私をふわりと抱きしめ、背中を優しくさすりだす。ピタリと重なった身体から感じるシンクロする鼓動に、安心感からほっと息をついた。

　今なら素直な気持ちが伝えられそう……。

　八雲さんから少しだけ身体を離し、上目遣いに彼を見つめた。

「私は八雲さんの妻で咲楽のママだけど、その前にひとりの女なの。八雲さんに愛されたいし、咲楽みたいに可愛がってほしいというかなんというか……」

「うん。それで？」

「まだ赤ちゃんの娘相手にこんなこと思うなんておかしいけど、咲楽に八雲さんを取られたみたいで寂しくて……」

「寂しくて？」

　色気たっぷりの瞳に探るように見つめられ、胸がキュンと疼く。

　こんなときに色気を出してくる八雲さんは、やっぱり一枚上うわ手てで。何をしたって勝てっこない。

「そんなこと聞くなんて、八雲さんはやっぱりイジワル……です」

　恥ずかしくなって目を伏せると、顎をクイッと上げられる。

「イジワル？　俺が？　いつもひとりで育児を頑張ってる芳奈を休ませようと、咲楽と過ごす時間を増やした俺がイジワルだって言いたいのか？」

「え？　そうなんですか？」

「それ以外に、何があるって言いたいんだ？」

「私より咲楽を愛してるから、あの子との時間を増やしてたんじゃないの？」

　まさかの言葉にキョトンとしている私のおでこに、八雲さんのデコピンがさく裂。

「痛いっ！」

　額を押さえ、涙目で八雲さんを睨みつけた。

「芳奈って、ママになってもバカだな。俺が咲楽を愛しているのは、世界で一番愛している奥さんが生んでくれた子供だからだ。そんなこと、いちいち言わなくてもわかるだろう」

　ほんとに芳奈はバカだな……八雲さんはそう言って、私の手を取り額に唇を当てる。

　八雲さんの口癖、『バカ』は愛情の裏返し。そうわかってはいるけれど、立て続けにバカバカ言わなくてもいいのに……。

「わからないから、ヤキモチを焼いたんです。あ……」

「やっぱりヤキモチだったんだ。それならそうと素直に言えばいいのに。まあそういう素直じゃないところが、また可愛いんだけどな」

　耳元でささやかれた言葉に、身体が溶けていく。汗ばんで乱れた私の前髪を指先で拭い、八雲さんはゆったり微笑んだ。

「なあ。今何がしてほしいのか、この可愛い口で言ってみろよ」

　優しい顔で上から目線のセリフを吐き、右手の人差し指を私の唇に当てる。

　私のことならなんでもお見通しなんだから、今更何がしてほしいだなんて聞くまでもないのに……。

　でもイジワルな八雲さんのこと、言わなきゃきっとずっとこのまんま状況は変わらないことも学んだわけで。

「抱いて……ください」

　甘えるように身体を寄せ、小さな声で懇こん願がんする。

「可愛い奥さんの願いなら、なんだって聞くさ。でも、のぼせても知らないからな」

　八雲さんが妖しく目を光らせて、私の首筋に唇を這はわせたそのとき。少し開いていたバスルームのドアの隙間から、咲楽のけたたましい泣き声が聞こえてきた。

「マジかよ。このタイミングで起きるとか、咲楽も芳奈に似て嫉妬深いのかぁ……」

　さっきまでの私だったらムスッとへそを曲げたかもしれないけれど、大きなため息をつく八雲さんを見てふふっと笑いがこみ上げる。

「モテる男は辛いですね？」

「言うようになったな。咲楽は寝かせるけど、芳奈は今夜寝かせないから覚えておけよ」

　憎らしいほど素敵な笑みを浮かべ、私を見つめる瞳がいたずらに輝く。そんな八雲さんに、私は抗うことができなくて。

「いっぱい愛してください」




　そんな私たちに新しい家族ができるのは、ほんのちょっと未来の話――。
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あとがき




　こんにちは、日向野ジュンです。

　はじめましての方も、いつも応援してくださっている方も、この度は数多くの恋愛小説の中から私の作品を手に取っていただき、誠にありがとうございます。

『強引な副社長の婚前指南～偽りの極甘同居が始まります～』、楽しんでいただけましたでしょうか？

　このお話はヒロインの芳奈がついた〝嘘〟から始まったわけですが、誰だって一度は嘘をついた経験ありますよね？　大きな声では言えませんが、かくいう私も……もちろんあります。でもその嘘が原因で、自身が勤める会社の副社長とまさかの同棲――なんてこと、リアルではありませんでしたが（笑）

　ふたりの関係や気持ちの変化、大きな問題が発生して紆余曲折しても、行きついたところが幸せいっぱいでハッピーなら無もう問まん題たい。この先に何があったとしても、ふたりでならどんなことでも乗り越えていける。だから最初についた嘘は、ひとつのきっかけにすぎない。

〝噓から出た実まこと〟ということわざもあるように、嘘のつもりで言ったことが偶然本当になってしまう。そんなラブストーリーがあってもいいかなと思いながら書いたこの作品は、本当に楽しくのびのび書くことができました

　芳奈と八雲の愛が皆さまの心に響くことを、切に願うばかりです。




　今回の書籍化にあたり、初めてタッグを組んだベリーズ文庫担当の篠原さま。編集作業では温かく見守っていただき、感謝の気持ちしかありません。

　また、華やかで素敵な和装のカバーイラストを描いてくださった亜子先生。今作に携わってくださりました多くの方々に、心から感謝申し上げます。

　そして何より、いつも応援してくださる読者の皆様に、この場を借りてお礼申し上げます。本当にありがとうございます。

　只今、新作を執筆中です。これからも日向野ジュンの作品を愛していただけるよう、日々頑張っていきたいと思っているので、今後もよろしくお願いいたします。

　ではまた、皆さまにお会いできる日を信じて……。




日向ひなた野のジュン
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		あとがき



		奥付
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